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例 言

１．本書は、一般国道３３７号千歳市新千歳空港関連工事に伴い、財団法人北海道埋蔵文化財センター

が平成１９・２０年度に実施した、千歳市オルイカ２遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書（北埋調報第

２６７集）である。

２．本遺跡は、同工事原因により平成１４（２００２）年度（Ｂ地区）及び平成１６（２００４）年度（Ａ・Ｃ地

区）に、当センターが発掘調査を実施しており、それぞれ『千歳市オルイカ２遺跡』（北埋調報

１８９集 ２００３年）、『千歳市オルイカ２遺跡（２）』（北埋調報２２１集 ２００５年）を刊行している。本

書はそれに続く三冊目となる報告書である。

３．本書の執筆は三浦正人、鎌田望、末光正卓が行い、編集は末光が行った。文責者については文末

に丸括弧で氏名を記した。

４．現場での写真撮影は、平成１９年度：鎌田望、平成２０年度：末光正卓が、報告書掲載遺物の写真撮

影は越田雅司が担当した。

５．包含層出土の玉２点の岩石学的分析を下記の機関に委託した。

アースサイエンス株式会社

６．調査・報告にあたり、下記の諸機関及び各位のご指導・ご協力をいただいた。（順不同・敬称略）

北海道教育庁生涯学習部文化・スポーツ課、千歳市教育委員会埋蔵文化財センター、

恵庭市郷土資料館、苫小牧市博物館、厚真町教育委員会

千歳市教育委員会埋蔵文化財センター：田村俊之、高橋 理、豊田宏良、松田淳子

恵庭市郷土資料館：上屋真一、松谷純一、森 秀之、長町章弘

苫小牧市博物館：赤石慎三

厚真町教育委員会：乾 哲也、奈良智法、山田和史

千歳市総務部市史編さん担当：大谷敏三



記号等の説明

１．確認された遺構については、次の要領で略号を付し本文及び図表中において用いた。

＊Ⅲ層で確認された遺構は「Ｕ」、Ⅴ層より下位で確認されたものは「Ｌ」をそれぞれ頭に付した。

＊遺構は次の遺構略号を用い、ハイフンで番号とつないだ。

土坑：Ｐ Ｔピット：ＴＰ 焼土：Ｆ 土器（破片）集中：ＰＳ

フレイク・チップ集中：ＦＣ 旧石器ブロック：ＳＢ

２．実測図・拓影図の縮尺は、原則として次のとおりでスケールを付けてある。

遺 構 １：４０ 復原土器 １：４ 破片土器 １：３ 土製品 １：２

削片・細石刃 １：１ 旧石器・剥片石器・磨製石器 １：２ 礫石器 １：３

３．遺構図・地形図等の方位は「真北」を示し、数値は「標高」（単位ｍ）を表す。グリッドの基軸

線は真北に対し２８°５５′１８″東偏する。

４．本文及び図表中で遺構の規模については次の要領で示した。一部破壊されているものは現存する

計測値を（丸括弧）を用いて示した。

土坑・Ｔピット：「確認面の長径×短径／床面・坑底面の長径×短径／確認面からの最大深（ｍ）」

遺物集中：「長径×短径（ｍ）」

擬似焼土：「長径×短径／最大厚（ｍ）」

５．土層の表記は、基本層序については「ローマ数字（大文字）」で、遺構覆土等の部分的な層位に

ついては「アラビア数字」で示した。攪乱層・試掘坑の出土遺物はすべて「Ⅰ層」とし、風倒木

痕内の層位については「Ｆ層」とまとめたが、層位がⅤ層に特定できる場合は「ＦⅤ層」と表記

した。

６．土層及び土器・岩石の色調の表記に『新版標準土色帖』（小山・竹原 １９６７）を、土層の観察に

『土壌調査ハンドブック』（ペドロジスト懇談会 １９８４）を参考にした。
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１ 調査要項

事 業 名：一般国道３３７号線新千歳空港関連工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局札幌開発建設部

遺 跡 名：オルイカ２遺跡（北海道教育委員会登載番号 Ａ－０３－２８０）

平成１９年度

所 在 地：千歳市中央３９５－６４外，１１９６－６外

調 査 面 積：４，２００㎡

調 査 期 間：平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日（現地調査５月１７日～９月１２日）

平成２０年度

所 在 地：千歳市中央３９５－２１・６７・６９・７５～７９・８７・８９・９０・９２

調 査 面 積：３，２２０㎡

調 査 期 間：平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日（現地調査８月２０日～１０月１５日）

平成２１年度

整 理 作 業：平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日

２ 調査体制

第１調査部長 越田 賢一郎

平成１９年度発掘担当者 第３調査課長 三浦 正人

同 主 査 鎌田 望

平成２０年度発掘担当者 第２調査課長 三浦 正人

同 主 任 末光 正卓

平成２１年度整理作業 第２調査課長 三浦 正人

同 主 任 末光 正卓

３ 調査の経緯

（１）一般国道３３７号新千歳空港関連工事

この調査の原因である一般国道３３７号新千歳空港関連工事は、北海道開発局札幌開発建設部が実施し

ている地域高規格道路「道央圏連絡道路」計画の一環である。道央圏連絡道路（一般国道３３７号）は道

央都市圏の新しい交通・物流ルートとなる４車線道路で、新千歳空港を起点とし、北海道横断自動車

道千歳東ＩＣ、北海道縦貫自動車道江別東ＩＣ、重要港湾石狩湾新港、北海道横断自動車道銭函ＩＣ

を結ぶ延長約８０㎞の半環状道路である（図２）。市町村としては千歳市、長沼町、南幌町、江別市、当

別町、札幌市、石狩市、小樽市を連結している。事業は新千歳空港関連・泉郷道路・長沼南幌道路・

美原バイパス・美原道路・当別バイパスの６区間に分けられている。「新千歳空港関連」事業は新千歳

空港と北海道横断自動車道千歳東ＩＣを結ぶ９．２㎞区間で、平成元年度に事業化された。このうち新千

歳空港から千歳市街地への２．５㎞のほか、昭和５５年度に事業化された当別バイパス（当別町－小樽市）

２３．８㎞が平成１５年度までに部分供用され、平成１６年３月２６日には石狩川を渡河する美原大橋を含む美

原バイパス３．９㎞が２車線で暫定供用されている。
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オルイカ２遺跡（本報告分）

図１ 遺跡の位置（新千歳空港関連工事道路用地内の遺跡）

３ 調査の経緯
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平成２（１９９０）年１２月札幌開発建設部は千歳市教育委員会を経由して北海道教育委員会（以下、道

教委）あてに、国道３３７号根志越道路整備工事に伴う千歳市柏台から同市中央までの路線内における埋

蔵文化財保護のための事前協議書を提出した。協議を受けた道教委は平成３年６月、路線内の遺跡所

在確認調査を実施した。その結果、周知の祝梅川・祝梅川矢島・祝梅川山田・祝梅川上田・アンカリ

トー６・アンカリトー７・キウス１３号周堤墓（のちのオルイカ１遺跡）・キウス５遺跡と未登載の仮称

祝梅砂丘遺跡（のちの柏台１遺跡）・仮称キウス７・８・９・１０遺跡の１２箇所、対象面積２９９，０００㎡、

全計画路線の半分程度について範囲確認調査が必要と判断、同年７月道教委から札幌開発建設部へ回

答された。

平成７（１９９５）年５月、事業名の変更等により、再度事前協議書が札幌開発建設部から道教委に提

出された。ここで事業名が一般国道３３７号千歳市新千歳空港関連工事となり、事業地の面積約８２８，０００

㎡、工期は平成８年４月１日から平成１２年１２月１５日、埋蔵文化財包蔵地保護については、現状保存は

困難なため範囲確認調査（試掘）を希望する旨協議された。

当事業用地内で範囲確認調査（試掘）の結果、発掘調査が必要と判断された遺跡は、空港にほど近

い柏台１遺跡、寿～祝梅地区の梅川４遺跡・祝梅川小野遺跡・梅川１遺跡・梅川２遺跡・祝梅川上田

遺跡・アンカリトー９遺跡・アンカリトー７遺跡、中央地区のオルイカ１遺跡・オルイカ２遺跡・チ

プニー１遺跡・チプニー２遺跡・キウス９遺跡・キウス５遺跡の計１４遺跡である。ここでは端緒となっ

た柏台１遺跡と、当報告のオルイカ２遺跡を含む中央地区の遺跡の６遺跡の試掘と発掘調査を概観し

ておく。

（２）柏台１遺跡とその後の試掘調査

平成７年１１月と平成８年５月、道教委は当事業地内で初の範囲確認調査を千歳市柏台地区の仮称祝

梅砂丘遺跡とした包蔵地で実施した。その結果、地表下約４ｍにある恵庭ａ降下軽石層（En－a）直下

の風成堆積物中から、旧石器時代の遺物である黒曜石製剥片石器類が検出された。範囲や工法など遺

跡の取り扱いについて協議が行われ、工事前の発掘調査を実施することとなった。柏台１遺跡として

登載されたこの遺跡は、平成９（１９９７）・１０年に（財）北海道埋蔵文化財センター（以下、センター）が

越田賢一郎・福井淳一を担当者として６，３００㎡の発掘調査を実施、En－a直下に広がる疎林樹木痕と En

－a下位の火山灰質シルト層から約３２，０００点の旧石器時代遺物を検出した。遺物は１５ヶ所の集中域に分

かれ、１３ヶ所で炉跡、琥珀玉も１点確認できた。（北埋調報１３８集）

その後、用地買収の遅延などにより、事業地内の埋蔵文化財関係調査は途絶えていた。以降の中央

地区の範囲確認調査は以下のとおりである（平成２１年３月現在）。

○平成１２（２０００）年６月 仮称チプニー川左岸遺跡（平成３年所在確認調査：仮称キウス８）実施。

４，８００㎡について調査必要と判断。チプニー１遺跡と呼称。

○平成１３年５月 チプニー川の右岸（平成３年所在確認調査：仮称キウス９）の一部実施。２，５００㎡

について調査必要と判断。チプニー２遺跡と呼称。

○平成１３年９月 キウス９遺跡（平成３年所在確認調査：仮称キウス１０）南半部実施。

○平成１３年１０月 キウス１３号周堤墓と周辺を試掘。周堤墓とされていた部分は耕作等の削平による

高まりの残存と判明したため、遺物の得られた範囲をもってオルイカ１遺跡と名称変更し、３，９００㎡

の調査必要区域を設定した。

○平成１３年９月・１１月 オルイカ１遺跡の北東４００ｍにあるオルイカ２遺跡（平成３年所在確認調査：
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図２ 道央圏連絡道路計画路線図（北海道開発局『道央圏連絡道路２００２事業概要』より）

３ 調査の経緯

４



仮称キウス７）実施。９月は確認調査範囲の中央を通る市道祝梅第２道路の北側、１１月は南側が対

象。樽前ｃ降下軽石層より上位の焼骨片の多量検出と縄文期の土器石器から、アイヌ文化期の集落

跡と縄文期の遺物包含地と目される約９，０００㎡について調査が必要と判断。

○平成１４年６月 オルイカ１遺跡の現オルイカ川右岸確認調査未了地について実施。１，６００㎡の調査

必要範囲が確定。

○平成１４年７～８月・１０月 キウス５遺跡で実施。旧河川部の低地と台地部を合わせた約１５，０００㎡

の調査必要範囲が確定した。西側に試掘未了部分あり。

○平成１４年１０月 チプニー２遺跡の北半部実施。

○平成１５年１０月 チプニー２遺跡の確認調査未了地（市道協和中央線の両側）実施。遺物の出土等

により遺構確認を含めて約１５，０００㎡の追加確定。

○同 キウス９遺跡（平成３年所在確認調査：仮称キウス１０）北半部（キウス川左岸部未了）実施。

擦文期の竪穴と思われる凹みや擦文土器・縄文土器石器を確認。１６，５００㎡については調査が必要と

判断。８００㎡判断保留。

○平成１７年５月 キウス９遺跡北半部のうち未了であった７，７００㎡実施。同上の結果を得、保留８００

㎡も含めて２５，０００㎡で発掘調査が必要と判断。

○平成１７年１１月 オルイカ２遺跡と南長沼用水を挟んだ隣接地約１３，０００㎡のうち土地買収の済んだ

約１０，０００㎡で実施。オルイカ２遺跡の延長として試掘未了区に調査対象が広がる可能性があり、判

断保留。

○平成１８年１０月 オルイカ２遺跡の試掘未了区約２，７００㎡（未買収約４５０㎡含む）で実施。前年度の

試掘調査と合わせて、調査必要な範囲約７，５００㎡ほぼ確定。

○平成１９年１０月 キウス５遺跡の西側部分、現国道３３７号に接続する試掘未了区約２，０００㎡で実施。

散漫な遺物包含層ではあるが、確定区域からの連続性で約１，２００㎡が要発掘調査となった。１４年度か

らの保留部分が解消され、キウス５遺跡の試掘も完了。

（３）平成１３年度以降の中央地区の発掘調査

以上の範囲確認調査から発掘調査が必要と判断された遺跡は、平成１３年度から（財）北海道埋蔵文化

財センターが、札幌開発建設部札幌新道建設事務所（平成１６年度から千歳道路事務所）の工事計画に

則って以下のごとく発掘調査を実施している（平成２１年度現在）。

◇平成１３年度 チプニー１遺跡 ４，３６０㎡ 担当者：佐川俊一・笠原興 主に縄文後・晩期・擦

文期・アイヌ期の土器・石器・鉄製品 報告書：北埋調報１７３集

◇同 チプニー２遺跡 ４５０㎡ 担当者：山中文雄 主に縄文晩期の遺物 報告書：北埋調報

１７３集

◇平成１４年度 オルイカ１遺跡 ５，４６０㎡ 担当者：佐川俊一・末光正卓 縄文後期の住居跡・

後期晩期の土器石器・アイヌ期の平地住居跡など 報告書：北埋調報１８８集

◇同 オルイカ２遺跡 ３，２３０㎡ 担当者：和泉田毅・阿部明義 旧石器ブロック・縄文中期晩

期の土器石器・アイヌ期の平地住居跡（集落）など 報告書：北埋調報１８９集

◇平成１５年度 オルイカ１遺跡 １，６００㎡ 担当者：菊池慈人・末光正卓 主に縄文後期の遺物

報告書：北埋調報２０６集

◇同 チプニー２遺跡 ２，０００㎡ 担当者：皆川洋一・広田良成 縄文中期の住居跡と遺物・擦

文期の墓と鉄製品・アイヌ期の平地住居跡と鉄製品・青磁碗など 報告書：北埋調報２０７集
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◇同 キウス５遺跡 ５，０００㎡（低地４，２００㎡・台地８００㎡） 担当者：三浦正人 縄文中期の

住居跡と遺物・旧河道部で縄文期と近世の木製品・低位部に近世の畑跡 報告書：旧河道部と低

位部は北埋調報２５１集・台地部は未報告、調査年報１６参照

◇平成１６年度 オルイカ２遺跡 ６，５００㎡→５，５００㎡に変更 担当者：阿部明義・広田良成 旧

石器ブロック・縄文中期晩期の土器石器・アイヌ期の平地住居跡（集落）など 報告書：北埋調

報２２１集

◇同 チプニー２遺跡 １４，７００㎡→１３，４００㎡に変更 担当者：皆川洋一・菊池慈人・佐藤剛

縄文晩期・擦文期の墓・主に縄文晩期の遺物 報告書：北埋調報２２５集

◇同 キウス５遺跡 １，０５６㎡ 担当者：皆川洋一・菊池慈人 主に縄文晩期・擦文期の遺物

報告書：未報告、調査年報１７参照

◇平成１７年度 キウス９遺跡 １７，０００㎡→１７，０４４㎡に変更 担当者：三浦正人・皆川洋一・菊池

慈人・新家水奈・愛場和人・阿部明義・広田良成 石刃鏃７０点・縄文早期前期晩期の遺構遺物・

擦文期前期の住居と鍛冶遺構（集落）・アイヌ期の平地住居跡など 報告書：北埋調報２５２集

◇同 チプニー２遺跡 １，３００㎡ 担当者：皆川洋一・菊池慈人 旧石器や縄文晩期の遺物など

報告書：北埋調報２２５集

◇平成１８年度 キウス９遺跡 ７，９５６㎡ 担当者：三浦正人・菊池慈人・愛場和人・袖岡淳子・末

光正卓・広田良成 石刃鏃２２点・縄文晩期および擦文期前期の遺物など 報告書：北埋調報２５２

集

◇同 キウス５遺跡 ３，２００㎡（低地１，２８０㎡・台地１，９２０㎡） 担当者：三浦正人・菊池慈人・愛

場和人・袖岡淳子・末光正卓・広田良成 旧石器ブロック・縄文中期の遺構（住居・土坑・焼土

列）遺物・擦文期前期の住居群・低位部に近世の畑跡・旧河道部で近世の木製品など 報告書：

旧河道部と低位部は北埋調報２５１集、台地部は未報告、調査年報１９参照

◇平成１９年度 キウス５遺跡 ６，１００㎡ 担当者：三浦正人・愛場和人・末光正卓・広田良成

旧石器ブロック・縄文中期の遺構（住居・土坑・焼土列・杭穴）と遺物・擦文期の住居群

報告書：未報告、調査年報２０参照

◇同 オルイカ２遺跡 ４，２００㎡ 担当者：三浦正人・鎌田望 縄文晩期の遺物 報告書：北

埋調報２６７集（本報告書）

◇平成２０年度 オルイカ２遺跡 ３，２２０㎡ 担当者：三浦正人・末光正卓 旧石器ブロック・縄

文晩期の遺物 報告書：北埋調報２６７集（本報告書）

◇同 キウス５遺跡 ７２１㎡ 担当者：三浦正人・愛場和人 擦文期の住居群と遺物 報告書：

未報告、調査年報２１参照

◇平成２１年度 キウス５遺跡 ３，０６８㎡ 旧石器ブロック・縄文中期の遺構（住居・土坑・焼土列・

杭穴）と遺物・擦文期の住居群と遺物を予想 担当者：三浦正人・越田雅司・愛場和人・広田良

成 報告書：未報告、調査年報２２参照

（４）オルイカ２遺跡の調査・報告の経緯

これらのうち、当報告のオルイカ２遺跡の調査に至る経緯について詳述する。オルイカ２遺跡は千

歳市中央地区の南部に所在する（図１）。馬追丘陵南端部裾部を水源とし陸上自衛隊東千歳駐屯地内の

緩斜面を開析し、南東から北西に向かって流れるオルイカ川の北側平坦部に広がる遺跡である。現国

道３３７号が千歳市街方面から中央地区に向かって大きく左カーブを描くその東側に位置するため、当国

３ 調査の経緯
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道建設工事の計画では、新国道の本線車道部分とともに市道祝梅第２道路（本線の側道及び現国道接

続部分）整備工事が行われることになっており、また、南長沼用水と交叉することから、用水上に架

かる橋脚工事も計画されていた。

前掲した平成１３年９月には確認調査範囲の中央を東西の走る市道の北側、１１月には南側を対象とし

て範囲確認調査が行われた。第Ⅰ黒色土層からの多量の焼骨片の検出と、縄文期の土器石器から、ア

イヌ文化期の集落跡と縄文期の遺物包含地と目される約９，０００㎡について調査が必要と判断された。こ

の範囲は南長沼用水の南側の部分で、北側には遺跡名未定の用地未買収部分が範囲確認調査未了部約

１３，０００㎡として残されていた。

札幌開発建設部は道教委に対し、工事の優先度から南西にあるオルイカ１遺跡約７，０００㎡とオルイカ

２遺跡の本線車道部分と市道祝梅第２道路との交差部分のカルバート工事予定地の６００㎡を含む５，１００

㎡を、平成１４年度に発掘調査するよう要望した。ただし、オルイカ１遺跡には範囲確認調査未了部が

あり、オルイカ２遺跡の進行には未定要素があった。

事業委託を受けた当センターは平成１４年５月から発掘調査に取りかかった。まず優先度のより高い

オルイカ１遺跡を調査体制全体で取り組み事態の進展を待った。しかし状況が打開できないまま６月

上旬にはオルイカ２遺跡の調査準備を開始、２４日には併行して調査を開始した。調査の進展につれ、

予想より広い範囲でのアイヌ文化期平地住居の展開や旧石器の発見があり、１４年度は結果的に調査面

積３，２３０㎡とし、残りは次年度以降の扱いとなった。範囲中央部を調査したため、残りは南北に分断さ

れた形状になった。この１４年度調査の報告は、平成１５年３月に『千歳市オルイカ２遺跡 北埋調報１８９』

として刊行した。

確定している調査範囲の残り５，５００㎡は、工事工程上１年置いた平成１６年度に調査する運びとなった。

５月から１０月の調査で、南長沼用水側では旧石器ブロックが、南側ではアイヌ文化期集落の続きが検

出された。この１６年度調査の報告は、平成１７年１２月に『千歳市オルイカ２遺跡（２） 北埋調報２２１』

として刊行した。１４・１６年にわたる調査成果はアイヌ文化期集落では、平地住居跡９軒・建物跡５棟・

焼土や灰集中６２ヶ所・杭列４列などを検出し、金属製品９１点・ガラス玉８点や錘石・漆器膜片・骨角

器・炭化材・炭化種子・獣魚骨・貝殻などが伴った。縄文時代では中期の竪穴７軒や土坑２７基・Ｔピッ

ト１１基のほか焼土列や焼土群を検出し、早期６，２９６点・中期１５，５２７点・晩期１１，６４９点など早期～続縄文

期の土器３６，７０１点を、石器類では定形的石器１，１８１点・玉類１０点を含む６５，３５５点発見した。旧石器時代

では細石刃石器群（ブロック）４ヶ所を検出し、３，０３３点の石器を確認した。擦文期を除いた各時期に

渡る資料豊かな調査となった。

平成１７年度には南長沼用水を挟んで北側の用地買収が進み、１１月に約１０，０００㎡を対象に範囲確認調

査が行われた。樽前ｃ降下軽石層の上下に縄文晩期の包含層が確認され、遺跡名はオルイカ２遺跡と

することとなった。未買収地（試掘未了区）との関係から約３，２８０㎡は要発掘調査、約２，５４０㎡は判断

保留となった。

平成１８年度には試掘未了区約２，７００㎡（未買収地約４５０㎡を内部に包括）で範囲確認調査実施。希薄

ながら一部で遺物包含層が確認され、判断保留からの転換も含め、要発掘調査は７，４２０㎡と確定した。

この確定を踏まえ札幌開発建設部は道教委に対し、平成２０年度までの発掘調査終了を要請した。南

長沼用水に架かる橋脚工事の優先度と北側の未買収地の存在から、南長沼用水側の４，２００㎡（うち９１０

㎡は第Ⅱ黒色土層のみ対象）を平成１９年度に、平成２０年度に残りの３，２２０㎡の第Ⅱ黒色土層を発掘調査

することで合意。事業委託を受けた当センターは平成１９年５月１７日からの４ヶ月と平成２０年８月２０日

からの２ヶ月間で発掘調査を遂行した。１９年度後半から２１年度で整理作業を進めて調査報告書（本書）
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（図７・８ 表１・２）

調査年度／遺構名
土坑 Tピット 土器（破片）集中 フレイク・

チップ集中
旧石器
ブロック 合計

擬似
焼土 道跡

合計
P TP UPS LPS LFC SB F Ⅲ層上面 現代

２００７（平成１９）年度 ４ １ １ ６ ４６ １ ５３

２００８（平成２０）年度 １ １ ３ ５ １ ６

合 計 ４ １ １ １ １ ３ １１ ４６ １ １ ５９

調査年度／出土地点・遺物
遺 構 包含層 合 計

土器 石器類 土器 石器類 土器 石器類

２００７（平成１９）年度 ３ ２，５３７ １７，５１８ ６４３ １７，５２１ ３，１８０

２００８（平成２０）年度 １５０ ５５ １５１ １２９ ３０１ １８４

合 計
１５３ ２，５９２ １７，６６９ ７７２ １７，８２２ ３，３６４

２，７４５ １８，４４１ ２１，１８６

表１ 検出遺構一覧表

表２ 遺物出土点数一覧表

刊行の運びとなった。

この調査地区は平成１４・１６年の調査区と比較し、時期や内容に大きな差があり、同一遺跡の報告と

しての意味は薄い。別な遺跡と捉えるのが妥当かも知れない。

（三浦正人）

４ 調査結果の概要

本報告における調査区は、平成１９年度調査の南西側部分から平成２０年度調査の北東側部分へ、Ⅲ層

のみを調査する部分（８６０㎡）、Ⅲ～Ⅵ層を対象とする部分（２，４３０㎡）、Ⅴ・Ⅵ層のみを調査対象とす

る部分（９１０＋３，２２０㎡）に区分けされる（図７）。南側は南長沼用水を挟んで平成１４・１６年度の調査区

（Ａ・Ｂ・Ｃ地区）で、北方向へ約６５０ｍに「チプニー１遺跡」（北埋調報１７３）がある。

確認された遺構は、土坑（ＬＰ）４基、Ｔピット（ＴＰ）１基、土器（破片）集中（ＰＳ）２ヶ所、

フレイク・チップ集中（ＦＣ）１ヶ所、旧石器ブロック（ＳＢ）３ヶ所である。他に擬似焼土（ＵＦ・

ＬＦ）４６ヶ所、道跡２条を調査した。

遺物は、土器は１７，８２２点出土した。Ⅲ層（黒色土層）からの出土が圧倒的に多く、縄文時代晩期後

半のタンネトウＬ式である。他、Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅶ群が少量出土した。

石器類は出土総点数３，３６４点で、うち８６点が旧石器である。彫器（ＢＵ）、細石刃（ＭＢ）、細石刃削

片（ＭＳＰ）、石刃（ＢＬ）、削器（ＳＳ）、掻器（ＥＳ）、円形掻器（ＲＳ）等がある。

剥片石器群は、石鏃、石槍・ナイフ、つまみ付きナイフ、スクレイパー等があり、多くが黒曜石製

である。磨製石器群は磨製石斧、礫石器群は、たたき石、砥石、台石等がある。また、タルク岩（滑

石）製の玉類も出土している。

（末光正卓）

４ 調査結果の概要
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Ⅱ章 遺跡の立地と周辺の遺跡

１ 遺跡の立地と環境

（１）位置と地名

オルイカ２遺跡は千歳市の市街地から北東約６�、中央地区の南部に位置し、現国道３３７号と新国道
が最も近接する部分の馬追丘陵側に所在する。同時に調査を行っていたオルイカ１遺跡は南西約４００�
の距離にある（図１）。

遺跡名の「オルイカ」とは、『北海道蝦夷語地名解』（永田方正１８９１）によればアイヌ語の「Oruika」、

「川尻ノ橋」の意であるとされ、また『ちとせ地名散歩』（長見義三 １９７６）では「オルイカ」を中央

地区の原名とし「o−ruika 川口・橋」と解している。もともとは、「o−ru−ika：川尻・道・越える」で

あろう。地名由来のオルイカ川は、遺跡から東方約２�の馬追丘陵の裾部を水源とし、陸上自衛隊東
千歳駐屯地内の緩斜面を南及び西に開析し、丘陵端部から南東～北西に向かって流れている。その先

は、明治２９（１８９６）年発行の北海道假製五万分一図「長都」などによると、かつては現国道３３７号と交

叉した後、国道と併行して北流し（現在の第十五号排水川）、丸子山の西側を流れ、チプェ（チプニー

川）・キウシ（キウス川）などの流れを集め、イカペッ（イカベツ川）を通じてオサツトー（長都沼）

に注いでいた。前掲書で長見は、イカベツ川に注ぐところに丸木橋があったものと想像する。また、

永田前掲書では、「オルイカ」項の直後に「ポロルイカ：大橋（本川）」「ポンノオルイカ：小橋（支川）」

とあり、「オルイカ：川尻ノ橋」の下に「オルイカ川ハ「キウシ」川ヨリモ大ナリ」と注釈があること

から、キウス川の合流部（小橋）とイカベツ川への合流部（大橋）に通行路があったとみられる。イ

カベツ川は長都沼と馬追沼をつなぐ川で、千歳市と長沼町の境界となっており、古くは東蝦夷地と西

蝦夷地の境であった。現在の道道のイカベツ川の橋は、その名残か国境橋と名付けられている。

地名「オルイカ」の初出は、松浦武四郎が安政３（１８５６）年の蝦夷地廻浦、安政４年の東西蝦夷山

川地理取調御用の際に手控として残した『石狩・テシホ・クスリ外十二所川々取調帳』（『武四郎蝦夷

地紀行』所収 秋葉実解読 １９８８ 北海道出版企画センター）にある。長都沼（ヲサツトウ）に流入

する多くの河川のうち千歳川（シコツブト）に並んで西からシユクハイ・アンカリトウ・ウリウカ・

ユーナイとある。この「ウリウカ」が「オルイカ」川であろう（図３）。

安政４年の調査記録である『丁巳東西蝦夷山川地理取調日誌』「第十五巻由宇発利日誌巻の一」には、

長都沼を舟で横断した際の記載がある。江別川（千歳川下流）から長都沼に入り東岸へ向かう途中に

南にシコツブトを、東に「シユクハイブトを眺め過ぎ」沼の北東隅に至った。「しばし掻行」して「ア

ガリト ウエノタ 等蘆荻の生繁りたるノタ也。此間行まゝ タン子エンルン 長く出たるのた也。

此処を廻りてしばし行や マヲイトウ 周廻凡三里半余。是も（長都沼と）同じく水あさくして其周

り蘆荻原也。東の方えはヲロイカツ並タケヌツ等云川口を…」とあり、馬追沼（マヲイトウ）に注ぐ

川に「ヲロイカツ」が登場している。また『同』「第十六巻由宇発利日誌巻の二」には、六日後逆に馬

追沼から千歳へ陸行で向かう様子の記載がある。「ユーナイ 此処ウリウカの左りの沢、（略）同じく

槲柏原しばし行て八丁 ケ子ブチ（略）行こと三丁計にして ウリウカ 小川一ツ有、巾五六間、砂

川にて浅し。こへて谷地を弐丁計行て平地しばし行。此辺より惣て土地は低く赤楊・柳原のみ也。過

て キユウシ 小川、巾三間計。過て谷地を五丁計行てまた木原少し過 タン子エンルン 此処木原

の岬に成り居て、マヲイ沼え差出たる岬也。其上をこへ行に凡一里計にて アガリト 小川也。此川

巾三間計、こへて同じく谷地を行。此川もシユクハイえ落るなり。（略）しばし行て シユクバイ 川
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図３ 松浦武四郎が描画したヲサツトウ周辺河川図
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端え出り。此川巾十間計、末流シユクハイといえる少しの沼有り。其沼の口マヲイ沼え下るよし也。…」

とある。「ウリウカ」という幅５～６間の小川がオルイカ川であろう。武四郎の様々な記述を読むと、

当時は長都沼の北東の広がりが馬追沼と認識されていたようである。「ヲロイカツ」・「ウリウカ」と二

つの表現があるが、オルイカ川は馬追沼に注いでいる表現であるから、いくつかの川名や地名の並び

などからみて二つは同じ川で、オルイカ川は南から沼の東縁を北上し、現在の千歳市泉郷あたりで長

都沼に流入していたと推測できる。

前出の手控等を編輯した安政６年刊行の『東西蝦夷山川地理取調図 五』では、「ヲサツトウ」の北

東の大きな入江が「マヲイトウ」、その南側で南東に湾入するのが「アンガリトウ」とされ、「ウリウ

カ」はマヲイトウとアンガリトウを分ける岬状の突出に名が書かれている。あるいは脇のアンガリト

ウに注ぐ小河川を示すのかもしれない（図３）。

後の地図には、明治２９（１８９６）年陸地測量部製版の「北海道假製五万分一図」『長都』では長都沼の

東に「オルイカ川」とある。明治４３年改版の『漁』でも「ケヌフチ」の南西に「オルイカ川」とあり、

その南約３．５�に「オルイカ」と地区名として示されている（図４）。この地区名「オルイカ」は当遺
跡の所在地域と重なるが、松浦武四郎の示した「ヲロイカツ」・「ウリウカ」は河川名が第一義なので、

その川尻（川口）こそが「オルイカ」であったと思われる。同じ地名でも１５０年前とでは距離にして約

４�の隔たりがあることがわかる。

（２）周辺の地形・地質・環境

遺跡後背の馬追丘陵は、北から栗山町・長沼町・由仁町・千歳市・安平町（旧追分町と旧早来町）

と、南北延長約３０�におよんで隆起している標高１５０�前後の連なりで、２７３�の馬追山を最高地点と
する。オルイカ２遺跡の北東方約３�には標高約１００�のコムカラ峠があり、峠の西北西下にキウス川
の源流がある。キウス川――コムカラ峠のルートは、丘陵を横断して石狩低地帯と夕張方面や道東部

を結ぶ道のひとつとして早くから開けていたようである。

一方、丘陵西側に広がる石狩低地帯は、支笏火山が形成した火砕岩台地によって千歳市南部を分水

界とし、日本海側と太平洋側に分かたれている。このうち当遺跡が面する日本海側の南東部は、分水

界近くまで低平で、遺跡付近から望める千歳市祝梅・根志越・中央・泉郷地区や恵庭市漁太地区、長

沼町は、古くはトンメ沼・長都沼（ヲサツトウ）や馬追沼（マヲイトウ）・ポンユーバリ沼・菱沼（イ

コクシ沼）・チカップセトシ沼・鶴沼などの沼があり、周辺には低湿地が広がっていた。蛇行の著しい

千歳川・祝梅川・剣渕川（ケヌフチ川）・漁川・夕張川やそれらの小支流と馬追丘陵からの小河川も流

入し、多雨や融雪期には広範囲で冠水する湛水地帯であった。オルイカ川もこの低湿地帯の東縁を集

水して沼に向かう一支流である。往時は遺跡やコムカラ峠から西を眺めれば、低地帯手前には水を湛

えた沼が広がり、遠くに樽前山・恵庭岳・漁岳・空沼岳・札幌岳・無意根山・手稲山など標高１０００～

１５００�級の山々が連なる眺めであった。
オルイカ２遺跡の現地表面の標高は１２～１８�で、西へ向う緩斜面となっている。この緩斜面は基盤

が数層のテフラ（火山灰）で覆われて形成されており、上部に幾分の土壌の発達がみられる。周辺の状

況をみると、まず３２，０００年ほど前の支笏カルデラ起源の降下軽石 Spfa２と Spfa１が堆積し、これらを軽

石流堆積物 Spfa１の薄層と Spfa１の風成二次堆積物が覆っている。Spfa２はクッタラ火山起源の Kt−b１と

のみかたもある。この Spfa１の風成二次堆積物の中間ほどに、約２８，０００年前とされる羊蹄第３軽石・ス

コリア層 Yo.Ps－３が点在する。この上を厚さ１．５～２�と厚く覆うのが約１３，０００年前の恵庭岳起源の
降下軽石 En−a（En−P）である。さらに直上にこの風化ローム層である En−Lが２０～３０�堆積している。
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図４ 明治期の長都沼周辺地形図
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この上は厚さ５～１０�の暗褐色粘質腐植土（漸移層）、５～１５�の黒色粘質腐植土（第Ⅱ黒色土層）と
あり、これをおよそ２，５００年前の樽前山起源の降下岩片 Ta−c１が約１０�厚で覆っている。この上に１０～
１５�の黒色粘質腐植土（第Ⅰ黒色土層）が発達する。この腐植土層中には１０世紀前葉の白頭山起源の
B−Tmの薄層が窪みなどに点在する。第Ⅰ黒色土層を厚さ３０～５０�で覆うのが１７３９年降下の Ta−a（樽

前山起源の降下軽石）で約１０枚のフォールユニットで成っている。

遺跡の南西～北西方面には、Spfa１の風成二次堆積物を母材とする内陸古砂丘である千歳古砂丘が砂

丘列として存在する。後期旧石器以降の遺跡が立地し、後期旧石器でも古いものは丸子山遺跡のよう

に砂丘下でも確認される。

道路用地になる以前には、北東側は宅地の周りに広葉樹林が広がっており、南西側は畑地および荒

地・湿地になっていた。明治４３年陸地測量部改版の「北海道假製五万分一図」『漁』では、遺跡付近は

闊葉樹林が広がり一部がオルイカ川河畔の湿地帯になっている様子が見られる。周辺の樹木は落葉広

葉樹が主体で、未開墾部や川縁では林となっていた。コナラ・ヤチダモ・オニグルミ・クリ・ヤマグ

ワ・コクワ・ホオノキ・タラノキ・ヤマブドウ・ヤナギなどがみられた。また千歳森林組合による植

林で、マツやイチイ主体の人工林も広く分布する。『千歳市史』（１９６９）などによれば開拓前のオルイ

カ川流域は熊笹と大木の密林であったといい、現在でも当時を彷彿とさせる情景が中央八幡神社周辺

に残っている。神社は明治３０（１８９７）年に八幡宮乎留伊賀（おるいか）神社として建立された。調査

中、林辺ではエゾリスやノネズミ・アオダイショウ・シマヘビなどが目視された。上空には常にトン

ビ・ノスリ・オオタカが飛翔旋回していた。オルイカ川では現在魚影等は確認できないが、低地帯の

長都沼には、ワカサギ・フナ・コイ・エビなどが生息していた。また水鳥も多く、キジ・ガン・カモ・

ハクチョウ・ツルなどが飛来生息していた。長都沼と連結する千歳川水系はサケの上る川で、ウグイ

などの魚も大量に生息している。

千歳市の「中央」という地名は、昭和初期にも使用されていたようであるが、市域の中央であると

いう意味の「中の里」という原案（１９８４『千歳市農業協同組合史』）と、長都沼の東岸地帯の中央の意

味（長見義三前掲書）から、昭和２６（１９５１）年に大字廃止字名改正で確定されたと考えられる。それ

以前は、キウス・チプニー・オルイカという三字により中央地区が構成されていた。前掲『農協史』

や『千歳市史』（１９６９）によれば中央地区の開拓は、明治２２（１９８０）年着工、２３年（２４年？）竣工の千

歳由仁道路（由仁街道）の開削に始まるという。この道路は幅２間・延長５里３３町１６間におよび、岩

見沢千歳間道路の一部として敷設された。現在の国道３３７号線の前身である。大正５年頃にはオルイカ

川や長都沼周辺が開墾され、漁場が設けられたという。

『郷土史ケヌフチ物語』（１９９２）によれば、中央地区を南北に縦貫する農業水利の南長沼用水は、明

治４５年に長沼村議会で建議書が議決され、大正１１年南長沼土功組合が発足、同１４年に着工し、千歳川

蘭越頭首工からの幹線水路３３，０００�が竣工したのは昭和２（１９２７）年であった。用水は市道祝梅第２
道路沿いに陸上自衛隊東千歳駐屯地の周縁を北上し、オルイカ２遺跡手前で一度地下にもぐる。そし

て遺跡内で再び地上に出てくる。つまり、オルイカ２遺跡は南長沼用水工事時に一部が破壊されてい

ることになる。また同書によると、由仁街道は昭和１１年、石狩東部における北海道第七師団と東北第

八師団の対抗大演習の際、砂利敷きの道路に改修されたという。

前述した遺跡眼前の低湿地帯は、現在は、治水と土地改良等を目的とした昭和２６～４４年（１９５１～１９６９）

の国営灌漑排水事業やその後の圃場整備事業・土地改良事業によって、沼や低地の干拓・埋め立て、

河川や水路の整備・直線化が行われ、地下と表層の水位が低下し、水田や畑地として利用されている。

現在のオルイカ川はこれらの事業により、現国道３３７号との交叉部付近（オルイカ１遺跡付近）から西
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２ 周辺の遺跡

オルイカ２遺跡（本報告分）

図５ 周辺の遺跡
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№ 遺跡名 種別 時期 概要
１ カリンバー 集落跡 擦文 釜加のチャシ跡に接する南側緩斜面に数軒の竪穴があったという （『千歳遺跡』Ｐ１１６～１２４）
２ 釜加のチャシ跡 チャシ跡 アイヌ文化 １９６５年大場利夫・石川徹調査 （『千歳遺跡』Ｐ１１６～１２４）（旧称：釜加）
１３ オサツ１ 集落跡 擦文、アイヌ文化 保安林内に１６軒の竪穴 （旧称：都５）

１４ オサツ２ 集落跡 旧石器、縄文、擦文、アイヌ文化 １９９２～１９９４年道埋文調査 １９９７～１９９９年千歳市教委調査
細石刃核を含む石器群・縄文中期・擦文の竪穴式住居跡 続縄文・アイヌ文化期の土坑墓・木製品（旧称：都６）

１５ オサツ３ 集落跡 擦文 保安林内に竪穴 （旧称：都４）
３５ 都 遺跡包含地 縄文晩期、アイヌ文化 タンネトウＬ式土器
３６ 都のチャシ跡 チャシ跡 アイヌ文化 円形壕 １９６６年調査（『千歳遺跡』Ｐ１２４～１２８）（旧称：都１）

３７ 末広 集落跡 縄文中・後期、続縄文、擦文、アイヌ文化
１９６８年石川徹 １９７９年～１９８１・１９８４・１９９２千歳市教委調査 縄文中期・後期・擦文期竪穴式住居跡、アイヌ文化
期住居跡、縄文後期焼土遺構、周提墓、アイヌ文化期土坑墓、擦文鍛冶遺構
№４２：根志越２遺跡と統合 （旧称：根志越Ｃ）

３８ トメト川１ 集落跡 擦文 竪穴２軒確認
３９ トメト川２ 集落跡 続縄文、擦文 段丘線に沿って竪穴１３軒が並ぶ （旧称：根志越Ｆ）
４０ トメト川３ 集落跡 擦文、アイヌ文化 ２００２年千歳市教委調査 （旧称：根志越Ｅ）
４１ 根志越１ 集落跡 擦文 かつて１９軒の竪穴が見られたが、現在は草地化されて消滅
４３ 祝梅上層 遺跡包含地 旧石器 １９７２・１９７３年吉崎昌一調査 細石刃核を含むブロック
４４ 祝梅下層 遺跡包含地 旧石器 「三角山地点」１９７３年吉崎昌一調査 ナイフ形石器他
４５ 祝梅三角山Ｄ 集落跡 縄文中・晩期、続縄文、擦文、アイヌ文化 １９７７年千歳市教委調査 擦文期竪穴式住居跡５軒
４６ 祝梅川 集落跡 縄文晩期、続縄文、擦文、アイヌ文化 アイヌ文化期カワシンジュガイ出土
４７ 祝梅川矢島 遺跡包含地 縄文前～晩期、続縄文、擦文 タンネトウＬ式主体
４８ 祝梅川小野 遺跡包含地 縄文前・晩期 一部 En−aローム層まで削平されている ２００７年道埋文センター調査
４９ 祝梅川山田 遺跡包含地 縄文中～晩期、続縄文、擦文 内耳鉄鍋 １９９０年千歳市教委調査 竪穴式住居跡２軒
５０ 祝梅川上田 遺跡包含地 擦文、アイヌ文化 ２００６・２００８年道埋文調査 アイヌ文化期住居跡・細石刃ブロック
５２ メボシ川１ 遺跡包含地 縄文中～晩期、擦文 消滅 （旧称：祝梅Ｓ）
５３ メボシ川２ 集落跡 旧石器・縄文早～晩期 １９８１年千歳市教委調査 細石刃核を含むブロックほか
５４ メボシ川３ 集落跡 擦文
５５ 祝梅竪穴 集落跡 擦文、アイヌ文化 １９７３年石川徹調査 竪穴式住居跡４軒 鉄製品・古銭「正隆元賓」出土
５６ 梅川１ 遺跡包含地 擦文
５７ 梅川２ 遺跡包含地 縄文中～晩期、擦文、アイヌ文化 ２００６年道埋文調査 アイヌ文化期住居跡・道跡 （旧称：祝梅Ｈ）
５８ 梅川３ 集落跡 縄文後・晩期、擦文、アイヌ文化 １９８５年千歳市教委調査 竪穴式住居跡１６軒・墓１０基（アイヌ文化期３基含む）

５９ 梅川４ 土坑墓群 縄文早～晩期、続縄文、擦文、アイヌ文化 １９９９～２０００年千歳市教委調査 アイヌ文化期土坑墓・住居跡
２００６・２００７年道埋文調査 縄文時代晩期土坑群 （旧称：祝梅Ａ）

６０ メムセ 集落跡 擦文 竪穴式住居跡が１軒みられたという
６１ アンカリトー１ 遺跡包含地 縄文晩期 En−a層の上面付近まで削平されている
６２ アンカリトー２ 集落跡 縄文前・後・晩期、続縄文、擦文 竪穴式住居跡が１軒みられた
６３ アンカリトー３ 墓 縄文晩期、続縄文、擦文 鉄製品出土
６４ アンカリトー４ 遺跡包含地 縄文後期
６５ アンカリトー５ 集落跡 縄文中・晩期、続縄文、擦文 航空写真判読で９個の竪穴状のマークが観察される
６６ アンカリトー６ 集落跡 縄文中、続縄文、擦文 無名沢挟んで北に２軒、南に４軒の竪穴がみられる
６７ アンカリトー７ 集落跡 旧石器、縄文、アイヌ文化 ２００８年道埋文調査 細石刃核を含むブロック・アイヌ文化期住居跡１１軒・土坑墓１基ほか
６８ 丸子山 集落跡 旧石器、縄文、擦文 １９９０～１９９３年千歳市教委調査 細石刃核を含む旧石器ブロック・環壕集落・周提墓・擦文竪穴式住居跡 古砂丘 消滅
６９ Ｋ基地１ 集落跡 擦文 南長沼用水南側に竪穴があったという
７０ Ｋ基地２ 遺跡包含地 縄文後・晩期、擦文 動物形土製品が出土したという
７１ ピクニックエリア 集落跡 擦文 オルイカ川湧水地周辺 数軒の竪穴がみられたという
７６ キウス１号環状土籬 周提墓 縄文後期 １９６４年大場利夫・石川徹調査 土坑墓５基・立石 １９７９年国指定史跡
７７ キウス２号環状土籬 周提墓 縄文後期 １９６５年大場利夫・石川徹調査 配石のある土坑墓・土偶 １９７９年国指定史跡
７８ キウス３号環状土籬 周提墓 縄文後期 １９７９年国指定史跡
７９ キウス４号環状土籬 周提墓 縄文後期 １９６５年大場利夫、外周部調査 西側に開口部をもつ １９７９年国指定史跡
８０ キウス５号環状土籬 周提墓 縄文後期 西側に開口部をもつ １９７９年国指定史跡
８１ キウス６号環状土籬 周提墓 縄文後期 １９７９年国指定史跡
８２ キウス７号環状土籬 周提墓 縄文後期 １９５０年頃 河野広道・近藤義男踏査
８３ キウス８号環状土籬 周提墓 縄文後期 全壊？１９８７年道教委試掘確認により１９８８年登載抹消
８４ キウス９号環状土籬 周提墓 縄文後期 全壊？１９８７年道教委試掘確認により１９８８年登載抹消
８５ キウス１０号環状土籬 周提墓 縄文後期 全壊？１９８７年道教委試掘確認により１９８８年登載抹消
８６ キウス１１号環状土籬 周提墓 縄文後期 北側が削平されている １９７９年国指定史跡
８７ キウス１２号環状土籬 周提墓 縄文後期 ２号・５号周提墓に覆われている部分が大きい １９７９年国指定遺跡
８８ オルイカ１ 集落跡 縄文中・後・晩期、アイヌ文化 ２００２・２００３年道埋文調査（旧称：キウス１３号環状土籬）
８９ キウス１ 集落跡 縄文後・晩期、続縄文 マウンド状の遺構が２ヵ所あったという １９６４年大場利夫・石川徹発掘調査 住居跡１軒
９０ キウス２ 周提墓 縄文後期 航空写真によるソイルマーク
９１ キウス３ 遺跡包含地 縄文後期

９２ キウス４ 周提墓・集落跡 縄文早・前・後期、擦文 １９９３・１９９５～１９９８年道埋文調査 １９９５千歳市教委調査
縄文早～前・中・後期住居跡・周提墓・盛土遺構・水場遺構 木製品

９３ キウス５ 集落跡・墓
低湿地性遺跡

縄文早～晩期、続縄文、
擦文、アイヌ文化

１９９４～１９９８年道埋文 １９９７千歳市教委調査（調査原因：横断道）
各期住居跡・土坑・Ｔピット・柵列・アイヌ文化期の畑跡・木製品
２００３・２００４・２００６・２００７・２００８・２００９年道埋文調査
忍路子型細石刃核のブロック・縄文時代中期集落・土坑群・焼土列・小柱穴列・擦文集落・近世畑跡

９４ キウス川 遺跡包含地 縄文後期
９５ 中央目黒 遺跡包含地 縄文後・晩期 モウシ川右岸段丘
１０２ ケネフチのチャシ チャシ跡 アイヌ文化 １９３５年原田二郎・近藤義男踏査 泉郷神社境内 面崖式
１０３ トプシナイ１ 遺跡包含地 アイヌ文化 舟釘状鉄製品
１０４ トプシナイ２ 遺跡包含地 縄文中・後期
１０６ イカベツ１ 遺跡包含地 続縄文 後北Ｃ式
１０７ イカベツ２ 遺跡包含地 縄文前・後・晩期、擦文 綱文式・堂林式・タンネトウＬ式
１０８ ケネフチ１ 遺跡包含地 縄文早期 中茶路式
１０９ ケネフチ２ 遺跡包含地 縄文後期
１１０ ケネフチ３ 遺跡包含地 縄文早・晩期、擦文
１１１ ケネフチ４ 遺跡包含地 縄文中期
１９８ ママチ川丸木舟 遺跡包含地 アイヌ文化 丸木舟 （長さ約７．３ｍ、幅約０．５ｍ）
２４１ 根志越３ 遺跡包含地 アイヌ文化 丸木舟 （長さ約７ｍ、幅約０．６ｍ）
２４２ キウス６ 遺跡包含地 縄文晩期
２４６ アンカリトー８ 遺跡包含地 縄文晩期 タンネトウＬ式
２６１ ケネフチ６ 集落跡 縄文早期、擦文 コッタロ式・中茶路式・東釧路式 竪穴式住居跡１軒

２６５ キウス７ 集落跡・墓ほか 旧石器、縄文早・中・後・晩期、
続縄文、擦文、アイヌ文化

１９９３～１９９８年道埋文調査
細石刃核を含むブロック、縄文早、中、後期住居跡・縄文早、後期～続縄文土坑・Ｔピット・アイヌ文化期道跡ほか

２６９ オサツトー１ 遺跡包含地・墓 縄文早・中・後・晩期、アイヌ文化 １９９３年道埋文調査 アイヌ文化期土坑墓２基
２７４ 柏台１ 遺跡包含地 旧石器 １９９７・１９９８年道埋文調査 細石刃核を含む石器群・炉跡・礫群・コハク玉・赤色顔料関連遺物
２７５ キウス８ 遺跡包含地 縄文中・晩期 一部開削
２７７ チプニー１ 遺跡包含地 縄文後・晩期、擦文、アイヌ文化 ２００１年道埋文調査 土坑・Ｔピット・アイヌ文化期焼土・集石

２７８ チプニー２ 遺跡包含地 旧石器、縄文早・中～晩期、
擦文、アイヌ文化 ２００１・２００３～２００５道埋文調査 竪穴式住居跡・土坑墓・アイヌ文化期住居跡・青磁碗・鉄鍋・

２７９ キウス９ 遺跡包含地 縄文早・前・後・晩期、擦文、アイヌ文化 ２００５・２００６年道埋文調査 擦文竪穴式住居跡・石刃鏃
２８３ アンカリトー９ 遺跡包含地 旧石器、縄文中・後・晩 ２００８年道埋文調査 古砂丘 旧日本軍千歳海軍航空隊の掩体壕

表３ 周辺の遺跡一覧表

Ⅱ章 遺跡の立地と周辺の遺跡

１５



方の第十四号排水川に向かって流れており、かつての自然流路の位置とはかけ離れた流路となってい

る。

（三浦正人）

２ 周辺の遺跡

平成２１年度現在、千歳市内には２８５ヶ所の遺跡が登載されている。この市域は、新千歳空港建設工事、

北海道横断自動車道建設工事、国道３３７号建設工事等の開発が多く、これらの工事用地内に存在する遺

跡について、緊急発掘調査が数多く行われている。

本遺跡の周辺に位置する遺跡について、位置図（図５）及び一覧表（表３）をもとに、緊急発掘調

査が行なわれた周辺の遺跡を中心に、時代ごとにその概要を記述する。なお、位置図・表・本文中の

丸括弧内の数字は、北海道教育委員会登載番号（Ａ－０３－番号）である。

旧石器時代

古砂丘に立地する丸子山遺跡（６８）では恵庭 a降下軽石層の上下から遺物が出土している。下層は

約２万年前と推定され、黒曜石製のスクレイパーの他は定型的なものに乏しい。上層は忍路子型細石

刃核を伴う石器群である。祝梅川上田遺跡（５０）ではブロックが５ヶ所検出され、湧別技法・峠下技

法・忍路子型の細石刃剥離技法の細石刃石器群や細石刃核（平成２０年度調査分は未報告）。キウス９遺

跡（２７９）では少量ながら広郷型細石刃核を伴うブロックが確認されている。またキウス５遺跡（９３）

の平成１８・１９・２１年度調査区（未報告）および北海道横断自動車道用地内のＣ地区・キウス７遺跡（２６５）・

アンカリトー７遺跡（６７）でも細石刃石器群が出土している。

縄文時代

早期：北海道横断自動車道用地内のキウス５遺跡からは、暁式土器や東釧路Ⅲ式・コッタロ式期の

竪穴式住居跡が検出され、貝殻条痕文土器やこの時期の遺物が多数出土している。キウス７遺跡から

もコッタロ式期の竪穴式住居跡と土坑墓がみつかっている。キウス４遺跡（９２）では東釧路Ⅲ～Ⅳ式

期の竪穴式住居跡が検出されている。また、キウス４遺跡・キウス５遺跡の平成１８年度調査区・キウ

ス９遺跡からは、石刃鏃が出土しており、キウス９遺跡では９２点と比較的まとまった点数が包含層か

ら出土している。

前期：綱文式期の竪穴式住居跡が、キウス４遺跡の低位段丘面とキウス５遺跡で検出されている。

また、キウス４遺跡では花積下層式・静内中野式期の土器が出土している。

中期：オルイカ２遺跡（２８０）Ａ・Ｂ・Ｃ地区では、天神山式期の竪穴式住居跡がみつかっている。

キウス５遺跡（平成１８・１９・２１年度調査区 未報告）では萩ヶ岡式・柏木川式期の竪穴式住居跡・土

坑・焼土列・小杭穴列が多数みつかっている。

後期：余市式・タプコプ式期の竪穴式住居跡や土坑が、キウス４遺跡・キウス５遺跡Ａ地区・キウ

ス７遺跡・オルイカ１遺跡（８８）等で確認されている。手稲式・ホッケマ式期は、キウス５遺跡Ａ地

区・キウス７遺跡で竪穴式住居跡や埋甕等が検出されている。堂林式期は、キウス４遺跡で周堤墓が

多数確認されており、近くには国指定史跡のキウス周堤墓群がある。キウス４遺跡では同時期の住居

跡・掘立柱建物跡・盛土遺構・道跡・水場遺構等が確認され、大量の遺物が出土している。

晩期：キウス５遺跡Ａ地区・キウス７遺跡・梅川４遺跡（５９）でタンネトウＬ式期の土坑墓が多数

確認されている。

２ 周辺の遺跡
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続縄文時代

キウス５遺跡とキウス７遺跡で、大狩部式期の竪穴式住居跡や後北Ｃ２―Ｄ式期の土坑が検出されてい

る。

擦文文化期

末広遺跡（３７）では１００軒以上の竪穴式住居跡・鍛冶遺構・土坑が検出されている。丸子山遺跡にお

いて８世紀頃と推測される集落跡が確認されている。キウス９遺跡では、８世紀後半の集落跡と鍛冶

遺構が確認されている。キウス５遺跡（平成１８・１９・２０・２１年度調査区 未報告）では、対岸のキウ

ス９遺跡とほぼ同時期の竪穴式住居跡が数軒検出されており、Ａ地区では鍬先を伴う可能性のある土

坑墓が検出された。このほか、祝梅の遺跡群（４６～５５）、梅川の遺跡群（５６～５９）、トメト川の遺跡群

（３８～４０）、アンカリトーの遺跡群（６２～６７）等、この時期の遺跡は多い。

アイヌ文化期

オルイカ２遺跡Ａ・Ｂ・Ｃ地区・キウス９遺跡・アンカリトー７遺跡・チプニー２遺跡（２７８）・祝

梅川上田遺跡・梅川２遺跡（５７）・梅川４遺跡等で平地式住居跡や建物跡等が検出されている。祝梅川

上田遺跡では中世末～近世初頭頃の５０軒を超える平地式建物跡が調査されている（平成２０年度調査分は

未報告）。キウス５遺跡では太刀が副葬された土坑墓がみつかっている。キウス７遺跡では道跡や柱跡

群が検出され、ガラス玉等も出土している。また、キウス５遺跡低位部では、畑跡が確認されている。

近現代

アンカリトー９遺跡（２８３）では、旧日本軍千歳海軍航空隊の施設（昭和１４年～２０年）と考えられる

掩体壕が調査され、キウス４遺跡・キウス５遺跡等では炭窯跡がみつかっている。

（末光正卓）

Ⅱ章 遺跡の立地と周辺の遺跡
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Ⅲ章 調査の方法

１ 調査の方法

（１）グリッドの設定（図６）

平成１４・１６年度調査区（Ａ・Ｂ・Ｃ地区）は、平成１４年度に調査されたオルイカ１遺跡（北埋調報

１８８）に設定したグリッドを延長させて設けたものであるため、平成１９・２０年度の調査では、建設予定

道路のセンターライン上の点「ＳＰ８７００」と「ＳＰ８８００」を基準にグリッドを設定し直した。

両者を直線で結んだ「基軸線」を設けＭラインとし、「ＳＰ８７００」でＭラインと直交する線を２０ライ

ンとした。Ｍラインと東西方向に平行する線を４ｍごとに設定し、Ｄ～Ｖのラインを設けた、同様に

２０ラインと南北方向に平行して４ｍごとに区切り、アラビア数字で表記した。南西側から北東側へと

数値が大きくなる。

以上の手順で、調査区全体に４ｍ四方の「グリット」を割り付けた。各グリッドはアルファベット

のラインと数字のラインの交点を四つ有し、各交点の表記は、そのアルファベットと数字をハイフン

でつないだ記号とした。この交点のうち「西側の交点」の表記をそのグリッドの名称と定めた。

従って、平成１４・１６年度調査区のグリッドとは一致しない。その他、測量基準杭のデータを表４に

まとめた。なお、基軸線は真北より２８°５５′１８″東偏する。

（２）発掘調査の方法

本遺跡は、図７（①～⑧）に示すように区分けされる。以下その内容を記述する。

①は平成１４年度調査区（北埋調報１８９）、②・③は平成１７年度調査区（北埋調報２２１）で、④は道教委

図６ グリッド設定図
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による範囲確認調査や⑤の調査の結果、発掘調査不要となった部分である。

本報告書で記載するのは⑤～⑧である。平成１９年度調査区は⑤・⑥・⑦で、⑤はⅢ層のみ調査、⑥

はⅢ～Ⅵ層の調査、⑦はⅤ・Ⅵ層のみ調査部分である。平成２０年度調査区は⑧でⅤ・Ⅵ層のみ調査部

分である。

建設機械による表土除去作業は、平成１９年度は⑤・⑥はⅠ層・Ⅱ層、⑦についてはⅢ・Ⅳ層まで除

去し、前者はⅢ層上面、後者はⅤ層上面を露出させた。平成２０年度は⑦同様にⅤ層上面までを除去し

た。

その後、グリッド杭を設置し人力による調査を開始した。露出面を清掃し、遺跡全体の内容を調査

の早い段階で把握することを目的とする「２５％調査」を行い、遺構の有無・遺物の出土点数を確認し

ながら調査を展開した。

包含層調査は、移植ゴテ等を用い数㎝ずつ掘り下げ遺構や遺物の存在を確認しながら行った。地形

測量図は進行状況に合わせて作成した。Ⅲ層上面地形測量図は、南西側から３０ラインまでの部分を作

成し（図９）、Ⅴ・Ⅶ層上面地形測量図は調査区全体について作成した（図８・１０）。

遺構は確認された順に番号を付し調査した。なお、この番号は先に報告した二冊の報告書（北埋調

報１８９・２２１）の遺構番号とは連番とせず、別に付した。旧石器ブロックが存在するグリッド付近はⅦ

２層まで掘り下げ、旧石器の有無について確認調査を行った。

（３）一次整理の方法

一次整理は、平成１９年度は現地で実施し、平成２０年度は現地では水洗までを完了させ現場作業終了

後の１１月から整理作業所で行った。

遺物の一次整理は次のように行った。

杭名等 グリッド杭等

世界測地系

平面直角座標（ⅩⅡ座標系） 地理座標

Ｘ （ｍ） Ｙ （ｍ） 北緯 東経

ＳＰ８７００ Ｍ－２０杭 －１２６１８６．３２６ －４３９４３．４２２ ４２°５１′４６″ １４１°４２′４３″

ＳＰ８８００ Ｍ－４５杭 －１２６０９８．９７０ －４３８９４．７７２ ４２°５１′４９″ １４１°４２′４６″

杭名等 グリッド杭等

日本測地系

平面直角座標（ⅩⅡ座標系） 地理座標

Ｘ （ｍ） Ｙ （ｍ） 北緯 東経

ＳＰ８７００ Ｍ－２０杭 －１２６４４９．８１３ －４３６４６．７５２ ４２°５１′３７″ １４１°４２′５７″

ＳＰ８８００ Ｍ－４５杭 －１２６３６２．４５６ －４３５８８．１０２ ４２°５１′４０″ １４１°４２′５９″

杭名等 種類 標高（ｍ） 備考

一等水準点７３２１ 一等水準点 １４．７０１０ （与点） 千歳市中央１０６４番地６

Ｈ５－３０４ 三級基準点 １７．１３０ 既設

Ｈ１９ＮＯ．１ 三級基準点 １６．１２７ Ｈ１９年度新設

Ｈ１９ＮＯ．２ 三級基準点 １８．００９ Ｈ１９年度新設

Ｈ２０Ｔ１ 三級基準点 １６．３７８ Ｈ２０年度新設

Ｈ２０Ｔ２ 三級基準点 １７．８６６ Ｈ２０年度新設

Ｈ２０Ｔ３ 三級基準点 １６．４６５ Ｈ２０年度新設

表４ 測量基準杭一覧表

１ 調査の方法
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図９ Ⅲ層上面地形測量図及び擬似焼土ＵＦ－１・道跡・土層断面図作図位置図

図１０ Ⅴ層上面地形測量図及び擬似焼土・ＴＰ－２位置図
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遺物の取り上げは「遺跡名・出土地点（遺構名・グリッド）・層位・遺物種別・遺物番号（出土位置

記録のもの）・取り上げ日」の情報をビニール袋に記し、これに出土遺物を収納し取り上げた。袋ごと

に「水洗台帳」に登録し一次整理作業の流れを管理した。遺物は「水洗」・「乾燥」・「分類」といった

作業を日付順に進めた。分類は本章４節の「遺物分類基準」・表７４の「岩石分類体系表」に基づいて行っ

た。次に、出土地点・層位・遺物名等の遺物個別の情報を記録した「遺物カード」を作成し、遺物と

ともにチャック付ビニール袋に収納した。これら個々の遺物は、出土地点あるいは遺物種別ごとにコ

ンテナに仮収納した。また、遺物カードの記載事項をまとめた一覧表を作成した。この表は手書きで

作成していったものを、パソコンを用い Excel文書にした（「遺物登録台帳」）。

土器は接合作業のため、遺物カードの情報の一部を直接遺物に注記した。注記の内容は「オ２（オ

ルイカ２遺跡の略号）・出土地点・層位・遺物番号」である。原則的にはすべてを注記の対象としたが、

小破片等の記入スペースが無いものは行っていない。なお、遺物番号は、平成１９年度はすべての遺物

に付し、平成２０年度は出土地点を計測した遺物についてのみ付した。

２ 基本層序

土層の観察は『土壌調査ハンドブック』（ペドロジスト懇談会 １９８４）・『新版標準土色帖』（小山・

竹原 １９６７）を参考に必要な観察項目を設け行った。

基本層序は「基本層序柱状図」（図１１）及び「基本層序一覧表」（表５）にまとめた。

「Ⅰ層：現地表土等」

地表土や攪乱、現代の道跡の覆土である。Ｔａ－ａを含む部分は攪乱されている。

「Ⅱ層：樽前ａ降下軽石層（Ｔａ－ａ）」

１７３９年に噴火した樽前山の火山噴出物から構成される層で、粒径の違いからフォールユニットとして

大きく三つに分けられる（Ａ～Ｃ群）。Ａ群は層も厚く粗粒、Ｂ・Ｃ群は細粒で火山灰・砂が主である。

「Ⅲ層：黒色土層（第Ⅰ黒色土層）」

擦文時代及び縄文時代晩期の遺物が出土している。下位部分はＴａ－ｃ軽石・スコリアの混入がみ

られる部分がある。

「Ⅳ層：樽前ｃ降下軽石・スコリア層（Ｔａ－ｃ）」

縄文時代晩期後半頃（２，５５０±５０y B. P. 北埋調報１３４）に降下した樽前山の火山噴出物（軽石・スコ

リア）から構成される層である。Ⅱ層とは対照的で、粒径のまとまりはなく粗粒でランダムにみられ

る。にぶい黄褐色を呈する層をⅣ１層、下位のⅤ層と混じるものをⅣ２層とし色調の違いで分層した。

「Ⅴ層：黒色土層（第Ⅱ黒色土層）」

縄文時代晩期以前の遺物を包含する層である。上位のＴａ－ｃ軽石が混入する部分をⅤ１層とし、

これの混ざらない下位部分をⅤ２層とした。Ⅴ層と表記しているものは通常Ⅴ２層を示す。

「Ⅵ層：漸移層」

上位の黒色土層と下位のⅦ層の間に位置し色調等の漸変的な変化がみられる。

「Ⅶ層：黄褐色風化ローム層」

いわゆる「恵庭のローム層」と呼ばれているもので、上位部分をⅦ１層とし、下位部分はＥｎ－ａ

軽石の含有量が多く、硬く締まるのでⅦ２層と分層した。前者がいわゆる「ソフトローム」、後者が

「ハードローム」である。Ⅶ層と表記したものは通常Ⅶ１層を示す。

「Ⅷ層：恵庭ａ降下軽石で構成される層（Ｅｎ－ａ）」

約１２，０００～１７，０００年前に降下した恵庭岳の火山噴出物（軽石）から構成される層である。

２ 基本層序
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図１１ 基本層序柱状図
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層名 名称 層厚
（㎝） 層界

砂・シルト・粘土 礫（長径２㎜以上）

備 考
野外土性 色調

マンセル表色系 粘着性 堅密度 種類 混入割合
面積割合

粒径
（㎜） 形状 風化の

程度

Ⅰ層 現地表土 平均：５ 画然 砂壌土 黒色
（１０YR２／２）他 中 堅 Ta−a軽石 ５０％以上 平均：２

最大：４ 亜角礫 未風化 道跡の主体的覆土上位に砂利の混じる部分あり

Ⅱ層

A群

樽前 a降下
軽石層

平均：１５ 画然

砂

土

（火山礫主体）
火山砂 （灰白色）＝

軽石片

（黒色）＝
有色鉱物

＊ ＊ Ta−a軽石

（主体） 平均：３０ 角～亜角礫 未風化 粗粒

「Ta−a」B群 平均：８ 画然 火山砂～
火山灰主体 （少量） 最大：１０ 角～亜角礫 未風化 細粒

C群 平均：８ 画然 火山砂主体 無 中粒

Ⅲ層 黒色土層 平均：１０明瞭～画然 壌土 黒褐色
（１０YR２／２）他 強 堅 Ta−c軽石・

スコリア ２０％ 平均：２
最大：４ 亜角礫 未風化 第Ⅰ黒色土層

Ⅳ層

Ⅳ１層 樽前 c降下
軽石・
スコリア層

平均：８ 明瞭

砂土～砂壌土

にぶい黄褐色
（１０YR４／３）

弱 堅 Ta−c軽石・
スコリア ９０％以上 平均：３

平均：５
亜角～
亜円礫 半風化 「Ta−c」

Ⅳ２層 平均：８ 判然 黒褐色
（１０YR３／２）他

Ⅴ層

Ⅴ１層

黒色土層

平均：１０明瞭～判然 壌土～砂壌土
黒色

（１０YR２／１）他 強 堅

Ta−c軽石・
スコリア １５％ 平均：２

最大：３
亜角～
亜円礫 半風化

第Ⅱ黒色土層

Ⅴ２層 平均：１０ 漸変 壌土 無

Ⅵ層 漸移層 平均：１６ 漸変 壌土～埴壌土 褐色他
（１０YR４／４）他 強 軟～堅 En−a軽石 ４％ 平均：５

最大：８ 亜円礫 風化

Ⅶ層

Ⅶ１層
黄褐色
ローム層

平均：８ 判然～漸変 壌土～埴壌土
明黄褐色

（１０YR５／６）他

強 堅 En−a軽石 ５～３０％ 平均：７ 亜角～
亜円礫 風化

「恵庭のローム層」

Ⅶ２層 ＊ 画然 壌土 中 すこぶる
堅 En−a軽石 ４０％ 平均：８

最大：１２ 亜円礫 風化

Ⅷ層 恵庭 a降下
軽石層 ＊ ＊ 砂土 黄橙色

（７．５YR７／８） なし すこぶる
しょう En−a軽石 ９０％以上 最大：１００

平均：２０
亜角～
角礫 風化 「En−a」

調査区東壁４４～４５付近

層名 名称 層界

砂・シルト・粘土 礫（長径２㎜以上）

備 考
野外土性 色調

マンセル表色系 粘着性 堅密度 種類 混入割合
面積割合

粒径
（㎜） 形状 風化の

程度

１ 道跡覆土 画然 砂～砂壌土 黒褐色
（１０YR２／２） なし すこぶる堅 Ta−a軽石 ９０％以上 平均：１０

最大：３０ 角～亜角礫 未風化 Ⅰ層現地表土とⅡ層の混じる層

２ WB１層 画然 Ⅱ層（Ⅱ A層・Ⅱ C層）主体の二次堆積層で、Ⅰ層が混じる層 Ⅱ層 中～細粒

３ ⅡA＋c層 画然 火山礫主体
火山砂 ＊ ＊ ＊ Ta−a軽石 （主体） 平均：３０ 角～亜角礫 未風化 ⅡA層に炭化物が５０％程度混じる層

４ WB２層 画然 Ⅱ層（ⅡA層・ⅡC層）主体の二次堆積層で、Ⅰ層の混じりがWB１層よりも少ない層 Ⅱ層 中～細粒

Ⅲ s Ⅲ層の二次堆積層

Ⅴ s Ⅴ層の二次堆積層

Ⅲ b Ⅲ層主体
土層 明瞭 壌土～埴壌土 黒色

（１０YR１．７／１）強～中
堅～

すこぶる堅 Ta−a軽石 ２０％ 平均：１０
最大：２０ 角～亜角礫 未風化 ４４～４３付近

調査区西壁３９～４０付近

層名 名称 層界

砂・シルト・粘土 礫（長径２㎜以上）

備 考
野外土性 色調

マンセル表色系 粘着性 堅密度 種類 混入割合
面積割合

粒径
（㎜） 形状 風化の

程度

１ 道跡覆土 画然 砂～砂壌土 黒褐色
（１０YR２／２） なし すこぶる堅 Ta−a軽石 ９０％以上 平均：１０

最大：３０ 角～亜角礫 未風化 Ⅰ層現地表土とⅡ層の混じる層

２ BB層 画然 Ⅰ層中に、Ⅲ・Ⅴ・Ⅵ層のブロックを含む層

表５ 基本層序一覧表

表６ 現代の道跡土層一覧表

２ 基本層序
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＊土層断面図の説明

土層断面図は調査区の南東側壁（「東壁」と呼称）と、２６区内の２７ライン付近の北西～南東方向に設定

したベルトの南面を実測した。風倒木痕が多く認められたが省略して記載した。

・調査区東側壁（図１２・１３ 表６ 図版１）

１５～１８ライン付近はⅡ層まで攪乱が及んでいる。また、４３～４５ライン付近には「現代の道跡」があ

り図示した。覆土は現地表土とⅡ層が主体であり、Ⅰ～Ⅲ層まで切られている。

・２６区内２７ライン付近ベルト（図１４）

概ね整然とした層序が認められる。

３ 整理の方法

（１）土器

一次整理が完了した後は、当センターの整理作業所で報告書作成のための本格的な整理作業（二次

整理）を行った。

土器の接合作業は、遺構出土のものから着手した。同時期（同群）の破片に未分類のものを加え、

「磨耗」・「小破片」を除いて行った。遺構内での接合、遺構が位置するグリッド、及びそこに位置す

る別の遺構の土器との接合を行い、順次、周辺のグリッドへと接合できる破片を探すように進めた。

包含層出土のものについても同様に行い、グリッドを越えて作業することも行った。また「小破片」

は、ある程度の大きさになった個体と、同一と予想されるもののみを試みた。

最終的に接合した破片の集まり具合を把握し、復原可能なものとそれ以外のものに分類した。前者

は復原作業を行い、立面及び必要な部位の実測図を作成しすべて掲載した。後者は特徴が認識しやす

い口縁部や底部の破片、大きな破片となったもの、グリッドや層位を超えた接合関係の情報を示せる

もの等を主に抽出し、拓影図と垂直方向の断面図を組み合わせて掲載した。なお掲載土器はすべて観

察表を作成した。

また、以上の作業に並行して集計作業等も行い、その結果を出土点数表や出土分布図としてⅤ章に

掲載した。

（２）石器類

石器類は接合作業を行っていない。報告書に掲載する石器は、各群から残存状態が「完形」・「準完

形」のものを中心に器種や形態の多様性を示せることを考慮し選出し、実測図・観察表を作成し掲載

した。

また、これらの作業と並行して集計作業等も行い、その結果を出土点数表や出土分布図としてⅤ章

に掲載した。

（３）遺物と記録類の保管

遺物は北海道教育委員会の管轄の元、北海道立埋蔵文化財センターにおいて保存される。

整理作業の完了した遺物は次のように収納した。

土器と石器類ごとに「掲載」・「未掲載」に分け、さらに、それぞれ「遺構出土」・「包含層出土」に

分けた。「掲載」のものは、報告書掲載の図・番号を明記し収納した。「未掲載」のものは、「遺構出土」

のものは遺構ごとに収納した。「包含層」出土遺物は、土器は出土グリッド・出土層位・時期分類・残

存状態による分類に従い、石器類は器種・残存状態よる分類別にまとめ、出土グリッド・出土層位ご

３ 整理の方法
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とに収納した。さらに、これら内容を表記した「遺物収納台帳」を作成した。

記録類については「現場関係図面類」・「遺物図面類」・「写真類」・「遺物の台帳類」がある。

現場関係図面類は、現場で作成した「原図」とこれを浄書した「素図」、遺物図面類は「復原土器立

面実測図」・「破片土器断面実測図」・「復原及び破片土器拓影図」・「石器類実測図」がある。それぞれ

種類ごとに通し番号を付し Excel文書で「図面台帳」を作成した。また、素図と遺物図面類は報告書掲

載の図・番号を記入した。

「写真類」は現場で撮影した「現場写真」、報告書に掲載のためスタジオで撮影した「遺物写真」が

ある。これらについても、通し番号を付し Excel文書形式の「写真フィルム台帳」を作成した。

原則として、これらすべての記録類は北海道立埋蔵文化財センターにて保管される。

また、「遺物関係の台帳」は、一次整理作業を管理する「水洗台帳」・手書きの「遺物登録台帳」・Excel

文書の「遺物登録台帳」があり、さらに二次整理作業を管理する「土器の接合台帳」・「土器の拓本台

帳」・「石器の一覧表」等がある。これらのうち Excel形式の「遺物登録台帳」を保管し、これ以外の記

録類は原則として破棄する。

４ 遺物の分類

（１）土器

土器は、次の三つの分類基準を用いて分類した。

＊「時期分類基準」

「Ⅰ群」：縄文時代早期

ａ類；貝殻文・条痕文・沈線文を有する土器群

ｂ類；東釧路式系土器群

「Ⅱ群」：縄文時代前期

ａ類；縄文尖底土器群

ｂ類；円筒土器下層式及びそれに伴う土器群

「Ⅲ群」：縄文時代中期

ａ類；円筒土器上層式・サイベ沢Ⅶ式・萩ヶ岡１・萩ヶ岡２式に相当する土器群

ｂ類；萩ヶ岡３式（天神山式）・柏木川式・北筒式に相当する土器群

「Ⅳ群」：縄文時代後期

ａ類；余市式（伊達山式・タプコプ式）・入江式に相当する土器群

ｂ類；ウサクマイＣ式・手稲式・ホッケマ式に相当する土器群

ｃ類；堂林式・三ツ谷式・御殿山式に相当する土器群

「Ⅴ群」：縄文時代晩期

ａ類；大洞Ｂ・ＢＣ式及びそれに伴う土器群

ｂ類；大洞Ｃ１・Ｃ２式及びそれに伴う土器群

ｃ類；大洞Ａ・Ａ′式及びそれに伴う土器群

「Ⅵ群」：続縄文時代に属するもの

「Ⅶ群」：擦文時代に属するもの

「未分類」：時期が判断できないもの

「再生土製品」：土器破片を二次的に加工し意図的な形態に成形したと判断されるもの

「土製品」

Ⅲ章 調査の方法

３１



＊「破片部位の分類基準」

土器破片の部位について次の分類基準を用いた。

「口縁部」 ： 口唇部が残存している破片

「底 部」 ： 底面が残存している破片

「胴 部」 ： 口縁部・底部破片以外のもの

「不明・その他」：明確に部位を特定できないもの、剥落した貼付部分等

＊「残存状態に関する分類基準」

土器破片の残存状態は、次の分類基準による。

「良好」：破片の表裏面及び割れ口ともに良好な状態のもの

「剥離」：破片の表裏面のいずれか、あるいは両面が約１／２以上剥離・剥落している状態のもの

「磨耗」：破片が磨耗（特に割れ口）している状態のもの

「小破片」：大きさが長径２㎝程度以下の小さな破片

補足：「磨耗」は割れ口が接合に耐えられない形状で、さらに文様等が消滅しかける等、資

料として報告書で提示しにくいものである。

「小破片」は小さいもので、接合復原に影響が無い上に、破片資料として報告書で提

示しにくいものである。

（２）石器類

石器は、次の二つの分類基準を用いて分類した。

＊「器種分類基準」

旧石器時代の石器群

０ 旧石器群（石材：黒曜石、頁岩等）

器種の表記は、英訳略号を用いた。

ＭＢ：細石刃（Micro Blade）

ＭＣ：細石刃核（Micro Core）

ＭＳＰ：削片（Micro Core Spall）

ＢＬ：石刃（Blade）

ＢＵ：彫器（Burin）

ＳＳ：削器（Side Scraper）

ＥＳ：掻器（End Scraper）

ＲＳ：円形掻器（Round Scraper）

ＲＦ：二次加工のある剥片（Retouched Flake）

ＦＫ：剥片（Flake）

ＰＢ：礫（Pebble）

縄文時代の石器群

Ⅰ 剥片石器群（石材：黒曜石、頁岩等）

「石鏃」

「石槍・ナイフ」

「石錐」

４ 遺物の分類
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「つまみ付きナイフ（石匙）」

「スクレイパー」

「Ｕ・Ｒフレイク」

補足：「Ｕ・Ｒフレイク」は定型的な形態を有さないが、人為的な加工・使用痕を有するもので

ある。Ｕは「utilized」・Ｒは「retouched」の略で、両者を一括した。

「石核」

「フレイク・チップ（剥片・砕片）」

「原石」

Ⅱ 磨製石器群（石材：泥岩、片岩、蛇紋岩等）

「磨製石斧」

「原石」

Ⅲ 礫石器群

「たたき石」

「すり石」

「石錘」

「砥石」

「台石・石皿」

Ⅳ 石製品

「玉」

Ⅴ 自然礫

「加工・使用痕のある礫」：被熱の痕跡があるものも含む

「自然礫」

＊「残存状態に関する分類基準」

石器類の残存状態は、次の基準を用いて分類した。

旧石器・剥片・磨製石器群

「完形」 ：残存表面積が９０％程度以上のもの

「準完形」：「完形」と「半形」の中間～やや完形に近いもの

「半形」 ：残存表面積が５０％程度のもの

「片」 ：残存表面積が５０％程度以下のもの

礫石器群・自然礫

「完形」 ：大きな割れ口がないもの、またあっても機能部が損なわれていないもの

「準完形」：割れ口を有し、完形の状態を想定でき、残存表面積が７５％程度のもの

「半形」 ：割れ口を有し、完形の状態を想定でき、残存表面積が５０％程度のもの

「片」 ：割れ口を有し、完形の状態を想定し難く、残存表面積が５０％程度以下のもの

補足：自然礫は割れ口のないものを「完形」、あるものを「片」とし二区分とした。

＊「石材」の略号について

石材の特定については、表７４の「岩石分類体系表」をもとに行い、遺物カードや遺物登録台帳には

次の略号で表記した。
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＊火成岩

・火山噴出物

軽石：Ｐｕｍ（Pumice）浮岩 スコリア：Ｓｃｏ（Scoria）岩滓

・溶岩

溶岩：Ｌａｖ（Lava）

・火山岩

黒曜石（岩）：Ｏｂｓ（Obsidian）

流紋岩：Ｒｈｙ（Rhyolite） 安山岩：Ａｎｄ（Andesite） 玄武岩：Ｂａｓ（Basalt）

・深成岩
はんれいがん

花崗岩：Ｇｒａ（Granite） 閃緑岩：Ｄｉｏ（Diorite） 斑糲岩：Ｇａｂ（Gabbro）

＊堆積岩

・火山砕屑岩

火山礫凝灰岩：Ｌｔｕ（Lapilli Tuff） 凝灰岩：Ｔｕｆ（Tuff）

・砕屑岩

礫岩：Ｃｏｎ（Conglomerate） 砂岩：Ｓａｎ（Sandstone）

泥岩：Ｍｕｄ（Mudstone） 緑色泥岩；Ｇｒ．Ｍｕｄ（Green Mudstone）

頁岩：Ｓｈａ（Shale） チャート：Ｃｈｅ（Chert） 粘板岩：Ｓｌａ（Slate）

＊変成岩

片岩：Ｓｃｈ（Schist） 片麻岩：Ｇｎｓ（Gneiss） ホルンフェルス：Ｈｏｒ（Hornfels）

＊超塩基性岩
かんらんがん

蛇紋岩：Ｓｅｒ（Serpentinite） 橄欖岩：Ｐｅｒ（Peridotite）

＊鉱物

滑石：Ｔａｌ（Talc）

（末光正卓）
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（図８・９・１０ 表１）

Ⅳ章 遺構と出土遺物

１ 概要

２ヶ年度の調査で確認した遺構は、土坑４基（ＬＰ－１～４）、Ｔピット１基（ＴＰ－１）、土器（破

片）集中２ヶ所（ＵＰＳ－１・ＬＰＳ－１）、フレイク・チップ集中１ヶ所（ＬＦＣ－１）、旧石器ブ

ロック３ヶ所（ＳＢ－１～３）である。これら以外に擬似焼土４６ヶ所と道跡２条も調査した。

土坑は、いずれも平面が楕円形を呈し浅いものである。ＴＰ－１は浅いので、「掘りかけのＴピット」

と推測される。なお『調査年報２０』（（財）北海道埋蔵文化財センター ２００８）で、「ＴＰ－２」と報告

したものは、平成２０年度の調査で風倒木痕内に堆積した長楕円形の黒色土であると判明した。

土器（破片）集中は、ＵＰＳ－１は風倒木痕内のⅢ層でⅤ群土器がまとまっていた。ＬＰＳ－１は

比較的大きなⅤ群の土器破片が単体で出土したものである。フレイク・チップ集中はⅤ１～Ⅴ２層で

まとまっていたもので、水洗選別手法も用いて遺物を回収した。旧石器ブロックは、いずれも１０～２０

点程度の遺物が散在的に出土した。

また『調査年報２０』（前掲）で報告された「焼土」ＵＦ－１・ＬＦ－１～４５は千歳市梅川４遺跡（北

埋調報２５３）で調査・報告された「擬似焼土」であると判断した。Ⅲ層上面の道跡は調査区南側部分で

確認され、現代の道跡は北側部分の現地表面（Ⅰ層）が筋状に緩やかに凹んでいる状況がみられた。

（末光正卓）

２ 土坑

ＬＰ－１（図１５ 表７ 図版２）

位 置：Ｓ－２０区 検出層位：Ⅴ２層上位 標 高：１５．６～１５．８ｍ

平面形：楕円形 規 模：０．９２×０．７８／０．５５×０．４２／０．２３ｍ

調 査：Ⅴ２層上位の調査中にⅣ層（Ｔａ－ｃ）の落ち込みを検出した。半截して底と壁を確認した。

土層は、下層がⅤ層土とⅥ層土が混じる暗褐色土、上層がⅤ層土主体の黒褐色土であり、この凹みに

Ｔａ－ｃが堆積していた。

坑底・壁：坑底の平面形は円形に近い。壁の立ち上がりは緩やかで南西部分は皿状に近い。

遺 物：出土していない。

時 期：検出層位及び周辺の遺物出土状況から縄文時代晩期後葉と考えられる。

ＬＰ－２（図１５ 表７ 図版２）

位 置：Ｓ－２２区 検出層位：Ⅴ２層上位 標 高：１５．９～１６．１ｍ

平面形：不整な楕円形 規 模：０．９６×０．８１／０．５７×０．４５／０．３５ｍ

調 査：Ⅴ２層上位の調査中に暗褐色土の広がる面で、黒褐色土の落ち込みを検出した。半截して底

と壁を確認した。土層は、下層がⅤ層土とⅥ層土が混じる暗褐色土、上層がⅤ層土主体の黒褐色土で

ある。

坑底・壁：坑底の平面形は不整形である。壁の立ち上がりは緩やかで皿状を呈する。

遺 物：出土していない。

時 期：検出層位及び周辺の遺物出土状況から縄文時代晩期後葉と考えられる。
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図１５ ＬＰ－１・２

２ 土坑
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ＬＰ－３（図１６ 表７ 図版２）

位 置：Ｊ－１９区 検出層位：Ⅴ２層中位 標 高：１４．６～１４．８ｍ

平面形：楕円形 規 模：０．９２×０．８８／０．６４×０．５５／０．１４ｍ

調 査：Ⅴ２層中位の調査中にＴａ－ｃ混じりの黒褐色土の落ち込みを検出した。半截して底と壁を

確認した。土層は、下層がⅤ層土主体の暗褐色土、上層がＴａ－ｃとⅤ層・Ⅵ層土が混じる黒褐色土

である。

坑底・壁：坑底の平面形は楕円形である。壁の立ち上がりは緩やかで、西南側はより緩やかに立ち上

がる。掘り込みはⅤ２層中～上位で土坑上部の凹みにはⅤ１層が堆積していた。

遺 物：出土していない。

時 期：検出層位及び周辺の遺物出土状況から縄文時代晩期後葉と考えられる。

ＬＰ－４（図１６ 表７ 図版３）

位 置：Ｍ－２４・２５区 検出層位：Ⅴ２層中位 標 高：１５．２～１６．０ｍ

平面形：卵形 規 模：（１．２３）×（１．０８）／（０．９６）×（０．８８）／０．３２ｍ

調 査：道教委による範囲確認調査の試掘坑内の土を除去したところ、北東端に黒色土の落ち込みを

検出した。試掘坑に沿って土層観察用のベルトを設け、「Ｔ」の字状にトレンチを入れⅦ層上面まで掘

り下げた。黒色土の輪郭を確認したが土層断面が不明瞭であったので、もう１本トレンチを入れこれ

により底と壁を確認した。土坑の南東側には木根痕があり、土坑の一部は木根痕にかかって構築され

ている。構築面はⅤ２層上～中位で、上部の凹みにはⅤ１層が堆積していた。

坑底・壁：坑底の平面形は卵形で底面には凹凸がある。北西～北～東側の壁の立ち上がりは明瞭で、

壁の立ち上がりは緩やかである。

遺 物：出土していない。

時 期：構築層位及び周辺の遺物出土状況から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （鎌田 望）

３ Ｔピット

ＴＰ－１（図１７ 表８ 図版３）

位 置：Ｐ－３２・３３区 検出層位：Ⅶ層上面 標 高：１６．０～１６．３ｍ

平面形：不整な長楕円形 規 模：３．０３×０．８９／２．８９×０．４６／０．２４ｍ

調 査：調査最終面であるⅦ層上面で溝状の暗褐色土の落ち込みを検出した。半截したところ底と壁

を確認した。覆土は四つに分層され最下層はⅧ層（Ｅｎ－ａ）主体の黄褐色土である。南東側の一部

にはⅦ層土主体の褐色土、その上位にⅦ層土とＥｎ－ａが混じるⅤ層土が堆積する。上部の凹みはⅤ

層主体の極暗褐色土である。

坑底・壁：坑底の平面形は一部が括れた不整な長楕円形を呈し、底面には凹凸がある。壁の立ち上が

りは明瞭である。土坑の形態から掘りかけのＴピットの可能性がある。

遺 物：出土していない。

時 期：掘りかけのＴピットであるとすれば、石狩低地帯から東側の山岳地帯にかけてのＴピットの

構築時期を考慮に入れると、縄文時代中期後半から後期初頭と推定する。

（鎌田）

ＴＰ－２（図１０ 表８）

Ｌ－３２区で、両年度調査区の境界に位置する。平成１９年度に掘りかけのＴピットの可能性があり調
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２ 土坑

図１６ ＬＰ－３・４
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図１７ ＴＰ－１・ＬＦＣ－１
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査されたが、平成２０年度の調査で風倒木痕と判明した。 （末光）

４ 土器（破片）集中

ＵＰＳ－１（図１８・２４ 表９・１４・１５ 図版３・５）

位 置：Ｒ－３５区 検出層位：ＦⅢ層（風倒木痕内Ⅲ層） 標 高：１６．６～１６．９ｍ

規 模：０．３８×０．３２ｍ

調 査：Ⅴ層の包含層調査中、風倒木痕が認められ周囲と高さを合わせるように掘り進めた。この風

倒木痕に堆積しているⅢ層中で、土器破片のまとまりが認められたので土器集中と認定した。出土状

況を記録後、遺物を取り上げた。まとまりには遺物番号を付し小破片は層上げした。本来はⅢ層の遺

物であるので、遺構略号にはＵを付した。

遺物・時期：同一個体のⅤ群ｃ類（縄文時代後期後葉）で、鉢形土器１個体を復原した（図２４－１）。

ＬＰＳ－１（図１８・２４ 表９・１４・１６ 図版５）

位 置：Ｒ－４１区 検出層位：ＦⅤ層（風倒木痕内Ⅴ層） 標 高：１６．８ｍ

規 模：０．１５×０．１３ｍ

調 査：Ⅴ層の包含層調査中、風倒木痕が認められ周囲と高さを合わせるように掘り進めた。この風

倒木痕内のⅤ層中で、比較的大きな土器破片が認められ土器集中と認定した。出土状況を記録し遺物

番号を付して取り上げた。西側部分は範囲確認調査の試掘坑があり、ここからも同一個体の破片が出

土している。

遺物・時期：同一個体のⅤ群ｃ類（縄文時代後期後葉）で浅鉢形土器１個体復原した（図２４－２）。

（末光）

５ フレイク・チップ集中

ＬＦＣ－１（図１７・２４ 表１０・１５・１６・２０ 図版３）

位 置：Ｌ－２６区 検出層位：Ⅴ１層 標 高：１５．７ｍ

平面形：楕円形 規 模：１．４７×１．３６ｍ

調 査：Ⅳ層（Ｔａ－ｃ）直下のⅤ１層の調査中に、フレイク等が多く出土する部分があった。その

範囲と標高を記録して遺物を取り上げながらⅤ１層を掘り下げた。Ⅴ２層の調査の際にその部分のⅤ

２層土を採取して水洗選別を行い、遺物を回収した。その下位のⅥ層からは遺物の出土はない。

遺 物：遺物は２，５４０点出土した。Ⅴ１層からはⅤ群ｃ類と考えられる土器３点（一次分類では未分類）

と石器類が１，４１４点（石鏃１点・スクレイパー４点を含む）出土した。水洗選別を行ったⅤ２層からは、

石器類１，１２３点（石鏃６点・スクレイパー８点を含む）が出土した。

時 期：検出層位と周辺の遺物出土状況から縄文時代晩期後葉であろう。 （鎌田）

６ 旧石器ブロック

ＳＢ－１（図１９・２５・２８ 表１１・１７・２１・２２・２３ 図版４・６）

位 置：Ｑ－４０・４１区 検出層位：Ⅴ～Ⅶ・ＦⅤ層 標 高：１６．５～１６．８ｍ

規 模：約４．８×約３．７ｍ

調 査：包含層調査中旧石器が出土した。遺物が集中して出土すると予想し、周囲の包含層をⅦ２層

上面まで掘り下げた。集中域はなく散在的な出土で、出土地点を計測し取り上げた。

４ 土器（破片）集中
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遺物・時期：旧石器が２１点出土した。細石刃（ＭＢ）、細石刃核削片（ＭＳＰ）、石刃（ＢＬ）、彫器

（ＢＵ）、掻器（ＥＳ）があり、伴うと考えられる磨製石斧やたたき石も出土した。

図１８ ＵＰＳ－１・ＬＰＳ－１
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（図９・１０ 表１２）

ＳＢ－２（図２０・２６・２８ 表１１・１７・２１ 図版４・６）

位 置：Ｋ－４２・４３、Ｌ－４１～４３区 検出層位：Ⅴ～Ⅶ・ＦⅤ～ＦⅦ層 標 高：１６．３～１６．６ｍ

規 模：約９．８×約４．３ｍ

調 査：包含層調査中旧石器が出土した。遺物が集中して出土すると予想し、周囲の包含層をⅦ２層

上面まで掘り下げた。集中域はなく散在的な出土で、出土地点を計測し取り上げた。

遺物・時期：旧石器が２３点出土した。細石刃（ＭＢ）、円形掻器（ＲＳ）、二次加工のある剥片（ＲＦ）

等がある。

ＳＢ－３（図２１・２７ 表１１・１７・２１ 図版４・６）

位 置：Ｎ－３９、Ｏ－３９・４０区 検出層位：Ⅴ～Ⅶ・ＦⅤ～ＦⅦ層 標 高：１６．５～１６．８ｍ

規 模：約５．６×約３．０ｍ

調 査：包含層調査中旧石器が出土した。遺物が集中して出土すると予想し、周囲の包含層をⅦ２層

上面まで掘り下げた。集中域はなく散在的な出土で、出土地点を計測し取り上げた。

遺物・時期：旧石器が１２点出土した。石刃（ＢＬ）、掻器（ＥＳ）等がある。

（末光）

７ 擬似焼土

焼土は概要でも述べたとおり、すべて千歳市梅川４遺跡（北埋調報２５３）で調査・報告された「擬似

焼土」であると判断した。これらは表１２にまとめて掲載する。

（末光）

８ 道跡

Ⅲ層上面の道跡（図９・２２ 表１３ 図版４）

Ⅱ層（Ｔａ－ａ）除去後、Ｐ～Ｓ－１６・１７、Ｔ－１７区のⅢ層上面でＴａ－ａが筋状に堆積する部分

がみられた。これを除去したところ、幅６０～８０�、深さ２～４�、底面が概ね平坦な凹みがみられた。
一般的に遺構とされる道跡は、曲線的な凹みで底面が深く断面は弧状を呈し、上記の特徴と一致し

ない。また、この凹みの西側部分はキャタピラ痕がみられＬ－１９区付近まで続いていた。さらに、Ｋ

～Ｍ－２１・２５区にはコンクリート塊を含む大規模な攪乱があり、筋状の痕跡はこの攪乱に関連する建

設機械等の車輪痕であると考えられる。

しかし、周辺の調査でアイヌ文化期の集落跡が確認されており、この時期の道跡である可能性も否

定し難いため記録した。 （鎌田）

現代の道跡（図９・１２・２３ 表１３ 図版４）

表土除去時に、調査区を東西方向に横切る幅４ｍ程度の凹みが筋状に認められた。東西調査区外は

森林でこの凹みが続いてみられ、西側は南長沼用水で行き止まりとなる。

幅や明瞭に凹む断面形態から、獣道等ではなく人為的に構築された道跡であると考えられる。Ⅰ層

とⅡ層を切って構築されていることから１７３９年より新しく、南長沼用水に切られていることから、用

水が造られた以前であると判断される。東南及び北西側の調査区壁で土層断面図（図１２・２３）を作成

し、Ⅲ層地形測量図（図９）に平面を復原し記録した。 （末光）
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図２２ Ⅲ層上面の道跡

８ 道跡
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９ 出土遺物

（１）土器

復原土器

ＵＰＳ－１（図２４－１ 表１４・１８ 図版５）

１は風倒木痕内のⅢ層中からまとまって出土し、１３５点（小破片６５点を含む）のうち、包含層出土分

も含む５９点が接合し復原した。口縁部は緩やかに外反し曲線的に底部へとつながる浅鉢である。外面

はＬＲ斜行縄文が施され底部付近では縦走気味になり、剥離面も認められる。口唇部断面は切り出し

形を呈し、内面にかけて縦位にＬＲ撚紐刻みが施文される。底部外面にも縄文が観察される。Ⅴ群ｃ

類タンネトウＬ式に相当する。

ＬＰＳ－１（図２４－２ 表１４・１９ 図版５）

２は風倒木痕内のⅤ層中にまとまって出土し、１５点（小破片３点を含む）と、範囲確認調査で出土

した破片も接合し復原した浅鉢である。大きく外反する口縁部から曲線的に底部へとつながる器形を

呈する。外面はＲＬ縦走縄文で、口縁部～胴部には平行・波状の沈線文が複数施され工字文風の文様

がみられる。外面は赤色顔料の付着が部分的に認められる。口唇部はＲＬ縄文で、口縁部付近の内面

にはＬＲ縄線文・沈線文が認められる。底部外面は間隔が広い条が観察される。Ⅴ群ｃ類タンネトウ

Ｌ式に相当する。

図化していない土器

ＬＦＣ－１（表１５）

表１５に示すように、Ⅴ群ｃ類と推測される土器が３点（一次分類：未分類・胴部・小破片）出土し

図２３ 現代の道跡
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たが、小破片のため図化して掲載していない。

（２）剥片石器群

ＬＦＣ－１（図２４－３～５ 表１６・２０ 図版５）

３・４は有茎の石鏃である。３は基部を破損する。腹面は、周縁に加工が施され剥離面を広く残す。

４は小型で先端部と基部を破損する。５はスクレイパーで、背面の下縁と腹面の左側縁部に加工が認

められる。３～５は黒曜石製である。

（３）旧石器群

ＳＢ－１（図２５・２８ 表２１・２２・２３ 図版６）

１はたたき石で割れ口が使用痕と推測するが、自然礫かもしれない。石材は細粒で硬質な砂岩であ

る。２は磨滅が著しいため、断定できないが磨製石斧と推測するものである。３は頁岩製の彫器（Ｂ

Ｕ）で、石刃を素材とし背面左側部分は原礫面を残し、背面下端部付近に彫刀面がみられる。広郷型

の細石刃核の可能性もある。４はエンドスクレイパー（ＥＳ）で、頁岩製の石刃を素材とし下端部に

調整が施される。５～９は石刃（ＢＬ）である。５は頁岩製で下端部分を破損する。６は頁岩製で背

面左側縁部が被熱する。７は頁岩製で上下両端部分を破損する。８は頁岩製で打面側部分が残存する。

９は黒曜石製で上下両端部を破損する。

２４・２５は頁岩製の細石刃核削片（ＭＳＰ）である。２４は被熱の痕跡と調整痕がみられ、断面形状か

らファーストスポールと考えられる。２５は背面に先行する削片の剥離面がみられる。

図２４ ＵＰＳ－１・ＬＰＳ－１・ＬＦＣ－１出土の遺物

９ 出土遺物
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２６～２８は、黒曜石製の細石刃（ＭＢ）である。２６は両側縁が曲線的なものである。２７は比較的大き

めのもので下端部を破損する。２８は下端部を破損する。

ＳＢ－２（図２６・２８ 表２１ 図版６）

１０は頁岩製のエンドスクレイパー（ＥＳ）で、背面周縁に二次調整が施される。１１～１５は石刃（Ｂ

Ｌ）である。１１は頁岩製で下端部を破損する。１２は背面左側縁部に明瞭な二次加工が認められる。１３

は頁岩製で背面に石核調整時の剥離痕を残す稜付である。１４は上下両端部を破損し背面左側縁部に二

次加工が施される。１５は上下両端部を大きく破損する。

１６は二次加工のあるフレイク（ＲＦ）で被熱している。１７は頁岩のフレイク（ＦＫ）である。

２９～３４は細石刃（ＭＢ）である。２９は下端部を破損する。３０は上下両端部を破損する。３１は上端部

図２５ ＳＢ－１出土の石器
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図２６ ＳＢ－２出土の石器

図２７ ＳＢ－３出土の石器
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図２８ ＳＢ・包含層出土の削片・細石刃
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を破損する。３２は比較的大きなもので上下両端部を破損する。３３は下端部を破損し重量は０．１ｇ以下で

ある。３４は上下両端部を破損する。

ＳＢ－３（図２７ 表２１ 図版６）

１８・１９はエンドスクレイパー（ＥＳ）である。１８は背面左側部分に原礫面を残し、右側縁部にも一

部二次加工が施される。１９は石刃素材で上端部を破損する。

２０～２３は石刃（ＢＬ）である。２０は黒曜石製で上下両端部を破損する。２１は頁岩製で背面の下端部

には剥離面及び調整痕が観察される。２２は黒曜石製で背面左側縁側に原礫面を残す。２３は頁岩製で上

端部を破損する。 （末光）

遺構名 図 図版 グリッド 検出層位 平面形態

規 模 （ｍ）

主な出土遺物 備 考確認面 坑底面
最大深

長径 短径 長径 短径

ＬＰ－１ １５ ２ Ｓ－２０区 Ⅴ２層 楕円形 ０．９２ ０．７８ ０．５５ ０．４２ ０．２３ 無

ＬＰ－２ １５ ２ Ｓ－２２区 Ⅴ２層 不整な楕円形 ０．９６ ０．８１ ０．５７ ０．４５ ０．３５ 無

ＬＰ－３ １６ ２ Ｊ－１９区 Ⅴ２層 楕円形 ０．９２ ０．８８ ０．６４ ０．５５ ０．１４ 無

ＬＰ－４ １６ ３ Ｍ－２４・２５区 Ⅴ２層 卵形 （１．２３）（１．０８）（０．９６）（０．８８）０．３２ 無 試掘坑に切られる

遺構名 図 図版 グリッド 平面形態

規 模 （ｍ）

主な出土遺物 備 考確認面 底面
最大深

長径 短径 長径 短径

ＴＰ－１ １７ ３ Ｐ－３２・３３区 不整な長楕円形 ３．０３ ０．８９ ２．８９ ０．４６ ０．２４ 無 掘りかけのＴピット

ＴＰ－２ Ｌ－３２区 ＊ 風倒木痕と判明

遺構名 図 図版 グリッド 検出層位
規模（ｍ）

点数 出土遺物 備 考
長さ 幅

ＵＰＳ－１ １８ ３ Ｒ－３５区 風倒木痕
（ＦⅢ層） ０．３８ ０．３２ １３５ Ⅴ群土器

ＬＰＳ－１ １８ Ｒ－４１区 風倒木痕
（ＦⅤ層） ０．１５ ０．１３ １５ Ⅴ群土器 試掘坑に切られる

遺構名 図 図版 グリッド 検出層位
規模（ｍ）

点数 出土遺物 備 考
長さ 幅

ＬＦＣ－１ １７ ３ Ｌ－２６区 Ⅴ１層 １．４７ １．３６ ２，５３７ 土器、石鏃、スクレイパー、Ｕ・Ｒフレイク、フレイク

遺構名 図 図版 グリッド 検出層位
規模（ｍ）

点数 出土遺物 備 考
長さ 幅

ＳＢ－１ １９ ４ Ｑ－４０・４１区 Ⅴ～Ⅶ・
ＦⅤ層 約４．８ 約３．７ ２１ ＭＢ・ＭＳＰ・ＢＬ・ＢＵ・Ｅ

Ｓ・磨製石斧・たたき石・ＦＫ

ＳＢ－２ ２０ ４ Ｋ－４２・４３区、
Ｌ－４１～４３区

Ⅴ～Ⅶ・
ＦⅤ～ＦⅦ層 約９．８ 約４．３ ２３ ＭＢ・ＢＬ・ＲＳ・ＲＦ・

ＦＫ・ＰＢ

ＳＢ－３ ２１ ４ Ｎ－３９区、
Ｏ－３９・４０区

Ⅴ～Ⅶ・
ＦⅤ～ＦⅦ層 約５．６ 約３．０ １２ ＢＬ・ＥＳ・ＦＫ

表７ 土坑一覧表

表８ Ｔピット一覧表

表９ 土器（破片）集中一覧表

表１０ フレイク・チップ集中一覧表

表１１ 旧石器ブロック一覧表
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遺構名 グリッド 検出層位 平面形態 規 模 （ｍ） 色調 野外土性 層界 粘着性 堅密度 備考長径 短径 最大厚

ＵＦ－１ Ｎ－２５区 Ⅲ層 楕円形 ０．３１ ０．２５ ０．０３ 暗赤褐色
（２．５YR３／２） 壌土 明瞭 弱 堅密度 Ⅳ層の凹みのⅢ層

ＬＦ－１ Ｑ－２０区 Ⅴ２層 円形 ０．５６ ０．５１ ０．０２ 暗赤褐色
（５YR３／２） 埴壌土 判然 中 軟

ＬＦ－２ Ｏ－２４区 Ｆ層
（Ⅴ２層面）

小判形
（繭形） ０．５６ ０．３２ ０．０２ 暗赤褐色

（２．５YR３／３） 埴土 明瞭 中 軟 風倒木痕内

ＬＦ－３ Ｔ－２４区 Ｆ層
（Ⅴ２層面） 楕円形 ０．６８ ０．６１ ０．０２ 暗赤褐色

（５YR３／４） 壌土 判然 なし 中 風倒木痕内

ＬＦ－４ Ｇ－２８・２９区 Ｆ層
（Ⅴ２層面）

小判形
（繭形） ０．４８ ０．２７ ０．０２ 暗赤褐色

（２．５YR３／２） 壌土 明瞭 弱 軟 風倒木痕内

ＬＦ－５ Ｔ－１６・１７区 Ｆ層
（Ⅴ２層面） 不整形 ０．９６ ０．５８ ０．２２ 赤褐色（２．５YR４／６） 壌土 明瞭 弱 軟 風倒木痕内暗赤褐色（２．５YR３／２） 壌土 明瞭 弱 軟

ＬＦ－６ Ｕ－２１区 Ｆ層
（Ⅵ層面） 楕円形 ０．２０ ０．１６ ０．０３ 暗赤褐色

（２．５YR３／４） 壌土 明瞭 弱 軟 風倒木痕内

ＬＦ－７ Ｈ－２１・２２区 木根攪乱
（Ⅵ層面） 楕円形 ０．２８ ０．２２ ０．０１ 暗赤褐色

（２．５YR２／２） 壌土 明瞭 弱 軟

ＬＦ－８ Ｈ－２１・２２区 木根攪乱
（Ⅵ層面） 楕円形 ０．２１ ０．１６ ０．０１ 暗赤褐色

（２．５YR３／２） 壌土 明瞭 弱 軟

ＬＦ－９ Ｌ－１６区 Ｆ層
（Ⅵ層面） 不整楕円形 ０．９０ ０．５１ ０．１７ 暗赤褐色

（２．５YR３／３） 壌土 明瞭 弱 軟 風倒木痕内

ＬＦ－１０ Ｋ－１６区 Ｆ層
（Ⅵ層面） 長楕円形 ０．４１ ０．１３ ０．０９ 暗赤褐色

（２．５YR３／２） 壌土 明瞭 弱 軟 風倒木痕内

ＬＦ－１１ Ｑ－１８区 Ｆ層
（Ⅵ層面） 不整形 ０．８１ ０．３４ ０．０７ 暗赤褐色

（２．５YR３／３） 壌土 明瞭 弱 軟 風倒木痕内

ＬＦ－１２ Ｋ－１７区 Ｆ層
（Ⅵ層面）

小判形
（繭形） ０．７１ ０．３７ ０．０３ 暗赤褐色

（２．５YR３／３） 壌土 明瞭 弱 堅 風倒木痕内

ＬＦ－１３ Ｆ－２８区 Ｆ層
（Ⅴ１層面） 不整形 ０．４５ ０．２９ ０．１０ 赤褐色（２．５YR４／６） 砂壌土 明瞭 弱 堅 風倒木痕内暗赤褐色（２．５YR３／２） 砂壌土 明瞭 弱 堅

ＬＦ－１４Ｉ・Ｊ－２３区 Ｆ層
（Ⅴ２層面）

不整楕円形
（桜貝形） ０．３３ ０．１９ ０．０２ 暗赤褐色

（２．５YR３／６） 壌土 明瞭 中 堅 風倒木痕内

ＬＦ－１５Ｊ－２３・２４区 Ｆ層
（Ⅴ２層面）

楕円形
（卵形） ０．４２ ０．３１ ０．０１ 極暗赤褐色

（２．５YR２／３） 壌土 判然 弱 堅 風倒木痕内

ＬＦ－１６Ｊ－２４・２５区 Ｆ層
（Ⅵ層面） 楕円形 （０．２３）（０．１５） ０．０２ 極暗赤褐色

（２．５YR３／２） 壌土 明瞭 弱 堅 風倒木痕内

ＬＦ－１７ Ｊ－２３区 Ｆ層
（Ⅵ層面） 瓢箪形 ０．７４ ０．３０ ０．０５ 暗赤褐色

（２．５YR３／２） 壌土 明瞭 弱 堅 風倒木痕内

ＬＦ－１８ Ｔ－２７区 Ｆ層
（Ⅴ２層面） 楕円形 ０．３２ ０．２０ ０．１２ 暗赤褐色

（２．５YR３／６） 壌土 判然 弱 軟 風倒木痕内

ＬＦ－１９ Ｌ－２５区 Ｆ層
（Ⅴ２層面） 不整形 １．９１ ０．４４ ０．０１ 暗赤褐色

（２．５YR３／２） 壌土 明瞭 弱 軟 風倒木痕内

ＬＦ－２０Ｊ・Ｋ－２５区 Ｆ層
（Ⅴ２層面） 楕円形 ０．５１ ０．２９ ０．０１ 暗赤褐色

（２．５YR３／２） 壌土 明瞭 弱 堅 風倒木痕内

ＬＦ－２１ Ｒ－２６区 Ｆ層
（Ⅵ層面） 楕円形 ０．４３ ０．３８ ０．０４ 暗赤褐色（２．５YR３／３） 壌土 明瞭 弱 軟 風倒木痕内極暗赤褐色（２．５YR２／４） 壌土 明瞭 弱 軟

ＬＦ－２２ Ｒ－２６区 Ｆ層
（Ⅵ層面） 不整形 ０．４４ ０．２８ ０．０５ 暗赤褐色（２．５YR３／４） 壌土 明瞭 弱 軟 風倒木痕内極暗赤褐色（２．５YR２／３） 壌土 明瞭 弱 軟

ＬＦ－２３ Ｑ－２５区 Ｆ層
（Ⅴ２層面） 不整形 ０．５２ ０．４５ ０．０２ 暗赤褐色

（２．５YR３／４） 壌土 判然 弱 軟 風倒木痕内

ＬＦ－２４Ｕ－３２・３３区 Ｆ層
（Ⅵ層面） 円形 ０．３１ ０．２９ ０．１２ 赤褐色

（２．５YR４／６） 壌土 明瞭 弱 堅 風倒木痕内

ＬＦ－２５Ｒ－２２・２３区 Ｆ層
（Ⅶ層面） 円形 ０．３６ ０．３２ ０．０８ 赤褐色

（２．５YR４／６） 壌土 明瞭 弱 軟 風倒木痕内

ＬＦ－２６ Ｓ－２９区 Ｆ層
（Ⅵ層面） 円形 ０．３６ ０．３１ ０．０１ 暗赤褐色

（２．５YR３／２） 壌土 判然 弱 軟 風倒木痕内

ＬＦ－２７ Ｔ－２７区 Ｆ層
（Ⅵ層面） 楕円形 ０．２２ ０．１５ ０．０５ 暗赤褐色

（２．５YR３／４） 壌土 明瞭 弱 軟 風倒木痕内

ＬＦ－２８Ｔ－３１・３２区 Ｆ層
（Ⅵ層面） 楕円形 ０．５１ ０．４１ ０．１２ 暗赤褐色

（２．５YR３／３） 壌土 明瞭 弱 軟 風倒木痕内

ＬＦ－２９Ｓ－３１・３２区 Ｆ層
（Ⅵ層面） 楕円形 ０．４９ ０．３１ ０．１７ 暗赤褐色

（２．５YR３／２） 壌土 明瞭 弱 軟 風倒木痕内

ＬＦ－３０ Ｓ－３２区 Ｆ層
（Ⅵ層面）

不整形
（瓢箪形） ０．２０ ０．０７ ０．０６ 暗赤褐色

（２．５YR３／２） 埴壌土 明瞭 弱 堅 風倒木痕内

ＬＦ－３１ Ｐ－２３区 Ｆ層
（Ⅵ層面） 不整形 ０．４４ ０．１９ ０．０７ 暗赤褐色

（２．５YR３／４） シルト質壌土 明瞭 弱 堅 風倒木痕内

ＬＦ－３２ Ｎ－２１区 Ｆ層
（Ⅴ２層面） 不整形 ２．６６ １．１７ ０．０２ 暗赤褐色

（２．５YR２／２） シルト質壌土 明瞭 中 堅 風倒木痕内
下位にＬＦ－３８

ＬＦ－３３ Ｌ－２８区 Ｆ層
（Ⅵ層面） 不整形 ０．３０ ０．２３ ０．０７ 暗赤褐色（２．５YR３／２） シルト質壌土 明瞭 中 堅 風倒木痕内赤褐色（２．５YR４／８） 埴壌土 明瞭 弱 固結

ＬＦ－３４Ｍ・Ｎ－２４区 Ｆ層
（Ⅵ層面） 不整形 ０．３５ ０．３０ ０．０３ 暗赤褐色

（２．５YR３／２） シルト質壌土 明瞭 中 堅 風倒木痕内

ＬＦ－３５ Ｍ－２０区 Ｆ層
（Ⅵ層面） 不整形 ０．７９ ０．５７ ０．０７ 暗赤褐色（２．５YR３／４） シルト質壌土 明瞭 中 堅 風倒木痕内極暗赤褐色（２．５YR２／３）シルト質壌土 明瞭 弱 軟

ＬＦ－３６ Ｍ－２３区 Ｆ層
（Ⅶ層面） 不整形 ０．１８ ０．１３ ０．０２ 極暗赤褐色

（２．５YR２／４） 埴壌土 明瞭 中 堅 風倒木痕内

ＬＦ－３７ Ｋ－２６区 Ｆ層
（Ⅴ２層面） 卵形 ０．３３ ０．１９ ０．０７ 暗赤褐色（２．５YR３／２） シルト質壌土 明瞭 中 堅 風倒木痕内極暗赤褐色（２．５YR２／４）シルト質壌土 明瞭 中 軟

ＬＦ－３８ Ｎ－２１区 Ｆ層
（Ⅵ層面） 不整形 １．０５ ０．４９ ０．２５ 赤褐色

（２．５YR４／６） シルト質壌土 明瞭 中 堅 風倒木痕内
上位にＬＦ－３２

ＬＦ－３９ Ｊ－２７区 Ｆ層
（Ⅵ層面） 瓢箪形 １．０５ ０．４９ ０．２５ 暗赤褐色

（２．５YR３／２） 埴壌土 明瞭 中 堅 風倒木痕内

ＬＦ－４０ Ｍ－３２区 Ｆ層
（Ⅵ層面） 楕円形 ０．２６ ０．２１ ０．０４ 暗赤褐色

（５YR３／４） 埴壌土 明瞭 中 堅 風倒木痕内

ＬＦ－４１ Ｎ－３２区 Ｆ層
（Ⅵ層面） 不整形 ０．４８ ０．３６ ０．１０ 暗赤褐色

（５YR３／４） 埴壌土 明瞭 中 堅 風倒木痕内

ＬＦ－４２ Ｅ－２８、
Ｅ・Ｆ－２９区

Ｆ層
（Ⅵ層面） 不整形 ３．４６ ２．７８ ０．９６ 赤褐色（２．５YR４／８） 埴壌土 明瞭 弱 軟 風倒木痕内

下位にＬＦ－４５暗赤褐色（２．５YR３／４） 埴壌土 明瞭 弱 軟

ＬＦ－４３ Ｈ－２８区 Ｆ層
（Ⅶ層面） 不整形 ０．７６ ０．４１ ０．０４ 暗赤褐色

（２．５YR３／２） 埴壌土 明瞭 弱 堅 風倒木痕内

ＬＦ－４４ Ｍ－２７区 Ｆ層
（Ⅶ層面） 不整形 ０．８０ ０．４４ ０．０３ 暗赤褐色

（２．５YR３／４） 埴壌土 明瞭 弱 堅 風倒木痕内

ＬＦ－４５ Ｅ－２８、
Ｅ・Ｆ－２９区

Ｆ層
（Ⅶ層面） 不整形 １．８４ ０．７５ ０．３４ 赤褐色（２．５YR４／８） 埴壌土 明瞭 弱 すこぶる堅 風倒木痕内

上位にＬＦ－４２暗赤褐色（２．５YR３／４） 埴壌土 明瞭 強 堅

表１２ 擬似焼土一覧表

Ⅳ章 遺構と出土遺物
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遺構名 図 図版 グリッド 層位
規模（ｍ）

備 考
長さ 幅 深さ

Ⅲ層上面の道跡 ９・２２ ４ Ｐ～Ｓ－１６・１７、Ｔ－１７区 Ⅲ層 約１８ １．２～０．４０．０２～０．０４建設機械等の走行痕？

現代の道跡 ９・
１２・２３ ４ 調査区外～Ｅ－３９区～Ｕ－４４区

～調査区外 Ⅰ層 ６８以上 ４．０～４．６０．６８（最大）東西方向、調査区外に続く

遺物種別 ／ 遺構名・層位 ＬＰＳ－１
ＦⅤ層

ＵＰＳ－１
ＦⅢ層 合 計

時期 部位 残存状態

Ⅴ群

口縁部
（ｒｉ）

良好 ５ 小計 ４ 小計 ９ 小計
剥離 ０
磨耗 ５ ４ ０ ９小破片 ０

底部
（ｂａ）

良好 小計 ３ 小計 ３ 小計
剥離 ０
磨耗 ０ ３ ０ ３
小破片 ０

胴部
（ｂｏ）

良好 ７ 小計 １５ 小計 ２２ 小計剥離 ４８ ４８
磨耗 １０ １２８ ０ １３８
小破片 ３ ６５ ６８

不明
その他

良好 小計 小計 ０ 小計
剥離 ０
磨耗 ０ ０ ０ ０小破片 ０

小 計 １５ １３５ １５０

未分類

口縁部
（ｒｉ）

良好 小計 小計 ０ 小計剥離 ０
磨耗 ０ ０ ０ ０小破片 ０

底部
（ｂａ）

良好 小計 小計 ０ 小計
剥離 ０
磨耗 ０ ０ ０ ０
小破片 ０

胴部
（ｂｏ）

良好 小計 小計 ０ 小計剥離 ０
磨耗 ０ ０ ０ ０
小破片 ０

不明
その他

良好 小計 小計 ０ 小計
剥離 ０
磨耗 ０ ０ ０ ０小破片 ０

小 計 ０ ０ ０
土 製 品 ０
合 計 １５ １３５ １５０

遺物種別／遺構名・層位 ＬＦＣ－１
Ⅴ１層 合 計時期 部位 残存状態

未分類

口縁部
（ｒｉ）

良好 小計 ０ 小計剥離 ０
磨耗 ０ ０ ０小破片 ０

底部
（ｂａ）

良好 小計 ０ 小計剥離 ０
磨耗 ０ ０ ０小破片 ０

胴部
（ｂｏ）

良好 小計 ０ 小計剥離 ０
磨耗 ３ ０ ３小破片 ３ ３

不明
その他

良好 小計 ０ 小計剥離 ０
磨耗 ０ ０ ０小破片 ０

小 計 ３ ３
土製品 ０
合 計 ３ ３

遺物種別／ブロック名・層位 ＬＦＣ－１
群 器種 残存状態 Ⅴ１層 Ⅴ２層 合 計

剥

片

石

器

群

石鏃

完形
小計 小計

０
小計

準完形 ２ ２
半形 １

１
３

６
４

７
片 １ １

スクレイパー

完形
小計

１
小計

１
小計

準完形 ４ ４
半形

４
１

８
１

１２
片 ４ ２ ６

Ｕ・Ｒフレイク ２ １７ １９
フレイク １，４０７ １，０９２ ２，４９９

合 計 １，４１４ １，１２３ ２，５３７

表１３ 道跡一覧表

表１４ 土器（破片）集中出土土器点数表

表１５ ＬＦＣ－１出土土器点数表 表１６ ＬＦＣ－１出土石器類点数表

５４



遺
物
種
別
／
ブ
ロ
ッ
ク
名
・
層
位

Ｓ
Ｂ
－
１

Ｓ
Ｂ
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Ⅳ章 遺構と出土遺物
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図 番号 図版 出土地点 層位 遺物
番号

破片
点数

計測値（㎝） 重量
（ｇ） 部位 器種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

２４ １ ５ ＵＰＳ－１ＦⅢ層 ４ ２４ （２９．７） １０．４ ２０．２ ８００ 口縁部～
底部 浅鉢 Ⅴ群ｃ類

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・遺物番号・層位（点数）
ＵＰＳ－１・１（３）・２（３）・３（９）・５（８）・無（１１）、Ｏ－３５区・ＦⅢ（１）

５９

胎 土
（混和材）

繊
維 少量 粒

径 粗粒 種
類 岩石主体 量 中量 備

考

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率） 文様・調整 色調 使用の痕跡 その他

内

面

ＬＲ撚紐刻み にぶい黄橙色
（１０YR６／４）

黒色化
炭化物付着 ＊ 口唇部

（３０％）

ＬＲ斜行縄文 にぶい黄橙色
（１０YR６／３） 黒色化 突起部 口縁部

（３０％）

（口唇部にかけて）
ＬＲ撚紐刻み
ヨコナデ

にぶい黄橙
～灰黄褐色
（１０YR６／４
～１０YR５／２）

黒色化 ＊

ＬＲ斜行縄文 にぶい黄橙色
（１０YR６／３）

黒色化
炭化物付着 ＊ 胴部上半

（２５％） ヨコナデ にぶい黄橙色
（１０YR６／４） 黒色化 ＊

ＬＲ縦走縄文 にぶい黄褐色
（１０YR５／３） 黒色化 ＊ 胴部下半～底部

（３０％） ヨコナデ にぶい黄橙色
（１０YR７／２）

黒色化
炭化物付着 ＊

ＬＲ縄文 にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

黒色化
炭化物付着 丸底 底面

（７０％） ナデ （黒褐色） 黒色化
炭化物付着 ＊

図 番号 図版 出土地点 層位 遺物
番号

破片
点数

計測値（㎝） 重量
（ｇ） 部位 器種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

２４ ２ ５ ＬＰＳ－１ＦⅤ層 ＊ １３ （２６．６） （１１．０） ８．４ ３９０ 口縁部～
底部 浅鉢 Ⅴ群ｃ類

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・遺物番号・層位（点数）
範囲確認調査出土遺物：ＳＰ８７２０－Ｒ２０・Ⅴ（１４）

２７

胎 土
（混和材）

繊
維 ？ 粒

径 中粒 種
類

岩石・鉱物とも
にあり 量 中量 備

考

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率） 文様・調整 色調 使用の痕跡 その他

内

面

ＲＬ斜行縄文 にぶい黄橙色
（１０YR７／４） ＊ ＊ 口唇部

（３０％）

ＲＬ縦走縄文
沈線文

明黄褐～
にぶい黄橙色
（１０YR７／６～
１０YR６／３）

黒色化
工字文風
沈線文
赤色顔料

口縁部
（３０％）

ＬＲ縄線文
沈線文

にぶい黄橙色
（１０YR７／４） ＊ ＊

ＲＬ縦走縄文
沈線文

明黄褐～
にぶい黄橙色
（１０YR７／６～
１０YR６／３）

黒色化 赤色顔料 胴部上半
（２５％） ヨコナデ にぶい黄橙色

（１０YR６／４） 黒色化 ＊

ＲＬ縦走縄文 にぶい黄橙色
（１０YR７／３） 黒色化 赤色顔料 胴部下半～底部

（２０～５％） ヨコナデ 灰黄褐色
（１０YR６／２） 黒色化 ＊

ＲＬ縄文
にぶい黄橙色
（１０YR７／２
～７／４）

＊ ＊ 底面
（８０％） ヨコナデ にぶい黄橙色

（１０YR６／３） 黒色化 ＊

掲載
出土地点 層位 遺物番号 器種

計測値（㎝） 重量 石材
残存
形態

特徴的な
使用・加工痕 備 考

図 番号 図版 最大長 最大幅 最大厚（ｇ） 名称 色調・
特徴

２４ ３ ５ ＬＦＣ－１ Ⅴ１層 ３０ 石鏃 （１．９５）１．３０ ０．３５ ０．６０ 黒曜石 透明 準完形 破損 水洗選別で回収

２４ ４ ５ ＬＦＣ－１ Ⅴ１層 ３０ 石鏃 （１．３０）１．０５ ０．２５ ０．２６ 黒曜石 ＊ 準完形 破損 水洗選別で回収

２４ ５ ５ ＬＦＣ－１ Ⅴ１層 ３７ スクレイパー ２．３０ １．５０ ０．５０ １．５８ 黒曜石 ＊ 完形 微細剥落痕 破損？ 水洗選別で回収

表１８ ＵＰＳ－１出土復原土器観察表

表１９ ＬＰＳ－１出土復原土器観察表

表２０ ＬＦＣ－１出土剥片石器群観察表
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掲載
出土地点 層位 遺物番号 器種

計測値（㎝） 重量 石材
残存
形態

特徴的な
使用・加工痕 備 考

図 番号 図版 最大長 最大幅 最大厚（ｇ） 名称 色調・
特徴

２５ ３ ６ ＳＢ－１ Ⅵ ３ ＢＵ 彫器 ９．７ ３．２ １．０ ２８．１ 頁岩 暗赤褐～
灰白色 完形 微細剥落痕

彫刻刀面剥離痕

２５ ４ ６ ＳＢ－１ ＦⅤ １９ ＥＳ エンドスクレイパー ８．３ ３．８ １．３ ３９．９ 頁岩 灰黄褐～
灰白色 完形 微細剥落痕

２５ ５ ６ ＳＢ－１ Ⅵ １６ ＢＬ 石刃 （７．１） ３．２ １．０ １８．５ 頁岩 褐灰～
灰白色 準完形 微細剥落痕 破損

２５ ６ ６ ＳＢ－１ Ⅵ ４ ＢＬ 石刃 （３．２） １．８ ０．６ ２．６ 頁岩 褐灰色他 片 微細剥落痕
破損 被熱

２５ ７ ６ ＳＢ－１ Ⅴ １３ ＢＬ 石刃 （３．５） ２．１ ０．５ ３．６ 頁岩 灰白色 片 微細剥落痕 破損

２５ ８ ６ ＳＢ－１ Ⅶ ９ ＢＬ 石刃 （３．５） ３．４ ０．９ ８．４ 頁岩 黄灰色 片 微細剥落痕 破損

２５ ９ ６ ＳＢ－１ ＦⅤ １８ ＢＬ 石刃 （２．４） １．６ ０．２ ０．８ 黒曜石 ＊ 片 微細剥落痕
剥落痕 破損

２８ ２４ ６ ＳＢ－１ Ⅶ ２１ ＭＳＰ 細石刃核削片 １．９ ０．５ ０．３ ０．２ 頁岩 黒色 ＊ 被熱

２８ ２５ ６ ＳＢ－１ Ⅶ １５ ＭＳＰ 細石刃核削片 １．５ ０．４ ０．２ ０．１ 頁岩 灰黄褐色 ＊ 調整剥離痕

２８ ２６ ６ ＳＢ－１ Ⅶ １１ ＭＢ 細石刃 １．８ ０．７ ０．２ ０．２ 黒曜石 ＊ 完形 微細剥落痕 折れ

２８ ２７ ６ ＳＢ－１ Ⅴ ６ ＭＢ 細石刃 ２．６ １．１ ０．２ ０．４ 黒曜石 ＊ 準完形 微細剥落痕 折れ

２８ ２８ ６ ＳＢ－１ Ⅶ ２０ ＭＢ 細石刃 １．１ ０．５ ０．１ ０．０７ 黒曜石 ＊ 準完形 微細剥落痕 折れ

２６ １０ ６ ＳＢ－２ Ⅴ １１ ＲＳ ラウンドスクレイパー ５．２ ２．９ ０．５ ９．１ 頁岩 褐灰色 完形 微細剥落痕
剥落痕？ 石刃素材

２６ １１ ６ ＳＢ－２ ＦⅥ １０ ＢＬ 石刃 （７．２） ３．０ １．１ １９．１ 頁岩 灰白色 準完形 微細剥落痕 破損

２６ １２ ６ ＳＢ－２ Ⅵ １９ ＢＬ 石刃 （５．８） ４．４ １．２ ２７．２ 黒曜石 ＊ 半形 微細剥落痕
破損 被熱

２６ １３ ６ ＳＢ－２ Ⅵ ２２ ＢＬ 石刃 ９．３ ２．０ １．１ １４．４ 頁岩 にぶい
褐色 完形 ＊ 稜付

２６ １４ ６ ＳＢ－２ ＦⅦ ５ ＢＬ 石刃 （４．０） ２．８ ０．８ ６．３ 頁岩 にぶい
褐色 片 微細剥落痕 破損

２６ １５ ６ ＳＢ－２ Ⅵ １６ ＢＬ 石刃 （２．２） ２．５ ０．４ ２．３ 頁岩 黒褐色 片 微細剥落痕 破損

２６ １６ ６ ＳＢ－２ ＦⅦ １５ ＲＦ リタッチドフレイク（１．５） １．８ ０．４ ０．８ 黒曜石 ＊ ＊ 破損？ 被熱

２６ １７ ６ ＳＢ－２ Ⅴ １２ ＦＫ フレイク （３．８） １．４ ０．７ ３．２ 頁岩 にぶい
褐色 ＊ ＊

２８ ２９ ６ ＳＢ－２ ＦⅥ ２ ＭＢ 細石刃 （１．７） ０．８ ０．２ ０．２ 黒曜石 ＊ 準完形 微細剥落痕 破損

２８ ３０ ６ ＳＢ－２ ＦⅦ ６ ＭＢ 細石刃 （１．１） １．０ ０．１ ＊ 頁岩 褐灰色 半形 微細剥落痕 破損

２８ ３１ ６ ＳＢ－２ ＦⅥ ４ ＭＢ 細石刃 （２．１） ０．７ ０．２ ０．３ 頁岩 褐灰色 準完形 破損

２８ ３２ ６ ＳＢ－２ ＦⅦ ９ ＭＢ 細石刃 （２．４） １．２ ０．２ ０．５ 黒曜石 赤色部分
あり 準完形 微細剥落痕 破損 ＢＬ 石刃？

２８ ３３ ６ ＳＢ－２ Ⅵ １８ ＭＢ 細石刃 （１．２） ０．７ ０．１ ０．１ 黒曜石 ＊ 半形 微細剥落痕 破損

２８ ３４ ６ ＳＢ－２ ＦⅤ １７ ＭＢ 細石刃 （１．４） ０．６ ０．１ ０．１ 黒曜石 透明 準完形 微細剥落痕 破損

２７ １８ ６ ＳＢ－３ ＦⅥ ３ ＥＳ エンドスクレイパー ６．３ ３．６ １．３ ２３．８ 頁岩 にぶい褐
～褐灰色 完形 微細剥落痕

２７ １９ ６ ＳＢ－３ Ⅶ １０ ＥＳ エンドスクレイパー（５．４） ２．９ １．１ １８．０ 頁岩 灰白色 準完形 微細剥落痕 破損

２７ ２０ ６ ＳＢ－３ Ⅴ １ ＢＬ 石刃 ２．７ １．１ ０．５ １．３ 黒曜石 ＊ 半形 微細剥落痕
剥落痕 破損

２７ ２１ ６ ＳＢ－３ ＦⅥ ５ ＢＬ 石刃 （５．９） ２．３ ０．７ １１．８ 頁岩 灰黄褐色 準完形 微細剥落痕 破損 ＥＳ エンドスクレイパー？

２７ ２２ ６ ＳＢ－３ Ⅴ １２ ＢＬ 石刃 ４．８ ２．６ ０．９ ８．９ 黒曜石 ＊ 半形 微細剥落痕 破損

２７ ２３ ６ ＳＢ－３ ＦⅦ ８ ＢＬ 石刃 （２．６） １．８ ０．５ １．４ 頁岩 褐灰色 半形 微細剥落痕 破損

掲載
出土地点 層位 遺物番号 器種

計測値（㎝） 重量 石材
残存
形態

特徴的な
使用・加工痕 備 考

図 番号 図版 最大長 最大幅 最大厚（ｇ） 名称 色調・
特徴

２５ ２ ６ SB－１ Ⅴ １０ 磨製石斧 １１．９ ４．０ １．０ ４７．７ 緑色泥岩 オリーブ灰色 準完形 割れた後、磨耗

掲載
出土地点 層位 遺物番号

破片数
器種

計測値（㎝） 重量 石材
残存
形態

特徴的な
使用・加工痕 備 考

図 番号 図版 小計 合計 最大長 最大幅 最大厚（ｇ） 名称 色調・
特徴

２５ １ ６ SB－１ Ⅶ １２ １ １ たたき石 ９．８ ４．４ ３．０ １５９．９ 砂岩 細粒硬質 完形 割れ？

表２１ ＳＢ出土旧石器群観察表（１）

表２２ ＳＢ出土旧石器群観察表（２）

表２３ ＳＢ出土旧石器群観察表（３）

Ⅳ章 遺構と出土遺物
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Ⅴ章 包含層出土の遺物

１ 概要

二年度の調査で包含層から出土した遺物は土器１７，６６９点、石器類７７２点、合計１８，４４１点であり、９割

以上が土器である。包含層調査は、Ⅲ章で述べたとおり、Ⅲ層のみ調査する部分（図５の⑤）・Ⅲ～Ⅵ

層を調査する部分（図５の⑥）・Ⅴ・Ⅵ層のみを調査する部分（図５の⑦・⑧）に区分けされる。

包含層出土の遺物の出土のあり方を示すにあたり、一次整理のデータ（遺物登録台帳）から出土点

数表・出土分布図を作成した。

本文中で、各遺物における特定の分類・器種の占める割合、層位ごとの出土割合、掲載した量等を

示すのに百分率（小数第２位を四捨五入）を用いた。

出土点数表（表２４・２５）

＊土器（表２４）

時期の内訳はⅠ群３１点（０．２％）・Ⅲ群３６点（０．２％）・Ⅳ群１１点（０．０６％）・Ⅴ群１７，０１１点（９６．３％）・

Ⅶ群２１点（０．１％）・未分類５５７点（３．２％）でⅤ群が圧倒的に多い。また、未分類のうち５４２点（約９７％）

がⅢ層出土でⅤ群ｃ類と考えられ、本遺跡の土器は１００％近くがⅤ群土器である。

出土層位ごとの内訳は、Ⅲ層出土が１６，０３２点（９０．７％）、Ⅴ１層出土が８３４点（４．７％）、Ⅴ２層及び

Ⅴ層出土が３８９点（２．２％）、Ⅵ層出土が４２点（０．２％）、風倒木痕からの出土が３２７点（１．９％）であり、

Ⅲ層出土のものが９０％以上を占める。

部位及び残存状態の特徴は、各群とも胴部が多く、残存状態はⅤ群の剥離及び小破片が多い。また、

磨耗破片は少ない。

上記のことから次のようにまとめられる。本遺跡はⅢ層出土の縄文時代晩期が主体である。またⅣ

層（Ｔａ－ｃ）を挟んでⅤ１層からも同時期のものが多い。その他Ⅰ群・Ⅲ群・Ⅳ群・Ⅶ群は断片的

な出土である。

＊石器類（表２５）

各石器群の内訳は旧石器群３０点（３．９％）・剥片石器群５０４点（６５．３％）・磨製石器群３４点（４．４％）・

礫石器群１５点（１．９％）・石製品７点（０．９％）・自然礫（レキ）１８２点（２３．６％）で剥片石器群が約２／３

を占め、ついで自然礫が多い。

出土層位ごとの内訳は、Ⅲ層出土が４０６点（５２．６％）、Ⅴ１層出土が３６点（４．７％）、Ⅴ２層及びⅤ層

出土が２１０点（２７．２％）、Ⅵ層出土が４７点（６．０％）、Ⅶ層出土が１１点（１．４％）、風倒木痕からの出土が

４５点（５．８％）であり、Ⅲ層出土が過半数である。ついでⅤ２層・Ⅴ層からの出土が多く、土器の出土

状況とは相違がある。

上記のことから次のようにまとめられる。Ⅲ層出土が最も多いが、土器の出土状況ほど極端に偏ら

ない。出土点数が多い器種は石鏃・スクレイパー・磨製石斧である。

遺物全体の層位的な出土状況は、全調査面積に対しⅢ層を調査しない部分が概ね半分を占めるにも

かかわらず、土器・石器類ともにⅢ層出土のものが非常に多い。

出土分布図（図２９～４３）

土器（図２９～３４）

総点数・時期分類・層位・残存状態ごとの出土分布図を作成した。

「土器総点数」では、出土が平成１９年度調査区に多くさらにＮ－２７区とその周囲のグリッドに集中

Ⅴ章 包含層出土の遺物
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遺物種別 ／ 層位 Ⅲ層 Ⅴ層 Ⅵ層 風倒木痕 その他
（Ⅰ層・表採等） 合計時期 部位 残存状態 Ⅴ１層 Ⅴ２層 Ⅴ層 Ｆ層 ＦⅤ層

Ⅰ群

複数部位 ０

口縁部
（ｒｉ）

良好 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 ０ 小計剥離 ０
磨耗 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０小破片 ０

底部
（ｂａ）

良好 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 ０ 小計剥離 ０
磨耗 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０小破片 ０

胴部
（ｂｏ）

良好 小計 小計 １５ 小計 小計 １ 小計 ３ 小計 小計 小計 １９ 小計剥離 ３ ３
磨耗 ０ １ １ ２６ ０ １ ３ ０ ０ １ ３１小破片 ８ ８

不明
その他

良好 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 ０ 小計剥離 ０
磨耗 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０小破片 ０

小 計 ０ １ ２６ ０ １ ３ ０ ０ ３１

Ⅲ群

複数部位 ０

口縁部
（ｒｉ）

良好 小計 小計 １ 小計 小計 小計 小計 小計 小計 １ 小計剥離 ０
磨耗 ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １小破片 ０

底部
（ｂａ）

良好 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 ０ 小計剥離 １ １
磨耗 ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １小破片 ０

胴部
（ｂｏ）

良好 小計 １ 小計 １２ 小計 ７ 小計 ３ 小計 １ 小計 小計 小計 ２４ 小計剥離 ５ ５
磨耗 ０ １ １８ ８ ６ １ ０ ０ ０ ３４小破片 １ １ ３ ５

不明
その他

良好 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 ０ 小計剥離 ０
磨耗 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０小破片 ０

小 計 ０ １ １９ ９ ６ １ ０ ０ ３６

Ⅳ群

複数部位 ０

口縁部
（ｒｉ）

良好 小計 小計 小計 １ 小計 小計 小計 小計 小計 １ 小計剥離 ０
磨耗 ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １小破片 ０

底部
（ｂａ）

良好 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 ０ 小計剥離 １ １
磨耗 ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １小破片 ０

胴部
（ｂｏ）

良好 小計 小計 小計 ６ 小計 小計 小計 小計 小計 ６ 小計剥離 ２ ２
磨耗 ０ ０ ０ ９ ０ ０ ０ ０ ０ ９小破片 １ １

不明
その他

良好 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 ０ 小計剥離 ０
磨耗 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０小破片 ０

小 計 ０ ０ ０ １１ ０ ０ ０ ０ １１

Ⅴ群

複数部位 １ １

口縁部
（ｒｉ）

良好 １，０００ 小計 ５２ 小計 １１ 小計 １０ 小計 １ 小計 ２２ 小計 小計 ７ 小計 １，１０３ 小計剥離 １６３ １１ １ １７５
磨耗 ３ １，４０９ ７０ １３ １１ ３ ２３ ０ ７ ３ １，５３６小破片 ２４３ ７ ２ １ １ １ ２５５

底部
（ｂａ）

良好 ２２９ 小計 １５ 小計 ６ 小計 １ 小計 小計 ９ 小計 小計 小計 ２６０ 小計剥離 ２４９ ２ ２５１
磨耗 ５２５ １８ ６ １ ０ ９ ０ ０ ０ ５５９小破片 ４７ １ ４８

胴部
（ｂｏ）

良好 ４，４８０ 小計 ２７２ 小計 ７５ 小計 ２３ 小計 ９ 小計 １２６ 小計 １０ 小計 ２０ 小計 ５，０１５ 小計剥離 ３，５０７ ２１９ ３４ １１ ２０ ４７ ９ １３ ３，８６０
磨耗 ７ １３，５１５ ７４２ １９５ ５６ ３１ ２６６ ２５ ３８ ７ １４，８６８小破片 ５，５２１ ２５１ ８６ ２２ ２ ９３ ６ ５ ５，９８６

不明
その他

良好 １９ 小計 小計 小計 ２８ 小計 小計 小計 小計 小計 ４７ 小計剥離 ０
磨耗 １９ ０ ０ ２８ ０ ０ ０ ０ ０ ４７小破片 ０

小 計 １５，４６９ ８３０ ２１４ ９６ ３４ ２９８ ２５ ４５ １７，０１１

Ⅶ群

複数部位 ０

口縁部
（ｒｉ）

良好 ４ 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 ４ 小計剥離 ０
磨耗 ４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４小破片 ０

底部
（ｂａ）

良好 ３ 小計 小計 １ 小計 小計 小計 小計 小計 小計 ４ 小計剥離 ０
磨耗 ３ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４小破片 ０

胴部
（ｂｏ）

良好 １１ 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 １１ 小計剥離 １ １
磨耗 １３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １３小破片 １ １

不明
その他

良好 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 ０ 小計剥離 ０
磨耗 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０小破片 ０

小 計 ２０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ２１

未分類

複数部位 ０

口縁部
（ｒｉ）

良好 ４ 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 ４ 小計剥離 ０
磨耗 ２ ７ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ７小破片 １ １

底部
（ｂａ）

良好 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 ０ 小計剥離 ０
磨耗 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １小破片 １ １

胴部
（ｂｏ）

良好 ４３ 小計 小計 ２ 小計 小計 １ 小計 小計 小計 小計 ４６ 小計剥離 ４０ １ ３ ４４
磨耗 ７ ５３４ １ １３ ０ １ ０ ０ ０ ７ ５４９小破片 ４４４ ８ ４５２

不明
その他

良好 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 ０ 小計剥離 ０
磨耗 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０小破片 ０

小 計 ５４２ １ １３ ０ １ ０ ０ ０ ５５７
土製品 １ １ ２
合 計 １６，０３２ ８３４ ２７３ １１６ ４２ ３０２ ２５ ４５ １７，６６９

表２４ 包含層出土土器点数表

１ 概要
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遺物種別 ／ 層位
Ⅲ層

Ⅴ層
Ⅵ層 Ⅶ層

風倒木痕 その他
（Ⅰ層・表採等） 合計

群 器種 残存状態 Ⅴ１層 Ⅴ２層 Ⅴ層 Ｆ層 ＦⅤ層 ＦⅥ層 ＦⅦ層

旧

石

器

群

ＭＢ

完形
小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計

０
小計

準完形 ２ １ ３ ６
半形

０ ０ ０ ３ １
１

４ ０ ０ ０ ０ ０
１

８
片 １ １

ＢＬ

完形
小計 小計

１
小計 小計

２
小計

１
小計 小計 小計 小計 小計 小計

４
小計

準完形 １ １ １ １ １ ２
半形

０ ０ １ １ ３ ３ ０ １ １ １ ０
０

８
片 １ １ ２

ＳＳ

完形
小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計

０
小計

準完形 １ １ ２
半形

１ ０ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０
０

３
片 １ １

ＥＳ

完形 １
小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計

１
小計

準完形 ０
半形

１ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
０

１
片 ０

ＲＳ

完形
小計 小計 小計

１
小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計

１
小計

準完形 ０
半形

０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
０

１
片 ０

ＦＫ ２ １ １ ２ ６
旧石器群合計 ２ ０ ２ ７ ６ ８ ０ ３ １ １ ０ ３０

剥

片

石

器

群

石鏃

完形 ２６
小計

１
小計

６
小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計

１
小計

３４
小計

準完形 ５ １ １ １ １ ８
半形 ３

３６ ２
２

８ ０
１

２ ０ ０ １ ０ ０ ２
６

５０
片 ２ ２

石槍・
ナイフ

完形 １
小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計

１
小計

準完形 ０
半形

１ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
０

１
片 ０

つまみ付
きナイフ

完形 １
小計 小計

２
小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計

３
小計

準完形 ０
半形 ２

３ ０ ２
１

１ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
３

６
片 ０

スクレイ
パー

完形 ８
小計

１
小計

２
小計

１
小計 小計 小計

１
小計 小計 小計

１
小計 小計

１３
小計

準完形 ８ １ １ １ １ １２
半形 ４

２５ ２
１

４ ２ １ ０ １ ０ ０ １ １
５

３６
片 ５ １ ６

Ｕ・Ｒフレイク ２３ ２ ２ ３ １ １ ３２
石核 ６ ６

フレイク・チップ ２６８ ４ １９ ４１ １０ ２ ８ ６ ３ ３ ３ ３６７
原石 １ ２ １ ４

剥片石器群合計 ３６３ １２ ３５ ４７ １４ ２ ９ ７ ３ ４ ８ ５０４

磨
製
石
器
群

磨製石斧

完形 ３
小計 小計 小計

１
小計 小計 小計 小計 小計 小計

１
小計 小計

４
小計

準完形 ２ ２
半形 １

１１ ２
２

１０
１

５ ２ ０ ０ ０ ０ １ ０
４

３０
片 ７ ２ ６ ３ ２ ２０

原石 ２ １ ３
磨製石器群合計 １３ ２ １０ ５ ２ ０ ０ ０ ０ １ １ ３４

礫

石

器

群

たたき石

完形
小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計

０
小計

準完形 １ １ ２
半形

２ １ ０
３

３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
３

６
片 １ １

砥石

完形
小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計

０
小計

準完形 ０
半形

０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
０

１
片 １ １

台石・
石皿

完形
小計 小計 小計 小計 小計 小計

１
小計 小計 小計 小計 小計

１
小計

準完形 ０
半形

１ ０ １ ３ ０ ０ ３ ０ ０ ０ ０
０

８
片 １ １ ３ ２ ７

礫石器群（石器）合計 ３ １ ２ ６ ０ ０ ３ ０ ０ ０ ０ １５

石

製

品

玉

完形
小計 小計

１
小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計

１
小計

準完形 １ １
半形

０ ０ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０
０

２
片 ０

石製品

完形 １
小計 小計

１
小計 小計

２
小計 小計

１
小計 小計 小計 小計 小計

５
小計

準完形 ０
半形

１ ０ １ ０ ２ ０ １ ０ ０ ０ ０
０

５
片 ０

石製品合計 １ ０ ２ ０ ２ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ７

礫

加工痕の
ある礫

完形 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 ０ 小計
片 １ １ ４ ４ ８ ８ １ １ １ １ ０ １ １ ０ ０ ０ １ １ １７ １７

使用痕の
ある礫

完形 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 ０ 小計
片 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

自然礫
完形 ３ 小計 ３ 小計 １９ 小計 ４ 小計 ７ 小計 小計 １ 小計 小計 小計 小計 ２ 小計 ３９ 小計
片 ２０ ２３ １４ １７ ４８ ６７ １４ １８ １５ ２２ １ １ ９ １０ ０ ０ ０ ５ ７ １２６ １６５

礫合計 ２４ ２１ ７５ １９ ２３ １ １１ ０ ０ ０ ８ １８２
合 計 ４０６ ３６ １２６ ８４ ４７ １１ ２５ １０ ４ ６ １７ ７７２

表２５ 包含層出土石器類点数表
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する。また、Ｒ－２２区等はグリッド内から多数出土しているが、周囲のグリッドからはさほど点数が

認められない。

「Ⅰ群土器」は調査区南側部分、特にＴ－１８区に集中がみられる。「Ⅲ群土器」は調査区全体から散

在的に出土している。「Ⅳ群土器」は両年度調査区の境界付近に少数、また、Ｇ－３７区に多く認められ

る。「Ⅴ群土器」は平成１９年度調査区に多く、概ね「総点数」と同様なあり方を示す。「Ⅶ群土器」は

Ｍ・Ｎ－２８区に集中する。「土製品」はＬ・Ｍ－２７区にのみ認められる。「未分類土器」はほとんどが

Ⅴ群土器であると考えられ、平成１９年度調査区において散在的、また集中するグリッドがともに認め

られる。

「Ⅲ層」では「土器総点数」と同様なあり方を示す。３０ラインより北東側はⅢ層を調査しない範囲

である。「Ⅴ１層」では平成１９年度調査区で散在的及び集中するグリッドがともに認められる。「Ⅴ２

層」では平成１９年度調査区全体から散在的な出土である。「Ⅴ層」では調査区全体から散在的な出土で

ある。「Ⅵ層」ではまばらで、Ｐ－３５区に集中がみられる。「風倒木痕（Ｆ層）」ではＬ－２９区やＴ－３０

区のような集中するグリッドが認められるが、他は散在的である。

「良好」・「剥離」・「小破片」では概ね「土器総点数」と同様なあり方を示す。「磨耗」では平成１９年

度調査区に散在的に少数認められる。

石器類（図３４～４３）

石器類総点数・群・器種・層位ごとの出土分布図を作成した。

「石器類総点数」ではＬ－１６区やＮ－２８区とその周辺のグリッドに集中があり、調査区のほぼ全体

に分布が認められる。

図２９ 包含層出土遺物分布図（１）
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「旧石器群」は散在的な出土でＯ－３３・３４区にやや集中する。「ＭＢ 細石刃」はＯ－３３・３４区にの

み認められる。「ＢＬ 石刃」は平成２０年度調査区に多く散在的な出土である。「ＥＳ 掻器」はＲ－

２９区から１点の出土である。「ＳＳ 削器」は平成１９年度調査区に散在的に認められる。「ＲＳ 円形

掻器」はＴ－３５区から１点の出土である。「ＦＫ フレイク」は平成２０年度調査区にのみ少数認められ

る。

「剥片石器群」は「石器類総点数」とほぼ同様なあり方を示す。「石鏃」は平成１９年度調査区からの

出土が多く、極端に集中するグリッドはみられない。「石錐」はＭ－２７区から１点の出土である。「つ

まみ付きナイフ」は少数が散在する。「スクレイパー」は調査区全体に認められるが、平成１９年度調査

区に多い。「Ｕ・Ｒフレイク」は散在的である。「石核」は平成１９年度のみからの出土で散在的である。

「フレイク」は調査区全体に認められるが、Ｌ－１６区、Ｍ・Ｎ－２４区、Ｔ－３７区に集中するグリッド

がみられる。「原石（剥片石器群）」は平成１９年度調査区から少数の出土である。

「磨製石器群」は調査区全体に散在的な出土である。「磨製石斧」は「磨製石器群」とほぼ同様であ

る。「磨製石斧原石」はＫ－２１・２７区、Ｇ－３８区からそれぞれ１点の出土である。

「礫石器群」は平成１９年度調査区で少数が散在する。「たたき石」はＦ－２８区、Ｌ－２０区、Ｏ－２８区

からの出土である。「砥石」はＰ－２７区から１点の出土である。「台石・石皿」は平成１９年度調査区に

散在的に認められる。

「石製品総点数（玉含む）」は平成１９年度調査区に少数が散在的に認められる。「玉」はＳ－２８・２９

区からそれぞれ１点ずつの出土である。「石製品（玉以外）」はＨ－３０区、Ｏ－２４区、Ｑ－２１区、Ｕ－

３３区からの出土である。

「礫総点数」では平成１９年度調査区に多く散在的である。「加工・使用痕のある礫」は平成１９年度調

査区に散在的である。「礫」（自然礫）は「礫総点数」とほぼ同様なあり方を示す。

「Ⅲ層」では、平成１９年度調査区に限られ、Ｌ－１６区、Ｎ－２８区とその周囲のグリッドに集中する。

「Ⅴ１層」では、平成１９年度調査区に散在的に出土がみられる。「Ⅴ２層」では、平成１９年度調査区に

出土が認められる。「Ⅴ層」及び「Ⅵ層」では、調査区全体に散在的に認められる。「Ⅶ層」では、「旧

石器群」とほぼ同様な在り方を示す。「風倒木痕（Ｆ層）」は、調査区の中央付近から、東側よりにみ

られる。

遺物の分布のあり方については、次のようにまとめられる。調査対象とする層の違いもあり、一概

にはいえないが、土器・石器類ともに、平成１９年度調査区のⅢ層からの出土が多い。一方、旧石器群

は、平成２０年度調査区に多く分布が認められる。本遺跡の主な時期は、Ⅲ・Ⅴ層出土のⅤ群土器と石

器類であり、調査区の中央～南側部分を中心にみられる。もう一つは旧石器群で、旧石器ブロック（Ｓ

Ｂ）も考慮すると平成２０年度調査区を中心にみられ、これらの時期以外の遺物は断片的といえる。

２ 土器

（１）復原土器（図４４～５１ 表２６～６６ 図版７～１４）

＊Ⅲ層出土の復原土器（１～３３）

３３個体を復原した。復原土器の総破片数は１，２２９点で出土総点数の７．０％である。１は擦文土器の鉢、

２～１６は深鉢、１７～２４は鉢、２５～３０は浅鉢、３１・３２は舟形土器、３３は壷形土器である。

鉢（擦文土器）

１は大きく開く口縁部から底部へと直線的にすぼまる器形を呈し、外面にはタテハケがみられる。
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図４４ 包含層出土の復原土器（１）

２ 土器
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図４５ 包含層出土の復原土器（２）
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深鉢形土器

２は直立気味の口縁部から底部へと若干曲線的にすぼまる器形を呈する。外面にはＬＲ縦走縄文が

施され、口縁部には横走沈線文と垂下する直線的な複数の沈線文がある。口唇部～内面にかけてはＬ

Ｒ撚紐刻みが施され、胴部下位～底部付近はＲの条と沈線文がみられる。３は直立気味の口縁部から

胴部へ至る器形を呈し、外面はＬＲ斜行縄文と複数の沈線文がある。口縁部は小突起を有し、ＬＲ縄

文と棒状工具による刻みが施される。４は波状口縁で、若干内湾する口縁部から曲線的に胴部へ至る

器形である。外面はＲＬ縄文が施され、口縁部には横走沈線文と曲線的な蛇行沈線文がみられる。口

唇部はＲＬ縄文である。５は開口する口縁部から胴部中位まで直線的にすぼまり、そこから直線的に

胴部下位へ至る器形を呈する。外面は剥離面が目立ち、地文はＲＬ縦位回転施文と考えられる。口縁

部には平行沈線文が施される。６は若干内湾する口縁部から底部へと直線的にすぼまる器形を呈する。

外面はＲＬ斜行縄文で、口縁部には平行沈線文及び刺突文列が施される。口唇部から外面にかけては

棒状工具による刻みがみられる。７は直立気味の口縁部から緩やかに底部へと至る器形を呈する。外

面は剥離面が目立ち、ＲＬ縦走縄文が施される。口唇部の棒状工具による施文により、口縁部は小波

状が連続する形態を呈する。８は直立気味の口縁部から底部へと曲線的にすぼまる器形を呈する。外

面はＬＲ縦走縄文で、指あるいは棒状工具による口唇部の施文で、口縁部は小波状が連続する形態で

ある。底外面にも条が観察される。９は開口する口縁部から直線的に底部につながる器形を呈する。

鉢に分類する方が適切かもしれない。外面はＲＬ縦走縄文が施され、口唇部は棒状工具による刻みが

ある。１０は口縁部から直線的に胴部中位へと至る器形で、外面は縦走気味のＬＲ縄文、口唇部は棒状

工具による刻みが施される。１１は直立気味の口縁部で、外面はＬＲ縄文地に平行沈線文が施される。

口唇部上の棒状工具による施文により、口縁部は小波状が連続してみえる。１２は胴部から直線的に底

部へすぼまる器形と推測され、外面はＬＲ縄文が施される。１３は直立気味の胴部上位から直線的にす

ぼまる器形を呈し、外面にはＬＲ斜行縄文が施される。１４は緩やかにふくらむ胴部から曲線的に底部

へと至る器形を呈する。外面はＲＬ縦走縄文で、底外面にもＲＬ縄文がみられる。１５は直線的に底部

へとすぼまる器形で顕著な丸底を呈する。ＬＲ縄文が外面は横走気味、底外面は羽状を呈するよう施

される。１６は曲線的に底部へとつながる器形を呈し、丸底で下面観は楕円形である。外面及び底外面

にＬＲ縄文が施される。

２～１６はⅤ群ｃ類タンネトウＬ式に相当する。

鉢形土器

１７は曲線的に開く口縁部から緩やかにふくらみながら底部へ至る器形を呈する。外面はＬＲ斜行縄

文で、口縁部は複数の横走沈線文、突起部は垂下する蛇行沈線文が施される。口唇部から内面にかけ

て一部縄文がある。１８は上面観が不整な楕円形で、直立する口縁部から曲線的に底部に至る器形を呈

する。山形の突起が二個一組で認められ穿孔が施される。外面はＬＲ斜行縄文地に曲線的な沈線文が

みられる。底部は丸底で縄文と指頭による圧痕文がある。１９は大きく開く口縁部から曲線的に底部に

至る器形で突起部を有する。外面は剥離面が目立ち、口縁部はＬＲ縄文地に曲線的な沈線文が施され

る。口唇部はＲＬ縄文と棒状工具による刻み、突起部分は指頭による凹みがみられる。内面にも突起

部分を中心に沈線文が施される。２０は開口する口縁部から底部へと直線的にすぼまる器形で、外面は

ＲＬ縄文、口唇部から内面にかけてはＲＬ撚紐刻みが施される。２１は開口する口縁部から直線的に底

部へ至る器形を呈し、口唇部、外面、底外面にＲＬ縄文が施される。２２はミニチュア土器で、成形痕

と考えられる指頭圧痕がみられる。２３は開口する口縁部から胴部へとすぼまる器形を呈し、外面にＲ

Ｌ縄文が施される。口唇部は棒状工具による施文がある。２４は胴部下位～底部でＬＲ縄文がみられる。

２ 土器
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図４６ 包含層出土の復原土器（３）
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図４７ 包含層出土の復原土器（４）

２ 土器
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１７～２４はⅤ群ｃ類タンネトウＬ式に相当する。

浅鉢形土器

２５は大きく開口する口縁部から直線的に底部に至る器形を呈し、上面観は楕円形である。外面はＬ

Ｒ縄文と山形沈線文が施され、口唇部はＬＲ撚紐と棒状工具により施文される。底部は丸底で縄文と

沈線文がみられ、胴部との境には刺突文を列状に施し区画する意図がうかがえる。２６は開口する口縁

部から曲線的に底部へと至る器形を呈する。口縁部は無文地に複数の横走沈線文があり、胴部はＬＲ、

底外面はＲＬ縄文が施される。内面はＲＬ縄線文がみられる。２７は大きく開く口縁部から曲線的に底

部へとつながる器形で、上面観は楕円形様で短径部分は直線を呈すると推測する。外面はＲＬ縄文で、

口唇部から内面にかけてＬ撚紐刻み、刺突文、沈線文、円形刺突文が組み合わされて施される。２８は

大きく開口する口縁部から曲線的に底部へ至る器形で、外面はＬＲ斜行縄文がみられる。口唇部から

内面にかけて撚紐刻み、棒状工具による刻み、撚紐圧痕文、沈線文が施される。２９は大きく開く口縁

部から曲線的に底部に至る器形で、上面観は縦長の六角形を呈すると推測する。外面はＬＲ縄文で、

口唇部から内面にかけては撚紐刻み、棒状工具による刻み、Ｒ縄線文、円形刺突文が組み合わされて

施される。３０は大きく開く口縁部から曲線的に底部へと至る器形で、外面はＬＲ縄文がみられる。口

唇部は突起を有し、ＬＲ原体による縄文及び撚紐圧痕文が施される。

２５～３０はⅤ群ｃ類タンネトウＬ式に相当する。

舟形土器

３１は直立気味の口縁部から胴部へと直線的につながり、そこから曲線的に底部へとすぼまる器形を

呈する。上面観は楕円形で、突起を有し直下の外面に粘土が貼付けられる。外面はＬＲ縄文、口縁部

は工字文風の沈線文で、この内部には横位の縄線文がみられる。また、沈線文内に赤色顔料が付着し

ている部分がある。３２は曲線的に外反する頸部から胴部・底部へ至る器形で、上面観は楕円形を呈す

る。頸部はＲＬ縄文がみられ、胴部上半は無文帯で刻みが施された段で区画され、その下半はＲＬ縄

文地に曲線的な沈線文が施される。底外面はＲＬ縄文と沈線文状の調製痕がみられる。

３１・３２はⅤ群ｃ類タンネトウＬ式に相当する。

壷形土器

３３は頸部から胴部上位（肩部）で、すぼまった頸部から胴部へと曲線的にふくらむ器形を呈する。

頸部は上下を沈線文により区画された無文帯で、胴部上位はＲＬ縄文地に横走する沈線文が施される。

３３はⅤ群ｃ類タンネトウＬ式に相当する。

＊Ⅴ１・Ⅴ２・Ⅴ層出土の復原土器（３４～３９）

６個体を復原した。復原土器の総破片数は２８６点で出土総点数の１．６％である。３４～３７は深鉢、３８は

鉢、３９は皿形土器である。

深鉢形土器

３４は直立する頸部から緩やかに底部へと至る器形である。外面はＲＬ縄文地に横走する直線的な沈

線文と山形の沈線文がみられ、半円状の沈線文が複数入れ子状に組み合わされた文様も施される。３５

は直立する口縁部から若干頸部ですぼまり、そこからわずかにふくらんで直線的に底部に至る器形で、

口縁部はＬ縄線文と垂下する沈線文がみられる。頸部の器形の変化点には刺突文列があり、胴部はＲ

Ｌ縄文である。口唇部はＬ撚紐と棒状工具による施文が観察され、口縁部は小波状が連続する形態で

ある。３６は胴部から直線的に底部へ至る器形で、外面及び底外面にＲＬ縄文が施される。３７は直立気

味の胴部から底部へとつながる筒形の器形を呈し、外面と底外面にＬＲ縄文が施される。

３４～３６はⅤ群ｃ類タンネトウＬ式、３７はⅢ群ｂ類萩ヶ岡式に相当する。
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図４８ 包含層出土の復原土器（５）
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図４９ 包含層出土の復原土器（６）
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図５０ 包含層出土の復原土器（７）

２ 土器
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鉢形土器

３８は若干内湾する口縁部から肩部へとふくらみ、そこから直線的に底部へすぼまる器形を呈する。

口縁部はＲＬ縄文地に粘土の貼付と平行沈線文がみられ、頸部は上下を沈線文で区画された無文帯で

ある。胴部上位は縄文地に複数の横走沈線文があり、これらの沈線文間に縦位の短い沈線文が組み合

わされて施される。中位は縄文帯で下位は曲線的な工字文風の沈線文がみられる。また、赤色顔料が

付着する部分もある。

３８はⅤ群ｃ類タンネトウＬ式に相当する。

皿形土器

３９は緩やかに開口する口縁部から曲線的に底部へ至る器形で、外面はＲＬ縦走縄文である。口唇部

は小突起を有しＬ撚紐圧痕文がみられ、外面にかけての部分は棒状工具による刻みが施される。

３９はⅤ群ｃ類タンネトウＬ式に相当する。

＊風倒木痕（Ｆ層）出土の復原土器（４０・４１）

２個体復原した。復原土器の総破片数は９６点で出土総点数の０．５％である。４０は深鉢、４１は浅鉢である。

深鉢形土器

４０は直立気味の口縁部から直線的に底部に至る器形と推測する。ＬＲ縄文が外面と底外面にみられ、

口唇部は小突起を有し、内面にかけての部分に棒状工具による刻みとＬＲ撚紐刻みが施される。

４０はⅤ群ｃ類タンネトウＬ式に相当する。

浅鉢形土器

４１は大きく開口する口縁部から底部へと直線的に至る器形で、上面観は楕円形様で短径部分が直線

図５１ 包含層出土の復原土器（８）
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を呈すると推測する。外面はＬＲ縄文で、口唇部から内面にかけてＲＬ撚紐刻み、棒状工具による刻

み、ＬＲとＲＬの縄線文が施される。

４１はⅤ群ｃ類タンネトウＬ式に相当する。

（２）破片土器（図５２～５８ 表６７ 図版１５～１８）

破片土器の掲載分の総破片数は３３３点で土器総点数の１．９％である。

＊Ⅲ層出土の破片土器（１～４６）

１～４１は口縁部、４２～４５は底部、４６は胴部破片である。

口縁部破片

１はＲＬ縄文地に平行沈線文と曲線的な沈線文があり、口唇部には撚紐刻みが施される。２は無文

地に平行沈線文と縦方向に弧状の沈線文がみられ、口唇部は刻み様の大きな凹みと撚紐刻みが施され

る。３はＲＬ縄文地に平行沈線文がみられ、口唇部は縄文と棒状工具による刻みが施される。４はＬ

Ｒ縄文地に平行沈線文がみられ、口唇部には撚紐刻みが施される。５はＬＲ縄文地に平行沈線文が施

され、口唇部に縄文と棒状工具による刻みがみられる。６はＲＬ縄文地に平行沈線文がみられ、口唇

部の施文は撚紐と棒状工具による刻みである。７はＬＲ縄文に平行沈線文がみられ、口唇部は撚紐刻

みが施される。８はＲＬの縦位回転施文と考えられ平行沈線文が施される。９もＬＲの縦位施文と平

行沈線文が施され、口唇部は縄文と指頭圧痕による刻みがみられる。１０は外面にＲＬ縄文と沈線文が

みられ内面にも沈線文が施される。口唇部の施文は撚紐と棒状工具による刻みである。１１は口縁部に

Ｌ撚糸文と楕円形の沈線文が施され、刺突文を有する貼付帯により胴部の無文部分と区画される。１２

はＲＬ縄文地に縦方向の沈線文が認められる。１３はＬＲ縄文地に沈線文と刺突文が施され、口唇部は

縄文である。１４は口唇部直下の外面に横方向の条痕文がみられ、その下位部分はＲＬ縄文が施される。

口唇部は刺突文風の刻みがみられる。１５はＬＲ縄文で口唇部は撚紐刻みが施される。１６は外面と口唇

部にＬＲ縄文がみられる。１７は外面がＬＲ縄文で口唇部は撚紐及び棒状工具による刻みが施される。

浅鉢であるかもしれない。１８は突起を有し、ＲＬ縄文、沈線文、穿孔が施される。口唇部は指頭によ

る凹みとＲＬ撚紐刻みがみられる。１９は突起を有しＲＬ縄文と沈線文が施される。口唇部の施文は縄

文と棒状工具による刻みである。２０は突起部でＬＲ縄文と沈線文が施される。口唇部は磨耗し不明瞭

な条が観察される。２１は外面にＲＬ縄線文と沈線文がみられ、口唇部は棒状工具による刻みが施され

る。２２はＲＬ縄文地に沈線文がみられ一部は縦位に短いものが施される。口唇部は沈線文が観察され

る。２３は外面に粘土の貼付と沈線文がみられ口唇部は無文である。２４は小型で外面に沈線文が施され

口唇部は無文である。２５は外面及び口唇部に沈線文が施される。２６は突起部で粘土貼付、穿孔、Ｒ縄

線文が外面に施され、口唇部はＬＲ縄文である。２７は外面にＲＬ縄文、ＬＲ縄線文、沈線文が施され、

無文帯を有する。口唇部は沈線文と撚紐刻みがみられる。２８は外面にＬ・ＬＲの縄線文と沈線文が施

され、口唇部は細かな刻みがみられる。２９は外面にＬＲ縄文及び刺突文が施され、無文部分が横環す

る。口唇部はＬＲ縄文と刻みである。３０は口唇部直下の器面が無文で、その下位部分はＲＬ縦走縄文

が施される。３１は外面にＬＲ縄文、内面にＲ縄線文、口唇部に縄文、刻み、刺突文が施される。３２は

比較的大きな破片で、外面はＲＬ縄文、内面は沈線文と円形刺突文、口唇部はＲＬ縄文と刻みが施さ

れる。３３は大きさの異なる突起を有し、外面にはＬＲ縄文地に粘土の貼付、放射状の沈線文が施され

る。口唇部から内面にかけて縄線文、刻み、刺突文が観察される。３４は外面がＲＬ縄文で突起部分は

無文である。口唇部から内面にかけて縄線文、刻み、刺突文、沈線文が施される。３５は緩やかな突起

を有し外面はＲＬ縄文である。口唇部から内面にかけて、縄線文、沈線文、刻みが施される。３７は外

２ 土器
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図５２ 包含層出土の破片土器（１）
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図５３ 包含層出土の破片土器（２）
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図５４ 包含層出土の破片土器（３）
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面がＬＲ縄文で、口唇部から内面にかけて縄線文と刻みが施される。３８は外面がＬＲ縄文で、口唇部

から内面にかけてＬＲ縄文と刻みが施される。３９・４０は外面がＬＲ縄文で口唇部と内面は無文である。

４１は口縁部から底部まで接合したもので、外面にＬＲ縄文が施される。指頭による口唇部の施文によ

り、口縁部は小波状が連続する形態を呈する。

１～４１はⅤ群ｃ類タンネトウＬ式に相当する。

図５５ 包含層出土の破片土器（４）

２ 土器
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底部破片

４２はＲＬ縄文地に沈線文が施され、底外面にも縄文がみられる。４３は胴部と底外面にＬＲ縄文が施

される。４４は胴部と底外面にＲＬ縄文が施される。４５は底外面が上げ底で胴部分が残存しない。

４２～４４はⅤ群ｃ類タンネトウＬ式に相当し、４５はⅦ群と推測される。

胴部破片

４６は外面にＬＲ縄文が施され無文部分を有し、縄文地に縄線文と刺突文がみられる。４７はＬＲ縄文

が施される。

４６・４７はⅤ群ｃ類タンネトウＬ式に相当する。

＊Ⅴ層出土の破片土器（４８～５４・５７）

４８～５１・５７は口縁部、５２・５３・５４は胴部である。

口縁部破片

４８は外面にＲＬ縄文と平行沈線文がみられ、口唇部は小突起を有し無文である。４９は外面がＬＲ縄

文で口唇部から内面にかけてＲＬ縄線文と刻みが施される。５０は口縁部が肥厚し断面が三角形を呈す

る。内外面にＬＲ縄文、口唇部に刺突文が施される。また、外面に円形刺突文がみられる。５１は口縁

部が肥厚し、口唇部とその直下の外面には押引文が施される。その下位はＬＲ縄文地に円形刺突文が

施される。５７は外面と口唇部にＬＲ縄文が施され内面には沈線文が観察される。

４８・４９・５７はⅤ群ｃ類タンネトウＬ式、５０はⅣ群ａ類タプコプ式、５１はⅢ群ｂ類北筒式に相当する。

胴部破片

５２はＲＬ縄文地に垂下する貼付が施され、この上に爪の押捺施文がみられる。５３は複節ＬＲＬ縄文

地に、半截竹管状工具を用いた平行沈線文が施される。５４はＬ右巻きの撚糸文がみられ、絡条体圧痕

文が施される。

５２・５３はⅢ群ｂ類萩ヶ岡式に、５４はⅠ群ｂ類東釧路Ⅳ式に相当する。

図５６ 包含層出土の破片土器（５）
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図５７ 包含層出土の破片土器（６）
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＊異なる層位出土のものが接合した破片土器（５５・５６・５８～６１）

５５・５６・５８～６１は異なる層位出土のものが接合した破片で、５５・５６・５８・５９は口縁部、６０・６１は胴

部である。

口縁部破片

５５は外面にＲＬ縄文と平行沈線文がみられ、口唇部は粘土貼付による突起を有する。内面は棒状工

具による施文がみられる。５６はＬＲ縄文地に平行沈線文と曲線的な沈線文が組み合わされて施され、

工字文風である。また、口唇部は縄文である。５８は外面に広く無文部分を有し、口唇部から内面にか

けて縄線文、縄端圧痕文、刺突文、沈線文が施される。５９は口唇部直下の外面が無文でその下位にＲ

Ｌ縄文がみられる。口唇部はＬの縄線文と刻み、内面は棒状工具による刺突文が施される。

５５・５６・５８・５９はⅤ群ｃ類タンネトウＬ式に相当する。

図５８ 包含層出土の破片土器（７）・土製品等
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胴部破片

６０は上位に沈線文、下位はＬＲの縦位回転施文が施される。６１は上位に平行沈線文、下位はＲＬ縄

文が施される。

６０・６１はⅤ群ｃ類タンネトウＬ式に相当する。

＊Ⅵ層出土の土器（６２）

６２はⅥ層出土の口縁部で外面と内面にはＲＬ縄文が施される。Ⅴ群ｃ類タンネトウＬ式に相当する。

＊Ⅰ層出土の土器（６３）

６３はⅠ層出土の口縁部で外面はＬＲ縄文地に沈線文が施され、内面にも沈線文が観察される。Ⅴ群

ｃ類タンネトウＬ式に相当する。

＊風倒木痕（Ｆ層）出土の土器（６４～６６）

６４～６６は風倒木痕（Ｆ層）からの出土で、６４は口縁部破片、６５・６６は胴部破片である。

口縁部破片

６４はＲＬ縄文地に曲線的な沈線文が施され、口唇部は縄文と棒状工具による刻みがある。Ⅴ群ｃ類

タンネトウＬ式に相当する。

胴部破片

６５は外面に刺突文を有する貼付帯とＬ縄線文が施される。６６は外面にＬＲ縦走縄文が施される。

６５・６６はⅤ群ｃ類タンネトウＬ式に相当する。

（３）土製品等（図５８ 表６８ 図版１８）

土器品等の掲載分の総点数は４点で、出土土器総点数の０．０２％である。

６７はⅤ群ｃ類の胴部破片で、左右両側端部が打ち欠きによりえぐれている。「土器片錘」であるかも

しれない。６８はⅤ群ｃ類の破片が円形に加工され、半分が残存したと考えられる。６９は筒状を呈する

注口部で浅い縄文が施される。７０はⅤ層からの出土で、断面は辺がわずかに内湾する三角形状を呈し、

特殊な器形の底部破片と推測する。

３ 石器類

（１）旧石器群（図２８・５９・６０ 表６９ 図版１９）

Ⅲ層から２点、Ⅴ２層・Ⅴ層から９点、Ⅵ層から６点、Ⅶ層から８点、風倒木痕内から５点出土し

た。本石器群における掲載率は７３％である。

細石刃（ＭＢ）（図２８－３５～４０）

細石刃等小型の旧石器は原寸で掲載するため、旧石器ブロック（ＳＢ）出土のものも含め第Ⅳ章９

節図２８に集約した。

３５はやや湾曲し上端部側を破損する。３６は黒曜石製で下端部を破損する。３７は頁岩製で断面が三角

形を呈する。３８は上端部を破損し背面右側縁部に微細な剥離痕がみられる。３９は黒曜石製で下端部を

破損する。４０は下端部を破損し背面右側縁部には微細な剥離痕が認められる。４１は黒曜石製で上端部

を破損する。

石刃（ＢＬ）（図５９－１～１１）

１は頁岩製で腹面右側縁に一部微細な剥離痕がみられる。２は黒曜石製で上下端部を破損する。３

は黒曜石製で被熱し、背面両側縁部には二次調整が認められる。４は頁岩製で背面の上端部から右側

縁部にかけて二次調整が認められる。５は頁岩製で背面の両側縁部に二次加工が観察される。６・７

３ 石器類
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は頁岩製で下端部を破損する。８はやや幅広で頁岩製、下端部を破損する。９は頁岩製で背面右側縁

部が湾曲する。１０は頁岩製で腹面には被熱による「焼けはじけ」がみられる。１１は頁岩製で下端部側

を大きく破損する。

サイドスクレイパー（ＳＳ）（図６０－１２～１４）

１２は背腹両面の稜が磨滅している。Ⅲ層出土で縄文時代のものである可能性がある。１３は背面に広

図５９ 包含層出土の旧石器（１）
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く原礫面を残し同面右側縁部には二次調整が施される。１４は黒曜石製で背面の右側縁部は湾曲し、同

面両側縁部に二次加工がみられる。

ラウンドスクレイパー（ＲＳ）（図６０－１５）

１５は背面下縁に調整がみられる。素材は横長剥片である。

（２）剥片石器群（図６１・６２ 表７０ 図版１９・２０）

「石鏃」（１６～３８）

Ⅲ層から３６点、Ⅴ１層から２点、Ⅴ２層から８点、Ⅵ層から２点、風倒木痕内から１点出土した。

残存状態の割合は完形６８％、準完形１６％、半形１２％、片４％で、本器種における掲載率は４６％である。

１６は二等辺三角形を呈し基部が内湾する。１７は有茎で腹面に剥離面を大きく残す。１８は有茎で背面

に樋状剥離がみられる。１９は二等辺三角形を呈し背面に先行剥離面を残す。２０は二等辺三角形を呈し

平基である。２１は基部が若干内湾する。２２は細長い二等辺三角形を呈し樋状剥離がみられる。２３は有

茎で両側縁は曲線的に先端部へと収束する。２４は有茎で左右非対称の形態を呈する。２５は基部が内湾

し曲線的な側縁である。２６は有茎で菱形を呈し背腹両面に剥離面を残す。２７は二等辺三角形を呈し腹

面は周縁部にのみ二次調整が施される。２８は基部が直線的に内湾する。２９は二等辺三角形を呈し基部

が内湾する。３０は茎部を破損し腹面右側縁には比較的大きな剥離痕が観察される。３１・３２は基部が曲

線的に内湾し、３１は頁岩製、３２は黒曜石製である。３３は有茎で腹面に剥離面を残す。３４は茎の一部を

破損し左右非対称の形態を呈する。３５は有茎で背腹両面に剥離面を残す。３６は黒曜石製で両側縁部は

曲線的である。３７は上下両端部破損し背面には一部原礫面を残し、腹面は樋状剥離がみられる。３８は

小型で五角形を呈する。

「石錐」（３９）

Ⅴ層から残存状態が完形のものが１点出土した。３９は黒曜石製で錐部の断面は方形を呈するので、

スクレイパーかもしれない。

「つまみ付きナイフ」（４０～４２）

Ⅲ層から３点、Ⅴ２層から２点、Ⅴ層から１点出土した。残存状態の割合は完形５０％、半形５０％で、

本器種における掲載率は５０％である。

４０は横長で頁岩製、背面に一部原礫面を残す。４１は縦長で背腹両面に調整が施される。樋状剥離が

図６０ 包含層出土の旧石器（２）
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図６１ 包含層出土の剥片石器（１）
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顕著である。４２は黒曜石製で背面にのみ二次加工が施される。

「スクレイパー」（４３～５２）

Ⅲ層から２５点、Ⅴ１層から２点、Ⅴ２層・Ⅴ層から４点、Ⅵ層から１点、風倒木痕内から３点出土

した。残存状態の割合は完形３６．１％、準完形３３．３％で、半形１３．８％、片１６．７％で、本器種における掲

載率は２７．８％である。

４３・４４は黒曜石製のラウンドスクレイパーである。背面に二次調整が施され、腹面には打点側から

の大きな樋状剥離がみられる。４５は縦長剥片を素材とし両側縁と下端部に刃部が設けられる。４６は横

図６２ 包含層出土の剥片石器（２）

３ 石器類
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長剥片を素材とし背面と腹面の右側縁部に刃部が作出される。４７は小型で背面に二次調整が施される。

４８は背面に原礫面を有し同面右側縁部と下縁に刃部が設けられる。４９は黒曜石製で背腹両面に二次加

工が施される。５０は縦長剥片を素材とし背面左側縁部と下端部に刃部を有する。５１は黒曜石製で背面

両側縁部と下端部に刃部が作出される。５２は背腹両面に比較的大きな剥離面が多数みられ、石核を素

材とするものである。

（３）磨製石器群（図６３ 表７１ 図版２０）

「磨製石斧」（５３～５７）

Ⅲ層から１１点、Ⅴ１層から２点、Ⅴ２層・Ⅴ層から１５点、Ⅵ層から２点、風倒木痕内から１点出土

した。残存状態の割合は完形１３．３％、準完形６．７％、半形１３．３％、片６６．７％で、本器種における掲載率

は１６．７％である。

５３は大型で基部側を破損する。５４は接合したもので蛇紋岩製である。５５は基部側を破損し全体的に

丹念な研磨が施される。５６は片岩製で基部側を破損する。５７は基部で緑色泥岩製である。

（４）礫石器群（図６３・６４ 表７２ 図版２０・２１）

「たたき石」（５８～６０）

Ⅲ層から２点、Ⅴ１層から１点、Ⅴ層から３点出土した。残存状態の割合は準完形３３．３％、半形５０％、

片１６．７％で、本器種における掲載率は５０％である。

５８は範囲確認調査時に出土し接合したものである。硬質な砂岩製で下端部にたたき痕がみられる。

５９は緑色泥岩製で下端部には刃部を有する。表裏両面及び側面に多数のたたき痕が認められるので、

磨製石斧の転用品であると推測する。６０は砂岩製で下端部にたたき痕、上端部は破損面が認められる。

「砥石」

Ⅴ２層から１点出土しているが、残存状態の分類が「片」で小さいため掲載していない。

「台石」（６１）

Ⅲ層から１点、Ⅴ２層・Ⅴ層から４点、風倒木痕内から３点出土した。残存状態の割合は完形１２．５％、

片８７．５％で、本器種における掲載率は１２．５％である。

６１は安山岩製、表裏両面に平滑化した面があり、周囲に多数の敲打痕がみられる。出土状況の写真

を掲載した（図版４）。

（５）石製品（図６４ 表７３ 図版２１）

Ⅲ層から１点、Ⅴ２層・Ⅴ層から２点、Ⅵ層から２点、風倒木痕内から２点出土した。石製品にお

ける掲載率は４２．９％である。

「玉」（６２・６３）

６２はⅤ２層出土で完形である。下端面に別の穿孔の痕跡が認められ、一つの原石を複数ヶ所穿孔し

量産した可能性を推測する。６３は風倒木痕内出土で上端部を一部破損する。概ね円形を呈し丹念に研

磨され製作されている。これらは肉眼での鑑定では石材を特定できなかったため、自然科学的手法に

よる岩石鑑定を行い「タルク岩（滑石）」との結果を得た。その内容はⅥ章に掲載した。

「棒状原石」（６４）

６４は縦長で背面に原礫面を残す。腹面左側上端部には加工が施されるので、スクレイパーやＵ・Ｒ

フレイクであるかもしれない。 （末光正卓）
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図６３ 包含層出土の磨製・礫石器（１）
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図６４ 包含層出土の礫石器（２）・石製品
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４４ １ ７ N－２８区 Ⅲ
層 １７ ２ （５．２）（１２．８）（１０．８） ２１０ 口縁部

～底部 鉢 Ⅶ群

接合破片
総点数 接合・同一個体破片
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ヨコナデ 橙色
（７．５YR６／６）

黒色化
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部分

口縁部
（２５％） ナデ 橙色
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黒色化
炭化物付着 ＊

タテハケ
ヨコナデ

橙色
（７．５YR７／６） 黒色化 ＊ 胴部上半

（２５％） ヨコナデ 浅黄橙色
（７．５YR８／６）

黒色化
炭化物付着 ＊

タテハケ 橙色
（７．５YR７／６）

黒色化
炭化物付着

剥離
部分

胴部下半～底部
（６０％） ナデ 浅黄橙色

（７．５YR８／６）
黒色化
炭化物付着 ＊

＊ にぶい橙色
（１０YR７／４～６／４）

黒色化
炭化物付着

丸底
７０％剥離

底面
（３０％） ナデ 浅黄橙色

（１０YR８／４）
黒色化
炭化物付着 ＊
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～底部 深鉢 Ⅴ群 c類

接合破片
総点数 接合・同一個体破片
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LR撚紐刻み にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

黒色化
炭化物付着 突起 口唇部

（４０％）

LR縦走縄文
平行沈線文
蛇行垂下沈線文

にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

黒色化
炭化物付着 剥離あり 口縁部

（４０％）
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ヨコナデ

にぶい黄橙色
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LR縦走縄文（褐灰色） 黒色化
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内

面

LR縄文
棒状工具刻み

浅黄橙色
（１０YR８／４） ＊ 小突起 口唇部

（４０％）

LR斜行縄文
平行沈線文

浅黄橙色
（１０YR８／４） 黒色化 ＊ 口縁部

（４０％） ヨコナデ 浅黄橙色
（１０YR８／４） ＊ ＊

LR斜行縄文
（別原体での施文）

浅黄橙色
（１０YR８／４） ＊ ＊ 胴部上位

（１５％） ヨコナデ

浅黄橙～
にぶい黄橙色
（１０YR８／４
～７／２）

＊ ＊

図 番
号
図
版

出土
地点

層
位

遺物
番号

破片
点数

計 測 値 （㎝） 重量
（g） 部 位 器 種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

４４ ４ ７ P－２７区 Ⅲ
層 １３１７（２９．３）（２５．８） ＊ １，４７０ 口縁部～

胴部下半 深鉢 Ⅴ群 c類

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・層位（点数）
O－２８区・Ⅲ（５）、P－２７区・Ⅲ（３３）、P－２８区・Ⅲ（１４）

６９

胎 土
（混和材）

繊
維 ？ 粒

径 粗 種
類
岩石・鉱物
ともにあり 量 多量 備

考

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率） 文様・調整 色調 使用の痕跡 その他

内

面

RL 縄文 橙色
（７．５YR７／６） ＊ 突起 口唇部

（４０％）

RL縦走縄文
平行沈線文
蛇行垂下沈線文

橙色
（７．５YR７／６） ＊ ＊ 口縁部

（４０％） ヨコナデ

にぶい橙
～橙色
（７．５YR７／４
～７／６）

＊ ＊

RL縦走縄文 橙色
（７．５YR７／６） ＊ ＊ 胴部上半

（４０％） ヨコナデ

にぶい橙
～橙色
（７．５YR７／４
～７／６）

＊ ＊

RL縦走縄文

橙～にぶい
黄橙色

（７．５YR７／６
～１０YR７／３）

赤色化？
明赤褐色（５YR５／６） ＊ 胴部下半

（４０％） ヨコナデ

にぶい橙
～橙色
（７．５YR７／４
～７／６）

＊ ＊

図 番
号
図
版

出土
地点

層
位

遺物
番号

破片
点数

計 測 値 （㎝） 重量
（g） 部 位 器 種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

４５ ６ ８ O－２８区 Ⅲ
層 １６１９（１９．０）（２７．１） ＊ ９５０ 口縁部～

胴部上半 深鉢 Ⅴ群 c類

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・層位（点数）
J－２７区・Ⅲ（１）、K－２７区（３）、O－２８区・Ⅲ（３３）

５６

胎 土
（混和材）

繊
維 ？ 粒

径 粗 種
類 岩石主体 量 中～多量 備

考 チャート

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率） 文様・調整 色調 使用の痕跡 その他

内

面

棒状工具刻み 黄橙色（１０YR８／６） 黒色化？ ＊ 口唇部
（３５％）

（口唇部にかけて）
棒状工具刻み
RL斜行縄文
平行沈線文
刺突文

にぶい
黄橙色
（１０YR７／３）

黒色化 ＊ 口縁部
（３５％）

（棒状工具刻み）
ヨコナデ
指頭圧痕

浅黄橙色
（１０YR８／４） 黒色化 ＊

RL斜行縄文 にぶい黄橙色
（１０YR７／３） 黒色化 ＊ 胴部上半

（３０～２５％） ヨコナデ
にぶい黄橙色
（１０YR６／４） 黒色化 ＊

図 番
号
図
版

出土
地点

層
位

遺物
番号

破片
点数

計 測 値 （㎝） 重量
（g） 部 位 器 種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

４４ ５ ７ M－２６区 Ⅲ
層 １１２９（２３．９）（２８．０） ＊ １，２２０ 口縁部～

胴部下半 深鉢 Ⅴ群 c類

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・層位（点数）
M－２６区・Ⅲ（３６）

６５

胎 土
（混和材）

繊
維 少量 粒

径 中～細 種
類
岩石・鉱物
ともにあり 量 中量 備

考

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率） 文様・調整 色調 使用の痕跡 その他

内

面

RL 縄文 浅黄橙色
（１０YR８／４） 黒色化 ＊ 口唇部

（１５％）

RL斜行縄文
平行沈線文

浅黄橙色
（１０YR８／４）

黒色化
炭化物付着 ＊ 口縁部

（１５％） ヨコナデ にぶい黄橙色
（１０YR７／４） 黒色化 ＊

RL斜行縄文 浅黄橙色
（１０YR８／４） 黒色化 ＊ 胴部上半

（４０％） ヨコナデ 浅黄橙色
（１０YR８／４） 黒色化 ＊

RL斜行縄文 にぶい黄橙色
（１０YR７／４） 黒色化 ＊ 胴部下半

（３０％） ヨコナデ 浅黄橙色
（１０YR８／４）

黒色化
炭化物付着 ＊

図 番
号
図
版

出土
地点

層
位

遺物
番号

破片
点数

計 測 値 （㎝） 重量
（g） 部 位 器 種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

４５ ７ ８ P－２１区 Ⅲ
層 ８ ３６（２６．０）（２２．１）（８．８）１，２２０ 口縁部

～底部 深鉢 Ⅴ群 c類

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・層位（点数）
P－２１区・Ⅲ（１１）、P－２２区・Ⅲ（１３）、Q－２２・Ⅲ（２２）

８２

胎 土
（混和材）

繊
維 少量 粒

径 細 種
類 岩石主体 量 中量 備

考

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率） 文様・調整 色調 使用の痕跡 その他

内

面

棒状工具
刺突文
（刻み様）

にぶい
黄橙色
（１０YR７／３）

黒色化
炭化物付着 ＊ 口唇部

（７０％）

RL縦走縄文 浅黄橙色
（１０YR８／３）

黒色化
炭化物付着 剥離痕 口縁部

（７０％） ヨコナデ にぶい黄橙色
（１０YR７／３）

黒色化
炭化物付着 ＊

RL縦走縄文 にぶい黄橙色
（１０YR７／４） 黒色化 ＊ 胴部上半

（８０％） ヨコナデ にぶい黄橙色
（１０YR７／３）

黒色化
炭化物付着 ＊

RL縦走縄文 にぶい橙色
（１０YR６／４）

赤色化？
にぶい赤褐色
（５YR５／４）

剥離痕
輪積み痕

胴部下半
～底部
（５０％）

ヨコナデ
にぶい
黄橙色
（１０YR７／３）

黒色化
炭化物付着 ＊

縄文
ナデ？

にぶい黄橙色
（１０YR７／４） 黒色化 丸底？ 底面

（１０％） ？ （灰黄褐色） 黒色化 ＊

図 番
号
図
版

出土
地点

層
位

遺物
番号

破片
点数

計 測 値 （㎝） 重量
（g） 部 位 器 種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

４５ ８ ８ S－１８区 Ⅲ
層 ６ ２５ ２５．１（２６．０）（６．３）１，１８０ 口縁部

～底部 深鉢 Ⅴ群 c類

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・層位（点数）
S－１８・Ⅲ（５０）

７５

胎 土
（混和材）

繊
維 少量 粒

径 粗 種
類 岩石主体 量 中 備

考 亜角礫状

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率） 文様・調整 色調 使用の痕跡 その他

内

面

ヨコナデ
棒？指？による刻み

にぶい黄橙色
（１０YR７／３） 黒色化 ＊ 口唇部

（１０％）

LR縦走縄文 浅黄橙色
（１０YR８／３）

黒色化
炭化物付着 ＊ 口縁部

（１０％） ヨコナデ にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

黒色化
炭化物付着 ＊

LR縦走縄文 にぶい橙色
（７．５YR６／４）

黒色化
炭化物付着 ＊ 胴部上半

（３０％） ヨコナデ にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

黒色化
炭化物付着 ＊

LR縦走縄文 橙色
（７．５YR７／６）

赤色化？
橙色

（２．５YR７／８）
＊

胴部下半
～底部
（６０％）

ヨコナデ にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

黒色化
炭化物付着 ＊

LR縄文 にぶい橙色
（７．５YR７／４） 黒色化 丸底 底面

（５０％） ナデ 浅黄橙色
（１０YR８／４）

黒色化
炭化物付着 ＊

表２６ Ｎ－２８区出土復原土器観察表 表２７ Ｐ－２１区出土復原土器観察表

表２８ Ｒ－１９区出土復原土器観察表 表２９ Ｐ－２７区出土復原土器観察表

表３０ Ｍ－２６区出土復原土器観察表 表３１ Ｏ－２８区出土復原土器観察表

表３２ Ｐ－２１区出土復原土器観察表 表３３ Ｓ－１８区出土復原土器観察表

１０４



図 番
号
図
版

出土
地点

層
位

遺物
番号

破片
点数

計 測 値 （㎝） 重量
（g） 部 位 器 種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

４５ ９ ８ N－２８区 Ⅲ
層 ＊ １３ １６．５（２０．６）（５．４） ５７０ 口縁部

～底部 深鉢 Ⅴ群 c類

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・層位（点数）
M－２８区・Ⅲ（１１）

２４

胎 土
（混和材）

繊
維 無 粒

径 細 種
類 鉱物主体 量 少量 備

考

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率） 文様・調整 色調 使用の痕跡 その他

内

面

棒状工具刻み にぶい黄橙色
（１０YR６／３） ＊ ＊ 口唇部

（５％）

RL縦走縄文
ヨコナデ

にぶい黄橙色
（１０YR８／４）炭化物付着 ＊ 口縁部

（５％） ヨコナデ にぶい黄橙色
（１０YR６／３）

黒色化
炭化物付着 ＊

RL縦走縄文

にぶい黄橙
～浅黄橙色
（１０YR７／４～
１０YR８／４）

黒色化？ ＊
胴部～
底面

（５～１０％）
ヨコナデ 灰黄褐色

（１０YR６／２）
黒色化
炭化物付着 ＊

（無文） にぶい黄橙色
（１０YR７／４） 黒色化 ＊ 底面

（３０％） ナデ？ にぶい黄橙色
（１０YR６／３） 黒色化 ＊

図 番
号
図
版

出土
地点

層
位

遺物
番号

破片
点数

計 測 値 （㎝） 重量
（g） 部 位 器 種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

４５１０ ８ P－２７区 Ⅲ
層 ＊ １０（２２．４）（１２．２） ＊ ６２０ 口縁部～

胴部上位 深鉢 Ⅴ群 c類

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・層位（点数）
N－２５区・Ⅲ（１）、O－２６区・Ⅲ（４）、P－２８区・Ⅲ（３）

１８

胎 土
（混和材）

繊
維 少量 粒

径 粗 種
類 岩石主体 量 少～中量 備

考

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率） 文様・調整 色調 使用の痕跡 その他

内

面

棒状工具刻み にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

黒色化
炭化物付着 ＊ 口唇部

（３０％）

LR縦走縄文 浅黄橙色
（１０YR８／４）

黒色化
炭化物付着 ＊ 口縁部

（３０％） ヨコナデ にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

黒色化
炭化物付着 ＊

LR縦走縄文 灰黄褐色
（１０YR６／２）

赤色化？
にぶい橙色
（７．５YR６／４）

＊ 胴部上位
（３０％） ヨコナデ （黒褐色） 黒色化

炭化物付着 ＊

図 番
号
図
版

出土
地点

層
位

遺物
番号

破片
点数

計 測 値 （㎝） 重量
（g） 部 位 器 種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

４５１１ ９ P－２９区 Ⅲ
層 ＊ ６ （５．０）（１６．８） ＊ １８０ 口縁部 深鉢 Ⅴ群 c類

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・層位（点数）
＊

６

胎 土
（混和材）

繊
維 無 粒

径 中粒 種
類
岩石・鉱物
ともにあり 量 中量 備

考

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率） 文様・調整 色調 使用の痕跡 その他
内

面

棒状工具刻み にぶい黄橙色
（１０YR７／４） ＊ ＊ 口唇部

（２０％）

LR斜行縄文
平行沈線文

にぶい橙色
（７．５YR７／４） 黒色化 ＊ 口縁部

（２５％）
ヨコナデ
指頭圧痕

浅黄橙～
にぶい橙色
（１０YR８／３～
７．５YR７／４）

＊ ＊

図 番
号
図
版

出土
地点

層
位

遺物
番号

破片
点数

計 測 値 （㎝） 重量
（g） 部 位 器 種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

４５１２ ９ Q－２８区 Ⅲ
層 １６５８（１９．５） ＊ ＊ １，２１０ 胴部 深鉢 Ⅴ群 c類

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・層位（点数）
Q－２８区・Ⅲ（２９）

７５

胎 土
（混和材）

繊
維 少量 粒

径 粗 種
類 岩石主体 量 中量 備

考 亜円礫状のチャート

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率） 文様・調整 色調 使用の痕跡 その他
内

面

LR斜行縄文 灰黄褐色
（１０YR６／２）

黒色化
炭化物付着 ＊ 胴部上半

（６０％） ヨコナデ にぶい黄橙色
（１０YR７／３） 黒色化 ＊

LR斜行縄文 にぶい褐色
（１０YR６／３）

黒色化
炭化物付着 ＊ 胴部下半

（６０％）
ヨコナデ

（工具のアタリ痕）
にぶい黄橙色
（１０YR７／２） 黒色化 ＊

図 番
号
図
版

出土
地点

層
位

遺物
番号

破片
点数

計 測 値 （㎝） 重量
（g） 部 位 器 種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

４６１３ ９ O－２８区 Ⅲ
層 １１５８（２２．２） ＊ ＊ １，０４０ 胴部 深鉢 Ⅴ群 c類

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・層位（点数）
N－２８区・Ⅴ（１）、O－２８区・Ⅲ（１１）

７０

胎 土
（混和材）

繊
維 無 粒

径 粗 種
類 岩石主体 量 中量 備

考 白色チャート

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率） 文様・調整 色調 使用の痕跡 その他

内

面

LR斜行縄文
橙色

（５YR５／６
～６／６）

黒色化 ＊ 胴部上半
（２０％）

ヨコナデ
（工具のアタリ痕）
沈線文状の調整痕

にぶい黄橙色
（１０YR６／３） 黒色化 ＊

LR斜行縄文
にぶい
橙色

（７．５YR７／４）

黒色化
赤色化？橙色
（２．５YR６／６）

＊ 胴部下半
（１００％）

ヨコナデ
（工具のアタリ痕）
沈線文状の調整痕

にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

黒色化
炭化物付着 ＊

図 番
号
図
版

出土
地点

層
位

遺物
番号

破片
点数

計 測 値 （㎝） 重量
（g） 部 位 器 種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

４５１４ ９ N－２４区 Ⅲ
層 ＊ ６ （９．５）（６．４） ＊ ２９０ 胴部～

底部 深鉢 Ⅴ群 c類

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・層位（点数）
N－２１区・Ⅲ（２）

８

胎 土
（混和材）

繊
維 少～微量 粒

径 細粒 種
類
岩石・鉱物
ともにあり 量 少量 備

考

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率） 文様・調整 色調 使用の痕跡 その他

内

面

RL縦走縄文

にぶい黄橙
～灰黄褐色
（１０YR７／３
～５／２）

＊ 剥離 胴部上半
（３０％） ヨコナデ 灰黄褐色

（１０YR６／２） 黒色化？ ＊

RL縦走縄文

にぶい黄橙
～灰黄褐色
（１０YR７／３
～５／２）

＊ ＊
胴部下半
～底部
（３０％）

ヨコナデ 灰黄褐色
（１０YR６／２） 黒色化？ ＊

RL 縄文 灰黄褐色
（１０YR４／２） 黒色化？ ＊ 底面

（１５％） ナデ 灰褐色
（１０YR４／１） 黒色化？ ＊

図 番
号
図
版

出土
地点

層
位

遺物
番号

破片
点数

計 測 値 （㎝） 重量
（g） 部 位 器 種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

４６１６ ９ L－２７区 Ⅲ
層 ＊ １０（９．２） ＊ （９．０） ４２０ 胴部下位

～底部 深鉢 Ⅴ群 c類

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・層位（点数）
L－２７区・F（７）

１７

胎 土
（混和材）

繊
維 中～多量 粒

径 細粒 種
類 中 量 鉱物主体 備

考

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率）文様・調整 色調 使用の痕跡 その他

内

面

LR斜行縄文 にぶい黄橙色
（１０YR７／４） ＊ ＊

胴部下半
～底部

（０～６０％）
ヨコナデ にぶい黄橙色

（１０YR７／４） ＊ ＊

LR縄文 にぶい黄橙色
（１０YR７／３） ＊ 丸底 底面

（７５％） ナデ にぶい黄橙色
（１０YR６／３） 黒色化？ ＊

図 番
号
図
版

出土
地点

層
位

遺物
番号

破片
点数

計 測 値 （㎝） 重量
（g） 部 位 器 種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

４６１５ ９ J－２５区 Ⅲ
層 ＊ １４（１３．４） ＊ ９．８ ３２０ 胴部下位

～底部 深鉢 Ⅴ群 c類

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・層位（点数）
I－２５・Ⅲ（２）

１６

胎 土
（混和材）

繊
維 無 粒

径 中～粗 種
類
岩石・鉱物
ともにあり 量 中～多量 備

考

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率） 文様・調整 色調 使用の痕跡 その他

内

面

LR横走縄文

にぶい黄橙
～浅黄橙色
（１０YR７／４
～８／４）

黒色化
炭化物付着
赤色化 橙色
（５YR６／６）

＊
胴部下半
～底部

（１０～５０％）
ヨコナデ 灰黄褐色

（１０YR６／２）
黒色化
炭化物付着 ＊

LR羽状縄文 灰黄褐色
（１０YR６／２）

黒色化
炭化物付着 ＊ 底面

（９０％）
ヨコナデ
指頭圧痕 （褐灰色） 黒色化

炭化物付着 ＊

表３４ Ｎ－２８区出土復原土器観察表 表３５ Ｐ－２７区出土復原土器観察表

表３６ Ｐ－２９区出土復原土器観察表 表３７ Ｑ－２８区出土復原土器観察表

表３８ Ｏ－２８区出土復原土器観察表 表３９ Ｎ－２４区出土復原土器観察表

表４０ Ｊ－２５区出土復原土器観察表 表４１ Ｌ－２７区出土復原土器観察表

Ⅴ章 包含層出土の遺物

１０５



図 番
号
図
版

出土
地点

層
位

遺物
番号

破片
点数

計 測 値 （㎝） 重量
（g） 部 位 器 種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

４６１７１０ N－２８区 Ⅲ
層 ＊ ２２（１２．５）（１７．９）（５．５） ４２０ 口縁部

～底部 鉢 Ⅴ群 c類

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・層位（点数）
＊

２２

胎 土
（混和材）

繊
維 少～微量 粒

径 中～粗 種
類
岩石・鉱物
ともにあり 量 少～中量 備

考

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率） 文様・調整 色調 使用の痕跡 その他

内

面

LR斜行縄文 にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

黒色化
炭化物付着 ＊ 口唇部

（１０％）

LR斜行縄文
平行沈線文
蛇行垂下沈線文

浅黄橙色
（１０YR８／４）

黒色化
炭化物付着 ＊ 口縁部

（２５％）
（LR斜行縄文）
ヨコナデ

にぶい橙～
にぶい黄橙色
（７．５YR６／４
～１０YR７／４）

黒色化
炭化物付着 ＊

LR斜行縄文

にぶい橙～
灰黄褐色
（７．５YR７／４
～１０YR６／２）

黒色化 ＊
胴部～
底部
（２０％）

ヨコナデ

にぶい橙～
にぶい黄橙色
（７．５YR６／４
～１０YR７／４）

黒色化
炭化物付着 ＊

図 番
号
図
版

出土
地点

層
位

遺物
番号

破片
点数

計 測 値 （㎝） 重量
（g） 部 位 器 種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

４６１８１０ P－２９区 Ⅲ
層 ３０１６ １１．０ １５．５ ９．３ ５５１ 口縁部

～底部 鉢 Ⅴ群 c類

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・層位（点数）
P－２９・Ⅲ（１４）

３０

胎 土
（混和材）

繊
維 無 粒

径 中～粗 種
類
岩石・鉱物
ともにあり 量 中量 備

考

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率） 文様・調整 色調 使用の痕跡 その他

内

面

LR縄文
棒状工具刻み

橙色
（５YR６／６） ＊ 小突起 口唇部

（９０％以上）

LR斜行縄文
沈線文
穿孔

橙色
（５YR６／６） 黒色化 ＊ 口縁部

（９０％以上）

R縄線文
ヨコナデ
（穿孔）

橙色
（５YR６／６） ＊ ＊

LR斜行縄文
沈線文

橙～にぶい
黄褐色

（５YR６／６～
１０YR５／３）

黒色化 ＊ 胴部上半
（９０％以上） ヨコナデ

橙～にぶい
黄橙色

（５YR６／６～
１０YR７／４）

黒色化 ＊

LR斜行縄文
沈線文

橙～にぶい
黄褐色

（５YR６／６～
１０YR５／３）

黒色化 ＊
胴部下半
～底部

（９０％以上）
ヨコナデ

橙～にぶい
黄橙色

（５YR６／６～
１０YR７／４）

＊ ＊

LR縄文
指頭による凹み

橙色
（５YR６／６
～６／８）

黒色化 丸底 底面
（９０％以上） ヨコナデ

橙～にぶい
黄橙色

（５YR６／６～
１０YR７／４）

＊ ＊

図 番
号
図
版

出土
地点

層
位

遺物
番号

破片
点数

計 測 値 （㎝） 重量
（g） 部 位 器 種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

４７２０１０ O－２５区 Ⅲ
層 ＊ ７ （９．５）（２３．２）（１１．８） ４００ 口縁部

～底部 鉢 Ⅴ群 c類

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・層位（点数） ＊
７

胎土
（混和材）

繊
維 無 粒

径 粗 種
類
岩石・鉱物
ともにあり 量 少～中量 備

考

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率） 文様・調整 色調 使用の痕跡 その他

内

面

RL撚紐刻み
にぶい黄橙色
（１０YR７／３
～７／４）

＊ ＊ 口唇部
（２０％）

RL斜行縄文
穿孔

ヨコナデ？

にぶい黄橙色
（１０YR７／３
～７／４）

黒色化 ＊ 口縁部
（２０％）

（穿孔）
ヨコナデ

にぶい
黄橙色
（１０YR６／３）

＊ ＊

RL斜行縄文 灰黄褐色
（１０YR６／２）

黒色化
炭化物付着 ＊ 胴部～底部

（２０～０％） ヨコナデ 黄橙色
（１０YR８／６）

黒色化
炭化物付着 ＊

RL 縄文？ 灰黄褐色
（１０YR６／２） 黒色化？ ＊ 底面

（５％） ヨコナデ 黄橙色
（１０YR８／６） ＊ ＊

図 番
号
図
版

出土
地点

層
位

遺物
番号

破片
点数

計 測 値 （㎝） 重量
（g） 部 位 器 種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

４６１９１０ L－２８区 Ⅲ
層 ２３ ８（１５．０）（２１．５）（６．２） ６４０ 口縁部

～底部 鉢 Ⅴ群 c類

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・層位（点数）
L－２８・Ⅲ（１５）

２３

胎 土
（混和材）

繊
維 ？ 粒

径 細粒 種
類 鉱物主体？ 量 微～少量 備

考

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率） 文様・調整 色調 使用の痕跡 その他

内

面

RL斜行縄文
指頭による凹み
棒状工具刻み

にぶい
黄橙色
（１０YR６／４）

黒色化 突起 口唇部
（４０％）

LR斜行縄文
平行沈線文

にぶい黄橙色
（１０YR７／３）

黒色化
炭化物付着 ＊ 口縁部

（４０％）

LR縄文
沈線文

棒状工具刻み

にぶい黄橙色
（１０YR６／４） 黒色化？ ＊

LR斜行縄文 にぶい黄橙色
（１０YR７／３）

黒色化
炭化物付着 ＊ 胴部～底部

（２０％） ヨコナデ にぶい黄橙色
（１０YR７／４） 黒色化？ ＊

LR縄文 にぶい黄橙色
（１０YR７／３） 黒色化 丸底？ 底面

（２０％） ナデ？ （褐灰色） 黒色化
炭化物付着 ＊

図 番
号
図
版

出土
地点

層
位

遺物
番号

破片
点数

計 測 値 （㎝） 重量
（g） 部 位 器 種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

４７２１１０ O－２７区 Ⅲ
層 ＊ ５ ９．７ （１６．２） ６．０ ３２０ 口縁部

～底部 鉢 Ⅴ群 c類

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・層位（点数）
N－２７・Ⅲ（２）

７

胎 土
（混和材）

繊
維 ？ 粒

径 細粒 種
類 鉱物主体 量 中量 備

考

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率） 文様・調整 色調 使用の痕跡 その他

内

面

RL斜行縄文 にぶい黄橙色
（１０YR７／３）

黒色化
炭化物付着 ＊ 口唇部

（１０％）

RL斜行縄文 にぶい黄橙色
（１０YR７／３）

黒色化
炭化物付着 ＊ 口縁部

（１５％）
ヨコナデ

（工具のアタリ痕）（黒褐色）
黒色化
炭化物付着 ＊

RL斜行縄文 にぶい黄橙色
（１０YR６／３） 黒色化 ＊ 胴部～底部

（２０％） ヨコナデ 灰黄褐色
（１０YR６／２）

黒色化
炭化物付着 ＊

RL 縄文 にぶい黄橙色
（１０YR７／４） ＊ 凹み底？ 底面

（９０％）
ナデ

指頭圧痕
浅黄橙色
（１０YR８／４） 黒色化 ＊

図 番
号
図
版

出土
地点

層
位

遺物
番号

破片
点数

計 測 値 （㎝） 重量
（g） 部 位 器 種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

４７２２１０ P－１９区 Ⅲ
層 １ １ ３．５ （６．６）（３．０） ２７．４ 口縁部

～底部
鉢

（小型） Ⅴ群 c類

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・層位（点数）
＊

１

胎 土
（混和材）

繊
維 ？ 粒

径 細 種
類 鉱物主体 量 少量 備

考

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率） 文様・調整 色調 使用の痕跡 その他

内

面

＊ にぶい黄褐色
（１０YR５／３） ＊ ＊ 口唇部

（５％）

指頭圧痕 にぶい黄橙色
（１０YR６／３） ＊ ＊ 口縁部

（５％）
ナデ？
指頭圧痕

浅黄橙色
（１０YR８／３） ＊ ＊

指頭圧痕 にぶい黄橙色
（１０YR６／３） 黒色化 ＊ 胴部～底部

（１０％）
ナデ

指頭圧痕
灰黄褐色
（１０YR４／２） ＊ ＊

ナデ
指頭圧痕 （黒褐色） 黒色化？ ＊ 底面

（２０％）
ナデ

指頭圧痕
灰黄褐色
（１０YR４／２） ＊ ＊

図 番
号
図
版

出土
地点

層
位

遺物
番号

破片
点数

計 測 値 （㎝） 重量
（g） 部 位 器 種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

４７２３１１ O－２９区 Ⅲ
層 ＊ ７ （３．９） １２．８ ＊ １００ 口縁部～

胴部上位 鉢 Ⅴ群 c類

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・層位（点数）
P－２８区・Ⅲ（１）、Q－２７区・Ⅲ（１）

９

胎 土
（混和材）

繊
維 無 粒

径 細粒 種
類 鉱物主体 量 少量 備

考

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率） 文様・調整 色調 使用の痕跡 その他

内

面

棒状工具刻み
沈線文

橙色
（７．５YR７／６
～１０YR７／６）

黒色化 赤色
顔料？

口唇部
（８０％）

RL斜行縄文
にぶい黄橙色
（１０YR７／３
～７／４）

黒色化
炭化物付着？ ＊ 口縁部

（８０％）
（棒状工具刻み）
ヨコナデ

にぶい黄橙色
（１０YR７／３
～７／４）

黒色化
炭化物付着 ＊

RL斜行縄文
穿孔

にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

黒色化
炭化物付着 ＊ 胴部上半

（６０％）
ヨコナデ
穿孔

にぶい黄橙色
（１０YR７／４） 黒色化 ＊

図 番
号
図
版

出土
地点

層
位

遺物
番号

破片
点数

計 測 値 （㎝） 重量
（g） 部 位 器 種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

４７２４１１ M－２９区 Ⅲ
層 ＊ ７ （４．３） ＊ （７．４） １００ 胴部下位

～底部 鉢？ Ⅴ群 c類

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・層位（点数）
＊

７

胎 土
（混和材）

繊
維 ？ 粒

径 細粒 種
類
岩石・鉱物
ともにあり 量 中～多量 備

考

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率） 文様・調整 色調 使用の痕跡 その他
内

面

LR斜行縄文 にぶい黄橙色
（１０YR７／４） 黒色化 ＊

胴部下半
～底部
（４０％）

ヨコナデ （褐灰色） 黒色化 ＊

LR斜行縄文 にぶい黄橙色
（１０YR７／３） ＊ 丸底 底面

（４０％） ナデ （褐灰色） 黒色化 ＊

表４２ Ｎ－２８区出土復原土器観察表 表４３ Ｐ－２９区出土復原土器観察表

表４４ Ｌ－２８区出土復原土器観察表 表４５ Ｏ－２５区出土復原土器観察表

表４６ Ｏ－２７区出土復原土器観察表 表４７ Ｐ－１９区出土復原土器観察表

表４８ Ｏ－２９区出土復原土器観察表 表４９ Ｍ－２９区出土復原土器観察表

１０６



図 番
号
図
版

出土
地点

層
位

遺物
番号

破片
点数

計 測 値 （㎝） 重量
（g） 部 位 器 種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

４７２５１１ M－２９区 Ⅲ
層 １３ ３（１０．３）（１６．４）（１５．３） ５４０ 口縁部

～底部 浅鉢？ Ⅴ群 c類

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・層位（点数）
J－２９区・Ⅲ（３）、L－２６区・Ⅲ（３）・Ⅴ１（１）、

M－２８区・Ⅲ（２）、M－２９区・Ⅲ（１１）
２４

胎 土
（混和材）

繊
維 ？ 粒

径 中粒 種
類 岩石主体 量 中量 備

考 白色チャート？滑石？

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率） 文様・調整 色調 使用の痕跡 その他

内

面

LR 撚紐刻み
棒状工具刻み

にぶい黄橙色
（１０YR７／４） 黒色化 ＊ 口唇部

（５０％）

LR斜行縄文
山形沈線文

にぶい黄橙色
（１０YR７／４） 黒色化 ＊ 口縁部

（５０％） ヨコナデ にぶい黄橙色
（１０YR７／４） 黒色化 ＊

LR斜行縄文 にぶい黄橙色
（１０YR７／４） 黒色化 ＊ 胴部～底部

（５０％） ヨコナデ にぶい黄橙色
（１０YR７／４） ＊ ＊

LR縄文
沈線文
刺突文

にぶい黄橙
～橙色

（１０YR７／４～
７．５YR６／６）

黒色化 丸底 底面
（９０％）

ナデ
沈線文状の調整痕

にぶい黄橙色
（１０YR７／４） 黒色化 ＊

図 番
号
図
版

出土
地点

層
位

遺物
番号

破片
点数

計 測 値 （㎝） 重量
（g） 部 位 器 種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

４７２６１１ R－２３区 Ⅲ
層 ＊ ６ （６．６） ＊ ＊ １１０ 口縁部

～底部 浅鉢 Ⅴ群 c類

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・層位（点数）
＊

６

胎 土
（混和材）

繊
維 ？ 粒

径 粗 種
類 岩石主体 量 少量 備

考

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率） 文様・調整 色調 使用の痕跡 その他

内

面

RL撚紐刻み にぶい黄橙色
（１０YR７／４） 黒色化 小突起 口唇部

（１５％）

平行沈線文
にぶい黄橙～
（灰黄褐色）
（１０YR７／３）

黒色化 ＊ 口縁部
（１５％） RL 縄線文 にぶい黄橙色

（１０YR７／３） ＊ ＊

LR斜行縄文 灰黄褐色
（１０YR６／２） 黒色化 ＊ 胴部～底部

（５％） ヨコナデ にぶい黄橙色
（１０YR７／３） ＊ ＊

RL 縄文 （褐灰色） 黒色化 ＊ 底面
（４５％） ナデ 灰黄褐色

（１０YR６／２） 黒色化？ ＊

図 番
号
図
版

出土
地点

層
位

遺物
番号

破片
点数

計 測 値 （㎝） 重量
（g） 部 位 器 種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

４８２８１１ O－２８区 Ⅲ
層 １６１９（１１．７）（３０．０） ＊ ４２０ 口縁部

～底部 浅鉢 Ⅴ群 c類

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・層位（点数）
O－２８区・Ⅲ（２１）

３６

胎 土
（混和材）

繊
維 少量 粒

径 中～粗粒 種
類 岩石主体 量 中量 備

考 安山岩

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率） 文様・調整 色調 使用の痕跡 その他

内

面

LR 撚紐刻み
棒状工具刻み

浅黄橙色
（１０YR８／３） 黒色化 突起 口唇部

（４０％）

LR斜行縄文 にぶい黄橙色
（１０YR６／３）

黒色化
炭化物付着 ＊ 口縁部

（４０％）

LR撚紐圧痕文
沈線文

（棒状工具刻み）
ヨコナデ

浅黄橙色
（１０YR８／３） 黒色化 ＊

LR斜行縄文
浅黄橙～
（褐灰色）
（１０YR８／４）

黒色化
炭化物付着 ＊ 胴部～底部

（４０％） ヨコナデ

浅黄橙～
灰黄褐色
（１０YR８／３
～６／２）

黒色化 ＊

LR縄文 （褐灰色） 黒色化 丸底 底面
（１００％） ナデ にぶい黄橙色

（１０YR７／４） 黒色化 ＊

図 番
号
図
版

出土
地点

層
位

遺物
番号

破片
点数

計 測 値 （㎝） 重量
（g） 部 位 器 種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

４８２７１１ N－２３区 Ⅲ
層 ９ ２６（９．１）（３１．０） ８．０ ７８０ 口縁部

～底部 浅鉢 Ⅴ群 c類・赤色顔料

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・層位（点数）
N－２３区・Ⅲ（３４）

６０

胎 土
（混和材）

繊
維 ？ 粒

径 中～粗 種
類
岩石・鉱物
ともにあり 量 多量 備

考

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率）文様・調整 色調 使用の痕跡 その他

内

面

L撚紐刻み
刺突文
ナデ

にぶい黄橙色
（１０YR６／３） 黒色化？

突起
赤色顔料

口唇部
（４０％）

RL斜行縄文 にぶい橙色
（７．５YR６／４）

黒色化
炭化物付着 ＊ 口縁部

（４０％）

沈線文
円形刺突文
刺突文

L撚紐圧痕文

にぶい褐色
（７．５YR５／４） ＊ 赤色

顔料

RL斜行縄文 にぶい橙色
（７．５YR６／４）

黒色化
炭化物付着 ＊ 胴部上半

（４０％） ナデ にぶい褐色
（７．５YR５／４） 黒色化 ＊

RL斜行縄文 にぶい黄橙色
（１０YR６／４） 黒色化 ＊

胴部下半
～底部
（９０％）

ナデ にぶい褐色
（７．５YR５／４） 黒色化 ＊

縄文？ にぶい黄橙色
（１０YR６／４） ＊ 剥離

磨耗
底面
（９０％） ナデ （黒褐色） 黒色化

炭化物付着？ ＊

図 番
号
図
版

出土
地点

層
位

遺物
番号

破片
点数

計 測 値 （㎝） 重量
（g） 部 位 器 種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

４８２９１２ J－２７区 Ⅲ
層 ６ ２３（９．６）（３２．０）（９．８） ９１０ 口縁部

～底部 浅鉢 Ⅴ群 c類

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・層位（点数）
I－２７区・Ⅲ（２６）、J－２７区・Ⅲ（９）

５７

胎 土
（混和材）

繊
維 無 粒

径 中粒 種
類 鉱物主体 量 中量 備

考
ガラス状光沢の

黒鉱物

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率） 文様・調整 色調 使用の痕跡 その他

内

面

LR撚紐刻み
棒状工具刻み
ヨコナデ

にぶい橙色
（７．５YR６／４） 黒色化 ＊ 口唇部

（５０％）

LR斜行縄文 にぶい橙色
（７．５YR６／４） 黒色化 ＊ 口縁部

（５０％）

（棒状工具刻み）
R縄線文
円形刺突文

にぶい橙色
（７．５YR６／４） 黒色化 ＊

LR斜行縄文 にぶい橙色
（７．５YR６／４） 黒色化 ＊ 胴部～底部

（５０％） ナデ にぶい橙色
（７．５YR６／４） 黒色化 ＊

LR縄文 にぶい黄橙色
（１０YR７／３） ＊ 丸底 底面

（５０％） ナデ？ にぶい褐色
（７．５YR５／４） 黒色化 ＊

図 番
号
図
版

出土
地点

層
位

遺物
番号

破片
点数

計 測 値 （㎝） 重量
（g） 部 位 器 種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

４９３０１２ P－２１区 Ⅲ
層 ８ １３ １０．７ ＊ （１０．８） ５８０ 口縁部

～底部 浅鉢 Ⅴ群 c類

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・層位（点数）
P－２１区・Ⅲ（７）、P－２２区・Ⅲ（１４）、O－２１区・Ⅲ（４）、

O－２２区・Ⅲ（１）、O－２３区・Ⅲ（７）
４６

胎 土
（混和材）

繊
維 ？ 粒

径 細粒 種
類
岩石・鉱物
ともにあり 量 中量 備

考

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率） 文様・調整 色調 使用の痕跡 その他

内

面

LR縄文
LR撚紐圧痕文
指頭による凹み
ナデ

にぶい黄橙色
（１０YR７／４） 黒色化？ 突起 口唇部

（４０％）

LR斜行縄文 にぶい黄橙色
（１０YR７／３） 黒色化 ＊ 口縁部

（４０％）
ヨコナデ
指頭圧痕

にぶい黄橙色
（１０YR７／３） 黒色化 ＊

LR斜行縄文
ヨコナデ？

にぶい黄橙色
（１０YR７／３） 黒色化 ＊ 胴部～底部

（４０～３０％） ヨコナデ
にぶい黄橙色
（１０YR７／３） ＊ ＊

LR縄文 にぶい黄橙色
（１０YR７／３） ＊ ＊ 底面

（７５％） ナデ

浅黄橙～
にぶい黄橙色
（１０YR８／４
～７／３）

＊ ＊

図 番
号
図
版

出土
地点

層
位

遺物
番号

破片
点数

計 測 値 （㎝） 重量
（g） 部 位 器 種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

４９３２１３ S－２６区 Ⅲ
層 ２ ８ （９．６） ＊ ８．４ ２３５ 頸部～

底部 舟形 Ⅴ群c類 丹念な調整

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・層位（点数）
S－２６区・Ⅲ（２）

１０

胎 土
（混和材）

繊
維 微量 粒

径 細粒 種
類 鉱物主体？ 量 少量？ 備

考

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率） 文様・調整 色調 使用の痕跡 その他

内

面

RL 縄文
（工具のアタリ痕）
段：区画文

にぶい橙色
（７．５YR６／４） 黒色化 ＊ 頸部

（２５％） ヨコナデ にぶい黄褐色
（１０YR５／３） ＊ ＊

タテ・ヨコナデ
（工具のアタリ痕）
段・刻み（区画文）

にぶい橙色
（７．５YR６／４） 黒色化 無文帯 胴部上半

（２５％） ヨコナデ にぶい黄褐色
（１０YR６／４） ＊ ＊

RL斜行縄文
沈線文
円形刺突文

にぶい橙色
（７．５YR６／４） 黒色化？

底部
無文帯

胴部下半～底部
（６５％）

ヨコナデ
（調整痕：爪？）

にぶい黄褐色
（１０YR６／３） ＊ ＊

RL 縄文
沈線文状の調製痕

にぶい褐色
（７．５YR５／３） ＊ ＊ 底面

（１００％） ナデ （褐灰色） 黒色化 ＊

図 番
号
図
版

出土
地点

層
位

遺物
番号

破片
点数

計 測 値 （㎝） 重量
（g） 部 位 器 種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

４９３１１３ N－２８区 Ⅲ
層 ４６２７ １８．５ ２０．０ ７．８ ７００ 口縁部

～底部
舟形？
鉢？ Ⅴ群 c類

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・層位（点数）
J－２７区・Ⅲ（５）、N－２８区・Ⅲ（４９）

８１

胎 土
（混和材）

繊
維 無 粒

径 細粒 種
類 鉱物主体 量 少量 備

考

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率） 文様・調整 色調 使用の痕跡 その他

内

面

RL 縄文 浅黄橙色
（１０YR８／４） ＊ 赤色

顔料
口唇部
（８０％）

LR縄文・RL縄線文？
粘土貼付・穿孔
沈線文（工字文風）
段：水平区画沈線文

浅黄橙色
（１０YR８／４） 黒色化 沈線文内

赤色顔料
口縁部
（８０％）

LR縄文
RL 縄文
穿孔

ヨコナデ

にぶい黄橙色
（１０YR７／３） 黒色化 赤色

顔料

LR縄文 浅黄橙色
（１０YR８／４） 黒色化 ＊ 胴部～底部

（９０％） ヨコナデ にぶい黄橙色
（１０YR７／３） 黒色化 ＊

LR縄文 浅黄橙色
（１０YR８／４） 黒色化 丸底 底面

（９０％） ナデ にぶい黄橙色
（１０YR６／４） 黒色化？ ＊

表５０ Ｍ－２９区出土復原土器観察表 表５１ Ｒ－２３区出土復原土器観察表

表５２ Ｎ－２３区出土復原土器観察表 表５３ Ｏ－２８区出土復原土器観察表

表５４ Ｊ－２７区出土復原土器観察表 表５５ Ｐ－２１区出土復原土器観察表

表５６ Ｎ－２８区出土復原土器観察表 表５７ Ｓ－２６区出土復原土器観察表

Ⅴ章 包含層出土の遺物

１０７



図 番
号
図
版

出土
地点

層
位

遺物
番号

破片
点数

計 測 値 （㎝） 重量
（g） 部 位 器 種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

４９３３１３ N－２４区 Ⅲ
層 ＊ ４ （３．８） ＊ ＊ ３５ 頸部～

胴部上位 壷形 Ⅴ群 c類

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・層位（点数）
＊

４

胎 土
（混和材）

繊
維 ？ 粒

径 細粒 種
類 鉱物主体？ 量 少量 備

考

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率） 文様・調整 色調 使用の痕跡 その他
内

面

沈線文
ヨコナデ

にぶい黄橙色
（１０YR７／４） ＊ 無文帯 頸部

（３０％） ナデ？ にぶい黄橙色
（１０YR６／３） ＊ ＊

RL斜行縄文
沈線文（平行・垂下）

にぶい黄橙色
（１０YR７／４） ＊ ＊ 胴部上位

（２０％） 指頭圧痕 にぶい黄橙色
（１０YR６／３） ＊ ＊

図 番
号
図
版

出土
地点

層
位

遺物
番号

破片
点数

計 測 値 （㎝） 重量
（g） 部 位 器 種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

４９３４１３ J－２０区
Ⅴ
１
層
１４３１（３１．４） ＊ （１５．２）１，８３０（口縁部）～底部 深鉢 Ⅴ群 c類

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・層位（点数）
J－２０区・Ⅲ（２）、J－２０区・Ⅴ１（１５）、Ⅴ２（９）

５７

胎 土
（混和材）

繊
維 少量 粒

径 中粒 種
類
岩石・鉱物
ともにあり 量 中量 備

考

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率） 文様・調整 色調 使用の痕跡 その他

内

面

平行沈線文
山形沈線文
半円状複数の沈線文
RL斜行縄文

にぶい
黄橙色
（１０YR７／３）

黒色化？ 口唇部
残存せず

口縁部？
（５％以下） ヨコナデ

にぶい
黄橙色
（１０YR７／２）

黒色化 ＊

RL斜行縄文
にぶい黄橙
～灰黄褐色
（１０YR７／３～６／２）

黒色化 ＊ 胴部上半
（７０～５％） ヨコナデ

にぶい
黄橙色
（１０YR７／２）

黒色化
炭化物付着 ＊

RL斜行縄文 浅黄橙色
（１０YR８／３）

赤色化
橙色（５YR６／６） ＊ 胴部下半～底部

（２０～１０％） ヨコナデ にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

黒色化
炭化物付着 ＊

＊ ＊ ＊ 剥離 底面
（１％） ナデ？ （褐灰色） 黒色化 ＊

図 番
号
図
版

出土
地点

層
位

遺物
番号

破片
点数

計 測 値 （㎝） 重量
（g） 部 位 器 種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

５０３６１４ N－２５区 Ⅴ
層 ＊ ３１（１５．０） ＊ （９．１） ５００ 胴部中位

～底部 深鉢 Ⅴ群 c類

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・層位（点数）
M－２５区・Ⅴ（１１）

４２

胎 土
（混和材）

繊
維 中量 粒

径 中～細粒 種
類
岩石・鉱物
ともにあり 量 中～多量 備

考

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率） 文様・調整 色調 使用の痕跡 その他

内

面

RL縦走縄文

にぶい
黄橙色
（１０YR６／３
～６／４）

黒色化 ＊
胴部中位
～底部
（３５％）

ヨコナデ
にぶい
黄橙色
（１０YR７／３）

＊ ＊

RL 縄文

にぶい
黄橙色
（１０YR６／３
～６／４）

黒色化 ＊ 底面
（３０％） ナデ

にぶい
黄橙色
（１０YR７／３）

炭化物付着 ＊

図 番
号
図
版

出土
地点

層
位

遺物
番号

破片
点数

計 測 値 （㎝） 重量
（g） 部 位 器 種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

５０３５１３ H－３０区
Ⅴ
１
層
１２１０（２１．２）（２９．４） ＊ １，８１０ 口縁部～

胴部中位 深鉢 Ⅴ群 c類

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・層位（点数）
H－２０区・Ⅴ（３）、H－２９区・Ⅴ１（１０）、H－３０・Ⅴ１（３）・Ⅴ２（１５）、

範囲確認調査出土遺物 SP８７４０＋L２０・Ⅴ（７）
４８

胎 土
（混和材）

繊
維 少量 粒

径 粗～中 種
類 鉱物主体 量 少量 備

考

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率） 文様・調整 色調 使用の痕跡 その他

内

面

棒状工具刻み
L撚紐刻み

橙色～
（褐灰色）
（１０YR７／６）

黒色化
炭化物付着 ＊ 口唇部

（７０％）

（棒状工具刻み）
L 縄線文
蛇行垂下沈線文
ヨコナデ

にぶい
黄橙色
（１０YR７／２）

黒色化
炭化物付着

剥離
磨耗

口縁部
（７０％）

（L撚紐刻み）
ヨコナデ

にぶい
黄橙色
（１０YR６／３
～６／４）

黒色化 ＊

刺突文：区画文
RL斜行縄文

橙色
（７．５YR７／６）

黒色化
炭化物付着
赤色化？
橙色（７．５YR７／６）

剥離
胴部上位
～中位
（２０％）

（段）
ヨコナデ

にぶい
黄橙色
（１０YR６／３
～６／４）

黒色化
炭化物付着 ＊

図 番
号
図
版

出土
地点

層
位

遺物
番号

破片
点数

計 測 値 （㎝） 重量
（g） 部 位 器 種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

５０３７１４ G－３８区 Ⅴ
層 ＊ ３（１０．３） ＊ （８．４） ２２０ 胴部下半

～底部 深鉢 Ⅲ群 b類

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・層位（点数）
G－３７区・Ⅴ（４）

７

胎 土
（混和材）

繊
維 多量 粒

径 粗粒 種
類 岩石主体 量 少量 備

考

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率） 文様・調整 色調 使用の痕跡 その他
内

面

LR斜行縄文 橙色
（２．５YR６／６）

赤色化？
橙色

（２．５YR６／６）
＊

胴部下半
～底部
（３０％）

ヨコナデ 橙色
（７．５YR６／６） ＊ ＊

LR縄文 橙色
（２．５YR６／６） ＊ ＊ 底面

（１０％） ＊ ＊ ＊ ＊

図 番
号
図
版

出土
地点

層
位

遺物
番号

破片
点数

計 測 値 （㎝） 重量
（g） 部 位 器 種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

５０３８１４ M－２８区
Ⅴ
１
層
１１１９（１３．４）（１６．０） ＊ ５００ 口縁部～

胴部下半 鉢 Ⅴ群 c類

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・層位（点数）
K－２４区・Ⅲ（１）、K－２９区・Ⅲ（１）、M－２７区・Ⅲ（１３）・Ⅴ１（５）、

M－２８区・Ⅲ（３）・Ⅴ１（１０）、N－２７区・Ⅲ（１）、Ⅴ１（２）
５５

胎 土
（混和材）

繊
維 ？ 粒

径 粗粒 種
類 岩石主体 量 中量 備

考 軽石・火成岩？

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率） 文様・調整 色調 使用の痕跡 その他

内

面

棒状工具刻み
ナデ
ミガキ

にぶい
橙色

（７．５YR６／４）
黒色化 突起 口唇部

（５０％）

RL斜行縄文
貼付（刻み）
穿孔

平行沈線文
ナデ
ミガキ

にぶい
褐色

（７．５YR５／３）

黒色化
炭化物付着？

赤色
顔料
補修孔

口縁部
（５０％）

ナデ
（穿孔）

にぶい
褐色

（７．５YR５／４）

黒色化
炭化物付着？ ＊

RL 縄文
段：区画文

にぶい橙色
（１０YR７／４） 黒色化 赤色顔料

無文帯
頸部
（６０％）

ナデ
沈線文状の調製痕

にぶい橙色
（７．５YR６／４） 黒色化 器形の

くびれ

RL斜行縄文
沈線文（工字文風）
平行沈線文
突起状の凸
（沈線文の集合点）

明赤褐色
～（褐灰色）
（５YR５／６）

黒色化
炭化物付着

赤色
顔料

胴部上半
（７０％）

ヨコナデ
（ケズリ風）

にぶい
黄橙色
（１０YR６／３
～６／４）

黒色化
炭化物付着 ＊

RL斜行縄文
沈線文（工字文風）
平行沈線文

橙色
（７．５YR７／６）

黒色化
炭化物付着 縄文帯 胴部下半

（７０％）
ヨコナデ
（ケズリ風）

にぶい
黄橙色
（１０YR６／３～６／４）

黒色化
炭化物付着 ＊

図 番
号
図
版

出土
地点

層
位

遺物
番号

破片
点数

計 測 値 （㎝） 重量
（g） 部 位 器 種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

５０４０１４ T－３０区 F
層 ＊ ２８（３２．４）（２６．２） ９．７ １，４２０ 口縁部

～底部 深鉢 Ⅴ群c類 推定復原

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・層位（点数）
T－３０区・Ⅴ１（１６）

４４

胎 土
（混和材）

繊
維 ？ 粒

径 粗～中粒 種
類 岩石主体 量 少量 備

考

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率） 文様・調整 色調 使用の痕跡 その他

内

面

LR 撚紐刻み
棒状工具刻み

にぶい黄橙色
（１０YR７／３）

黒色化
炭化物付着 小突起 口唇部

（２５％）

LR斜行縄文 灰白色
（１０YR８／２）

黒色化
炭化物付着 ＊ 口縁部

（２５％）

（LR撚紐刻み）
（棒状工具刻み）
ヨコナデ

にぶい黄橙色
（１０YR７／２） 黒色化 ＊

LR斜行縄文（黒褐～褐灰色）
黒色化
炭化物付着 ＊ 胴部上半

（１０％） ヨコナデ （褐灰色） 黒色化 ＊

LR斜行縄文 ＊ 赤色化
橙色（５YR７／６） ＊ 胴部下半～底部

（１５％） ヨコナデ （黒褐色） 黒色化
炭化物付着 ＊

LR縄文 （褐灰色） 黒色化 ＊ 底面
（５０％） ナデ （黒褐色） 黒色化

炭化物付着 ＊

図 番
号
図
版

出土
地点

層
位

遺物
番号

破片
点数

計 測 値 （㎝） 重量
（g） 部 位 器 種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

５０３９１４ J－２０区
Ⅴ
１
層
１５３６（１０．３）（２９．６）（１６．０） ８７０ 口縁部

～底部 浅鉢 Ⅴ群 c類

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・層位（点数）
J－２０区・Ⅴ１（３４）・Ⅴ２（７）

７７

胎 土
（混和材）

繊
維 ？ 粒

径 粗～中粒 種
類 鉱物主体 量 中量 備

考 黒鉱物目立つ

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率） 文様・調整 色調 使用の痕跡 その他

内

面

L撚紐圧痕文
棒状工具刻み
ナデ

橙色
（７．５YR７／６） 黒色化 突起 口唇部

（５０％）

（棒状工具刻み）
RL斜行縄文
ヨコナデ

浅黄橙色
（１０YR８／４）

黒色化
炭化物付着 剥離 口縁部

（５０％）
ヨコナデ

（工具のアタリ痕）

にぶい橙～
浅黄橙色
（７．５YR６／４
～１０YR８／４）

黒色化 ＊

RL斜行縄文 にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

黒色化
炭化物付着 剥離 胴部

（８０％）
ヨコナデ

（工具のアタリ痕）

にぶい橙～
浅黄橙色
（７．５YR６／４
～１０YR８／４）

黒色化 ＊

RL斜行縄文 にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

黒色化
炭化物付着 剥離 底部

（３０％）

RL 縄文 （黒褐色） 黒色化
炭化物付着 剥離 底面

（３０％）
ヨコナデ

（工具のアタリ痕）

にぶい橙～
浅黄橙色
（７．５YR６／４
～１０YR８／４）

黒色化 ＊

表５８ Ｎ－２４区出土復原土器観察表 表５９ Ｊ－２０区出土復原土器観察表

表６０ Ｈ－３０区出土復原土器観察表 表６１ Ｎ－２５区出土復原土器観察表

表６２ Ｇ－３８区出土復原土器観察表 表６３ Ｍ－２８区出土復原土器観察表

表６４ Ｊ－２０区出土復原土器観察表

表６５ Ｔ－３０区出土復原土器観察表

１０８



図 番
号
図
版

出土
地点

層
位

遺物
番号

破片
点数

計 測 値 （㎝） 重量
（g） 部 位 器 種 備考（分類・型式）

器高 口径 底径

５１４１１２ L－２９区
F
Ⅰ
層
１３１５（１４．８） ＊ １０．０ １，９００ 口縁部

～底部 浅鉢 Ⅴ群 c類

接合破片
総点数 接合・同一個体破片

＊出土地点・層位（点数）
K－２８区・Ⅲ（１）、K－２９区・Ⅲ（６）、L－２８区・Ⅴ１（１２）、

L－２９区・Ⅲ（１）・F１（８）・Ⅴ（２）、M－２８区・Ⅴ（８）
５２

胎 土
（混和材）

繊
維 ？ 粒

径 中粒 種
類
岩石・鉱物
ともにあり 量 中量 備

考

外

面

文様・調整 色調 使用の痕跡 その他 部位（残存率） 文様・調整 色調 使用の痕跡 その他

内

面

RL 撚紐刻み
棒状工具刻み

浅黄橙色
（１０YR８／３～８／４） 黒色化 赤色

顔料
口唇部
（５０％）

LR斜行縄文
穿孔

にぶい橙色
（７．５YR７／４） 黒色化 ＊ 口縁部

（５０％）

（RL撚紐刻み）
（棒状工具刻み）

RL縄線文（一部LR）
（穿孔）

にぶい黄橙
～橙色

（１０YT７／３～
７．５YR６／６）

黒色化？ ＊

LR斜行縄文
にぶい
橙色

（７．５YR７／４）
黒色化 ＊ 胴部

（６０％） ヨコナデ？

浅黄橙～
（褐灰色）
（１０YR８／２
～８／３）

黒色化
炭化物付着 磨耗

LR斜行縄文 にぶい橙色
（７．５YR７／４） 黒色化 磨耗 底部

（６０％）

LR縄文 浅黄色
（２．５Y８／３）

黒色化
炭化物付着

丸底
磨耗

底面
（８０％） ナデ （黒褐色） 黒色化

炭化物付着 ＊

図 番号 図版 出土地点 層位 遺物
番号

破片数 破片部位 重量
（g） 分類 備考（器種・型式）小計 合計

胎土（混和材） 文様・調整 色調 使用の痕跡
繊維 粒径 種類 外面 内面 （部位） 外面 内面 外面 内面

５２ １ １５ N－２０区 Ⅲ ６ １ ４ 口縁部 １００．０ Ⅴ群 c類 深鉢７ ３

少量 細～中粒 岩石・鉱物
ともにあり

RL縄文
沈線文 ヨコナデ （口唇部）

RL撚紐刻み
にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

にぶい黄橙色
（１０YR７／３） 黒色化

５２ ２ １５ Q－２０区 Ⅲ １ ２ ２ 口縁部 ３３．８ Ⅴ群 c類 深鉢

少量 細～中粒 岩石・鉱物
ともにあり 沈線文 ヨコナデ

（口唇部）
刻み様凹み
LR撚紐刻み

浅黄橙色
（１０YR８／３）

にぶい黄橙色
（１０YR７／３） 黒色化 黒色化

５２ ３ １５ N－２６区 Ⅲ ２９ １ ２ 口縁部～
胴部上位 １４８．０ Ⅴ群 c類 深鉢３０ １

微量 細粒 岩石主体 RL縄文
沈線文

ヨコナデ
（アタリ痕）

（口唇部）
RL縄文
棒状工具刻み

灰黄褐色
（１０YR６／２）

にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

黒色化
炭化物付着

黒色化
炭化物付着

５２ ４ １５ Q－２３区 Ⅲ １ ２
５ 口縁部 ２７．４ Ⅴ群 c類 深鉢３ １

Q－２４区 Ⅲ ６ ２

微量 中～粗粒 岩石主体 LR縄文
沈線文 ヨコナデ （口唇部）

LR撚紐刻み
にぶい黄橙色
（１０YR７／３）

にぶい黄褐色
（１０YR５／３） 黒色化 黒色化

５２ ５ １５ L－２９区 Ⅲ １ ２ ５ 口縁部 ４３．６ Ⅴ群 c類 深鉢？４ ３

中量 中粒 岩石主体 LR縄文
沈線文 ヨコナデ

（口唇部）
RL縄文
棒状工具刻み

浅黄橙色
（１０YR８／３）

にぶい黄橙色
（１０YR７／３）

黒色化
炭化物付着 黒色化？

５２ ６ １５ N－２６区 Ⅲ
１１ １

３ 口縁部 ３９．６ Ⅴ群 c類 深鉢？１４ １
１９ １

少量 中～細粒 岩石主体 RL縄文
沈線文 ヨコナデ

（口唇部）
LR撚紐刻み
棒状工具刻み

（黒褐色） 浅黄橙色 黒色化
炭化物付着

黒色化
炭化物付着

５２ ７ １５

Q－２２区 Ⅲ ５ ２

１０ 口縁部～胴部 １１０．９ Ⅴ群 c類 深鉢
１２ ２

R－２２区 Ⅲ
２ ３
４ １
１４ ３

無 細 鉱物主体 LR縄文
沈線文 ヨコナデ （口唇部）

LR撚紐刻み
にぶい橙色
（７．５YR６／４）

にぶい橙色
（７．５YR６／４） 黒色化 ＊

５２ ８ １５ N－２６区 Ⅲ １１ １
３ 口縁部 ４０．０ Ⅴ群 c類 深鉢１９ １

N－２７区 Ⅲ ４ １

中量 中粒 岩石主体
RL縄文

（縦位施文）
沈線文

ヨコナデ （口唇部）
RL縄文

浅黄橙色
（１０YR８／３）

にぶい
黄橙色

（１０YR７／４）
＊ ＊

５２ ９ １５ O－２４区 Ⅲ
３ １

５ 口縁部 ２２．９ Ⅴ群 c類 深鉢７ ３
８ １

無 細粒 鉱物主体
LR縄文

（縦位施文？）
沈線文

ヨコナデ？ LR？縄文
指頭圧痕刻み

にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

にぶい橙色
（７．５YR６／４）

黒色化
炭化物付着 ＊

５２ １０ １５ M－２７区 Ⅲ １ １ ４ 口縁部 ５１．７ Ⅴ群 c類 鉢２ ３

微量 細粒 鉱物主体 RL縄文
沈線文

沈線文
ヨコナデ

（口唇部）
RL撚紐刻み
棒状工具刻み

にぶい橙色
（７．５YR７／４）

にぶい橙色
（７．５YR６／４） 黒色化 ＊

５２ １１ １５ K－２１区 Ⅲ
２ ２

８ 口縁部～胴部 ６５．４ Ⅴ群 c類 鉢？６ ３
１４ ３

無 中～細粒 岩石・鉱物
ともにあり

貼付帯
L撚糸文
沈線文
無文地

ヨコナデ
（アタリ痕）

（口唇部）
ナデ

（貼付帯上）
刺突文

（褐灰）～
（黒褐色）

にぶい褐色
（７．５YR６／３）

黒色化
炭化物付着

黒色化
炭化物付着

５２ １２ １５ N－２３区 Ⅲ ２ １ ４ 口縁部 ２７．８ Ⅴ群 c類 鉢？深鉢？１１ ３

少量 細粒 鉱物主体
RL縄文
沈線文
ヨコナデ

ヨコナデ
（アタリ痕）

（口唇部）
ナデ

にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

にぶい黄橙色
（１０YR６／３）

黒色化
炭化物付着

黒色化
炭化物付着

５２ １３ １５ M－２８区 Ⅲ ３２ ２ ２ 口縁部 ２１．４ Ⅴ群 c類 鉢

中～多量 中～粗粒 岩石主体
LR縄文
沈線文
刺突文

ヨコナデ RL？縄文 にぶい黄橙色
（１０YR６／４）

にぶい黄橙色
（１０YR６／４） ＊ ＊

５２ １４ １５ O－２７区 Ⅲ

３ １

７ 口縁部 ４１．８ Ⅴ群 c類 深鉢？鉢？補修孔４ ２
１９ ２
２０ ２

無 粗粒 岩石・鉱物
ともにあり

条痕文
RL縄文 ヨコナデ （口唇部）

刺突文風刻み
灰褐色

（７．５YR５／２）
橙色

（７．５YR７／６） ＊ 黒色化

５２ １５ １５ K－２０区 Ⅲ １ ４ ８ 口縁部～胴部 １１３．９ Ⅴ群 c類 深鉢４ ４

？ 粗粒 岩石主体 LR縄文 ヨコナデ （口唇部）
LR撚紐刻み

橙色
（７．５YR７／６）（黒褐色）

黒色化
炭化物付着

黒色化
炭化物付着

５２ １６ １５ N－２７区 Ⅲ １４ ３ ４ 口縁部～胴部 １１３．９ Ⅴ群 c類 深鉢２５ １

微量 中～細粒 岩石・鉱物
ともにあり RL縄文 ヨコナデ （口唇部）

RL縄文
橙色

（７．５YR６／４）
（褐灰色）～
（黒褐色） 黒色化 黒色化

炭化物付着

５３ １７ １５ J－２９区 Ⅲ

４ １

９ 口縁部～胴部 １４８．２ Ⅴ群 c類 浅鉢？深鉢？７ １
１４ ２
１５ ５

無 中～細粒 鉱物主体 LR縄文 刺突文
ヨコナデ

（口唇部）
L撚紐刻み
棒状工具刻み

（黒褐色）にぶい橙色（７．５YR６／４）
黒色化
炭化物付着

黒色化
炭化物付着

５３ １８ １５ N－２９区 Ⅲ
１ ３

７ 口縁部（突起部）
～胴部 ５０．５ Ⅴ群 c類 鉢 補修孔４ ３

９ １

中 細粒 岩石・鉱物
ともにあり？

RL縄文
沈線文
穿孔

ヨコナデ
（アタリ痕）

（口唇部）
RL撚紐刻み
指頭圧痕凹み

にぶい褐色
（７．５YR６／３）

灰黄褐色
（１０YR５／２） ＊ ＊

５３ １９ １５ J－２３区 Ⅲ １ ２ ２ 口縁部（突起部） ２３．８ Ⅴ群 c類 鉢？深鉢？

無 細粒 鉱物主体 RL縄文
沈線文 RL？縄文

（口唇部）
棒状工具刻み
縄文

にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

橙色
（７．５YR６／６） 黒色化 ＊

図 番号 図版 出土地点 層位 遺物
番号

破片数 破片部位 重量
（g） 分類 備考（器種・型式）小計 合計

胎土（混和材） 文様・調整 色調 使用の痕跡
繊維 粒径 種類 外面 内面 （部位） 外面 内面 外面 内面

５３ ２０ １５ N－２７区 Ⅲ １４ １ １ 口縁部（突起部） １０．９ Ⅴ群 c類 鉢？

微量 細粒 岩石主体 LR縄文
沈線文 ヨコナデ

（口唇部）
条？
（磨耗）

にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

にぶい黄橙色
（１０YR７／４） 黒色化 ＊

５３ ２１ １５ P－２１区 Ⅲ ９ ３ ３ 口縁部 １６．１ Ⅴ群 c類 鉢

無 細粒 鉱物主体 R縄線文？
沈線文 ヨコナデ

（口唇部）
棒状工具刻み
ナデ

にぶい黄橙色
（１０YR７／２）

橙色
（７．５YR７／４） 黒色化 ＊

５３ ２２ １５ O－２６区 Ⅲ ８ １ ２ 口縁部～胴部 ５３．３ Ⅴ群 c類 鉢１０ １

微量 中～細粒 鉱物主体
RL縄文
沈線文
刺突文

ヨコナデ （口唇部）
沈線文

にぶい橙～
浅黄橙色
（７．５YR６／４
～１０YR８／４）

にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

黒色化
炭化物付着 炭化物付着

５３ ２３ １５ SP－８７００－C Ⅲ ＊ ４ ４ 口縁部～胴部 ２６．７ Ⅴ群 c類 鉢

＊ 中～細粒 鉱物主体 粘土貼付
沈線文 ヨコナデ （口唇部）

ナデ
にぶい橙色
（７．５YR６／４）（褐灰色） 黒色化 黒色化

炭化物付着

５３ ２４ １６ M－２５区 Ⅲ １ １ ２ 口縁部～胴部 ９．８ Ⅴ群 c類 鉢（小型）Ⅲ ７ １

微量 細粒 鉱物主体 沈線文 ヨコナデ （口唇部）
ナデ

橙色
（７．５YR６／４）

橙色
（７．５YR６／４） 黒色化 炭化物付着

５３ ２５ １６ M－２８区 Ⅲ ３２ １ ２ 口縁部 １５．７ Ⅴ群 c類 鉢３３ １

少～中量 中粒 岩石主体 沈線文 ヨコナデ （口唇部）
沈線文

にぶい橙色
（７．５YR５／３）

にぶい橙色
（７．５YR６／４） 黒色化 ＊

５３ ２６ １６ O－２８区 Ⅲ １５ １ ２ 口縁部（突起部） １１．２ Ⅴ群 c類 鉢１８ １

無 細粒 鉱物主体
粘土貼付
R縄線文
穿孔

ナデ？ （口唇部）
LR縄文

浅黄橙色
（１０YR８／３）

浅黄橙色
（１０YR８／３） ＊ ＊

５３ ２７ １６ O－１６区 Ⅲ ６ １ ４ 口縁部～胴部 ２１．４ Ⅴ群 c類 鉢
赤色顔料：赤色（１０R４／６）９ ３

無 細粒 鉱物主体
RL縄文

LR縄線文
沈線文
ヨコナデ

ヨコナデ
（口唇部）
沈線文

LR撚紐刻み
にぶい黄橙色
（１０YR７／３）

にぶい黄橙色
（１０YR６／４） ＊ 黒色化

５３ ２８ １６ N－２５区 Ⅲ １４ ２ ２ 口縁部～胴部 １０．５ Ⅴ群 c類 鉢 赤色顔料：赤色（１０YR４／６）

無 細粒 鉱物主体
沈線文

L縄線文
LR縄線文

ナデ （口唇部）
棒状工具刻み

橙色
（７．５YR７／６）

にぶい橙色
（７．５YR６／４） 黒色化 ＊

５３ ２９ １６
O－２７区 Ⅲ １９ １

６ 口縁部（突起部）
～胴部 ６９．８ Ⅴ群 c類 鉢O－２８区 Ⅲ １５ ４

１６ １

無 粗粒 岩石主体
LR縄文
刺突文
無文帯

（ヨコナデ）
ヨコナデ

（口唇部）
LR縄文
棒状工具刻み
ナデ

にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

にぶい黄橙色
（１０YR５／３）

黒色化
炭化物付着 ＊

５３ ３０ １６ N－２８区 Ⅲ ５３ １ ２ 口縁部～胴部 ２１．７ Ⅴ群 c類 鉢６１ １

少量 中～粗粒 岩石・鉱物
ともにあり

RL縄文
無文帯

（ヨコナデ）
ヨコナデ

（口唇部）
棒状工具刻み
ナデ

にぶい褐色
（７．５YR６／３）

橙色
（７．５YR６／６） 黒色化 黒色化

５３ ３１ １６ S－２９区 Ⅲ １ １ ２ 口縁部（突起部） １６．３ Ⅴ群 c類 鉢？浅鉢？
赤色顔料：にぶい赤褐色（２．５YR５／４）T－２９区 ２ １

少量 粗粒 岩石主体 LR縄文 R縄線文
ヨコナデ

（口唇部）
LR縄文
棒状工具刻み
刺突文

にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

にぶい橙色
（７．５YR６／４） ＊ ＊

５３ ３２ １６ R－１９区 Ⅲ
４ ６

１４ 口縁部（突起部）
～胴部 ２１１．２ Ⅴ群 c類 浅鉢５ ６

６ ２

少～中量 粗粒 岩石主体 RL縄文
沈線文
円形刺突文
ヨコナデ

（口唇部）
RL縄文
棒状工具刻み

にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

黒色化
炭化物付着 黒色化

５４ ３３ １６ M－２２区 Ⅲ ２ ４ ７ 口縁部（突起部）
～胴部 １２９．０ Ⅴ群 c類 浅鉢３ ３

無 中～細粒 鉱物主体
LR縄文
粘土貼付
沈線文

ヨコナデ

（口唇部）
L縄線文
R縄線文

R撚紐刻み
棒状工具刻み
刺突文
ナデ

にぶい黄橙色
（１０YR７／３）

にぶい黄橙色
（１０YR６／３） 黒色化 黒色化

５４ ３４ １６ R－２０区 Ⅲ ４ ３ ５ 口縁部（突起部）
～胴部 １１２．８ Ⅴ群 c類 浅鉢５ ２

無 粗粒 岩石・鉱物
ともにあり RL縄文

L撚紐刻み
棒状工具刻み
刺突文
ヨコナデ

（口唇部）
L縄線文
刺突文
沈線文

にぶい橙色
（５YR６／４）

にぶい橙色
（７．５YR６／４）

黒色化
炭化物付着 黒色化

５４ ３５ １６ L－２７区 Ⅲ １０ １
７ 口縁部（突起部）

～胴部 ９８．８ Ⅴ群 c類 浅鉢１１ ４
M－２７区 Ⅲ ２ ２

微量 中～細粒 鉱物主体 RL縄文
RL縄線文
沈線文
ヨコナデ

（口唇部）
RL撚紐刻み
棒状工具刻み

橙色
（７．５YR６／６）

にぶい橙色
（７．５YR６／４）炭化物付着 黒色化

５４ ３６ １６

K－２９区 Ⅲ ６ ２

８ 口縁部（突起部）
～胴部 ９１．３ Ⅴ群 c類 浅鉢

赤色顔料：赤褐色（２．５YR４／６）M－２８区 Ⅲ
１９ ２
３１ １
３３ ３

微量 細粒 鉱物主体 LR縄文
LR縄線文
沈線文
刺突文
ヨコナデ

（口唇部）
？撚紐刻み
棒状工具刻み
ナデ

黄橙色
（１０YR８／６）

浅黄橙色
（１０YR８／３）

黒色化
炭化物付着 黒色化

５４ ３７ １６ P－２０区 Ⅲ １ ２ ５ 口縁部（突起部）
～胴部 １２９．６ Ⅴ群 c類 浅鉢３ ３

少量 中～細粒 岩石主体 LR縄文 LR縄線文
ヨコナデ

（口唇部）
LR撚紐刻み
棒状工具刻み

浅黄橙色
（１０YR８／４）

にぶい黄橙色
（１０YR７／３）

黒色化
炭化物付着 黒色化

５４ ３８ １６ Q－２４区 Ⅲ ２ ３ ９ 口縁部～胴部 ８８．０ Ⅴ群 c類 浅鉢３ ６

無 細粒 鉱物主体 LR縄文 棒状工具刻み
ヨコナデ

（口唇部）
LR縄文
棒状工具刻み

にぶい黄橙色
（１０YR７／３）

浅黄橙色
（１０YR８／４）

黒色化
炭化物付着

黒色化
炭化物付着

表６６ Ｌ－２９区出土復原土器観察表

表６７ 包含層出土破片土器観察表（１） 表６７ 包含層出土破片土器観察表（２）

Ⅴ章 包含層出土の遺物
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図 番号 図版 出土地点 層位 遺物
番号

破片数 破片部位 重量
（g） 分類 備考（器種・型式）小計 合計

胎土（混和材） 文様・調整 色調 使用の痕跡
繊維 粒径 種類 外面 内面 （部位） 外面 内面 外面 内面

５４ ３９ １６ Q－２８区 Ⅲ ５ ３ ４ 口縁部～胴部 ６５．１ Ⅴ群 c類 浅鉢７ １

無 細粒 鉱物主体 LR縄文 ヨコナデ （口唇部）
ナデ

にぶい橙色
（７．５YR５／３）

にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

黒色化
炭化物付着 黒色化

５５ ４０ １６ L－２５区 Ⅲ ２ １ ５ 口縁部（突起部）
～胴部 １２８．２ Ⅴ群 c類 浅鉢３ ４

微量 粗粒 岩石主体 LR縄文 ヨコナデ ナデ 灰黄褐色
（１０YR５／２）

にぶい黄橙色
（１０YR６／４）

黒色化
炭化物付着 黒色化

５５ ４１ １６ P－２２区 Ⅲ １５ ２１ ２４ 口縁部～底部 １８８．２ Ⅴ群 c類 浅鉢１６ ３

無 中粒 鉱物主体 LR縄文 ヨコナデ （口唇部）
指頭刻み

にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

にぶい黄橙色
（１０YR７／４） 黒色化 ＊

５５ ４２ １７ N－２８区 Ⅲ ４６ ３ ４ 胴部～底部 ４４．６ Ⅴ群 c類 鉢５１ １

無 細粒 岩石・鉱物
ともにあり

RL縄文
沈線文 ヨコナデ （底外面）

RL縄文
にぶい黄褐色
（１０YR５／３）

にぶい橙色
（７．５YR６／４） 黒色化 黒色化

炭化物付着
５５ ４３ １７ K－２２区 Ⅲ ４ １ １ 胴部～底部 １８．６ Ⅴ群 c類 鉢？深鉢？

無 中～細粒 鉱物主体 LR縄文 ヨコナデ （底外面）
ナデ （褐灰色）にぶい黄褐色（１０YR７／３）

黒色化
炭化物付着 炭化物付着

５５ ４４ １７ K－２１区 Ⅲ
６ ４

７ 胴部～底部 １０．１ Ⅴ群 c類 浅鉢１３ ２
１４ １

無 細粒 鉱物主体 RL縄文 ヨコナデ （底外面）
RL縄文

にぶい黄褐色
（１０YR７／４）

にぶい黄褐色
（１０YR７／４） ＊ ＊

５５ ４５ １７

M－２３区 Ⅲ ５ １

５ 底面 ６８．１ Ⅶ群？ 甕？N－２４区 Ⅲ ４ １
１４ １

Ⅵ ２１ １
N－２５区 Ⅲ １７ １

微量 中～細粒 岩石・鉱物
ともにあり ナデ ナデ ＊ にぶい黄橙色

（１０YR７／４）
浅黄橙色
（１０YR８／３）

黒色化
炭化物付着

黒色化
炭化物付着

５５ ４６ １７ L－２８区 Ⅲ ９ ３ ３ 胴部 ３３．３ Ⅴ群 c類 鉢

少量 細粒 鉱物主体
LR縄文

LR縄線文
刺突文

無文帯（ナデ）
ヨコナデ ＊ にぶい黄橙色

（１０YR７／３）
にぶい黄橙色
（１０YR７／４） 黒色化 ＊

５５ ４７ １７ M－２８区 Ⅲ ３３ ６ ６ 胴部 ６３．９ Ⅴ群 c類 深鉢

中 中～細粒 岩石・鉱物
ともにあり LR縄文 ヨコナデ ＊ にぶい黄橙色

（１０YR７／４）
にぶい黄橙色
（１０YR６／３）

黒色化
炭化物付着 黒色化

５６ ４８ １７
Q－４４区 Ⅴ ＊ １

５ 口縁部（突起部）
～胴部 １０９．２ Ⅴ群 c類 鉢T－４３区 Ⅴ ＊ ３

表採 １

無 中～細粒 岩石・鉱物
ともにあり

RL縄文
沈線文 ヨコナデ （口唇部）

ナデ
橙色

（２．５YR６／６）（黒褐色）
黒色化
炭化物付着

黒色化
炭化物付着

５６ ４９ １７ P－２４区 Ⅴ１ ３ １ ３ 口縁部～底部 ４４．７ Ⅴ群 c類 浅鉢？鉢？Ⅴ１ ４ ２

微量 粗～中粒 岩石主体 LR縄文 LR縄線文
ヨコナデ

（口唇部）
LR撚紐刻み

にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

（褐灰色）～
（黒褐色） ＊ 黒色化

炭化物付着
５６ ５０ １７ G－３１区 Ⅴ ＊ １ １ 口縁部 ９０．８ Ⅳ群 a類 タプコプ式

多量 粗粒 岩石主体 LR縄文
円形刺突文 LR縄文 （口唇部）

刺突文
にぶい橙色
（７．５YR７／４）

にぶい黄橙色
（１０YR７／３） 黒色化 ＊

５６ ５１ １７ T－２７区 Ⅴ２ ２ １ １ 口縁部 ３９．１ Ⅲ群 b類 北筒式

微量 細粒 岩石・鉱物
ともにあり

LR縄文
押引文
円形刺突文

ヨコナデ
（突瘤）

（口唇部）
押引文

橙色
（７．５YR７／６）

橙色
（５YR５／６）

黒色化
炭化物付着 ＊

５６ ５２ １７ Q－３１区 Ⅴ２ ３ ２ ２ 胴部 ２１．８ Ⅲ群 b類 萩ヶ岡１式

多量 粗粒 岩石・鉱物
ともにあり

貼付
RL縄文 （磨耗） （貼付上）

爪施文
橙色

（５YR７／６）
橙色

（５YR６／６） ＊ ＊

５６ ５３ １７ M－３７区 Ⅴ ＊ ２ ２ 胴部 ８５．０ Ⅲ群 b類 萩ヶ岡２式

多量 粗粒 岩石主体
半截竹管状工具
平行沈線文
LRL縄文

ヨコナデ
（沈線文状の調整痕） ＊ にぶい褐色

（７．５YR５／３）
橙色

（２．５YR５／６）
赤色化
明赤褐色
（２．５YR５／６）

＊

５６ ５４ １７ T－１８区 Ⅴ２ １３ １ １ 胴部 １８．５ Ⅰ群 b類 東釧路Ⅳ式

微量 中～粗粒 岩石・鉱物
ともにあり

右巻L撚糸文
絡条体圧痕文 ヨコナデ ＊ 橙色

（７．５YR６／６）
にぶい黄橙色
（１０YR７／３） ＊ ＊

５７ ５５ １７ K－４１区 Ⅴ ＊ ７ １１ 口縁部（突起部）
～胴部 ８０．０ Ⅴ群 c類 鉢？FⅤ ＊ ４

微量 中～粗粒 岩石主体 RL縄文
沈線文

粘土貼付
棒状工具刻み

（口唇部）
RL縄文

橙色
（２．５YR６／６）

にぶい黄橙色
（１０YR７／３） 黒色化 黒色化

５７ ５６ １７ P－２６区 Ⅲ

１８ １

１１ 口縁部（突起部）
～胴部 ９３．８ Ⅴ群 c類 鉢

１９ ２
２８ ２
３１ ５

Ⅴ１ ３７ １

？ 中～細粒 鉱物主体 LR縄文
沈線文 ヨコナデ

（口唇部）
縄文
（磨耗）

にぶい黄橙色
（１０YR７／３）

浅黄橙色
（１０YR８／４） 黒色化 黒色化

５７ ５７ １７ O－２５区 Ⅴ
８ １

７ 口縁部～胴部 ９５．７ Ⅴ群 c類 鉢１０ ２
１１ ４

無 中粒 岩石・鉱物
ともにあり LR縄文 沈線文

ヨコナデ
（口唇部）

LR縄文
黄橙色

（１０YR８／６）
にぶい黄橙色
（１０YR７／４） 黒色化 ＊

５７ ５８ １７

L－２５区 Ⅴ２ １３ １

６ 口縁部（突起部） １１８．６ Ⅴ群 c類 浅鉢 補修孔M－２５区 Ⅲ ７ ２

M－２６区 Ⅲ ７ ２
１３ １

微量 中～粗粒 岩石・鉱物
ともにあり LR縄文

L縄線文
縄端圧痕文
刺突文
沈線文
ヨコナデ

（口唇部）
L撚紐刻み
刺突文

にぶい橙色
（７．５YR６／４）

にぶい橙色
（７．５YR６／４）

黒色化
炭化物付着 黒色化

図 番号 図版 出土地点 層位 遺物
番号

破片数 破片部位 重量
（g） 分類 備考（器種・型式）小計 合計

胎土（混和材） 文様・調整 色調 使用の痕跡
繊維 粒径 種類 外面 内面 （部位） 外面 内面 外面 内面

５７ ５９ １７ S－２０区
Ⅲ

３ １

９ 口縁部～胴部 １４８．２ Ⅴ群 c類 浅鉢
４ ３
９ ２

Ⅴ１ ５ ２
７ １

中量 中～粗粒 岩石主体 RL縄文
穿孔

刺突文
ヨコナデ

（口唇部）
L縄線文

L撚紐刻み
刺突文

にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

にぶい黄橙色
（１０YR６／３）炭化物付着

黒色化
炭化物付着

５７ ６０ １７ L－２７区 Ⅲ １０ １
７ 胴部 ８７．４ Ⅴ群 c類 深鉢１３ ５

Ⅴ２ １４ １

少～中量 中～細粒 岩石・鉱物
ともにあり

LR縄文
（縦位施文）
沈線文

ヨコナデ ＊ 浅黄橙色
（１０YR８／３）

灰白色
（１０YR８／２） 黒色化 黒色化

５７ ６１ １８

M－２７区 Ⅲ ３１ １

１６ 胴部 ２１５．０ Ⅴ群 c類 深鉢

N－２６区 Ⅲ
２ ２
１１ １
１２ １

N－２８区 Ⅴ１ ６６ １
F１ ５２ １

P－２５区 Ⅲ ７ １
P－２６区 Ⅲ １９ １

P－２７区 Ⅲ
７ １
１５ ２
２９ ４

微量 細粒 岩石・鉱物
ともにあり

RL縄文
沈線文

ヨコナデ
（アタリ痕） ＊ 浅黄橙色

（１０YR８／３）
浅黄橙色
（１０YR８／４） 黒色化 黒色化

炭化物付着
５８ ６２ １８ P－３５区 Ⅵ ＊ ４ ４ 口縁部～胴部 １２０．２ Ⅴ群 c類 深鉢

微量 細～中粒 岩石・鉱物
ともにあり RL縄文 RL縄文

ヨコナデ
（口唇部）
ナデ

橙色
（７．５YR７／６）（黒褐色）

赤色化
明赤褐色
（２．５YR５／６）

黒色化
炭化物付着

５８ ６３ １８ R－３０区 Ⅰ １ １ １ 口縁部（突起部）～胴部 １６．５ Ⅴ群 c類 鉢

中～多量 中粒 岩石・鉱物
ともにあり

LR縄文
粘土貼付
沈線文

沈線文
ヨコナデ

（口唇部）
ナデ

にぶい橙色
（７．５YR６／４）

にぶい黄橙色
（１０YR６／４） ＊ 黒色化

５８ ６４ １８ T－３０区 FⅠ ６ １ ２ 口縁部 ２１．１ Ⅴ群 c類 鉢？深鉢？
赤色顔料：赤色（１０R５／６）８ １

少量 中粒 岩石主体 RL縄文
沈線文 ヨコナデ RL縄文

棒状工具刻み
にぶい黄橙色
（１０YR６／３）

灰黄褐色
（１０YR５／２）

黒色化
炭化物付着 黒色化

５８ ６５ １８ L－２９区 FⅠ １３ ２ ２ 胴部 １３．４ Ⅴ群 c類 鉢？

無 中～粗粒 岩石・鉱物
ともにあり

貼付帯
L縄線文
無文帯（ナデ）

ヨコナデ（貼付帯上）刺突文
にぶい黄橙色
（１０YR７／４）（褐灰色） ＊ 黒色化

５８ ６６ １８ L－２７区 FⅠ ２３ ４ ４ 胴部 ２１５．４ Ⅴ群 c類 深鉢

無 中～細粒 岩石・鉱物
ともにあり LR縄文 ヨコナデ

（アタリ痕） ＊ にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

にぶい黄橙色
（１０YR７／４）

黒色化
炭化物付着

黒色化
炭化物付着

図 番号 図版 出土地点 層位 遺物
番号

破片数 破片部位 重量
（g） 分類 備考（器種・型式）小計 合計

胎土（混和材） 文様・調整 色調 使用の痕跡
繊維 粒径 種類 外面 内面 （部位） 外面 内面 外面 内面

５８ ６７ １８ M－２７区 Ⅴ１ ＊ １ １ 土器片錘 １９．３ Ⅴ群 c類 深鉢の胴部

無 細 鉱物主体 LR縄文 ヨコナデ ＊ にぶい黄橙色
（１０YR７／２）

にぶい黄橙色
（１０YR７／３）

打ち欠き
黒色化

打ち欠き
＊

５８ ６８ １８ L－２７区 Ⅲ ＊ １ １ 再生土製円盤 ５．６ Ⅴ群 c類 半形 胴部

少量 細粒 岩石・鉱物
ともにあり LR縄文 ヨコナデ ＊ にぶい黄橙色

（１０YR７／３）
にぶい黄橙色
（１０YR７／３） ＊ ＊

５８ ６９ １８ P－２６区 Ⅲ ＊ １ １ 注口部 １６．５ Ⅴ群 c類 注口土器

微～少量 中～細粒 岩石・鉱物
ともにあり LR？縄文 ？ ＊

浅黄橙～
にぶい橙色
（１０YR８／３～
７．５YR７／４）

？ 黒色化 ＊

５８ ７０ １８ H－３０区 Ⅴ２ ５ １ １ 底部？ １５．６ ？ ？

無 中～細粒 岩石主体 沈線文状の
調製痕

沈線文状の
調製痕
ヨコナデ

＊ にぶい黄橙色
（１０YR７／３）

にぶい黄橙色
（１０YR７／３） ＊ ＊

表６７ 包含層出土破片土器観察表（３） 表６７ 包含層出土破片土器観察表（４）

表６８ 包含層出土土製品等観察表
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掲載 出土地点 層位 遺物番号 器種 計測値（㎝） 重量 石材 残存
形態

特徴的な
使用・加工痕 備 考図 番号 図版 最大長 最大幅 最大厚 （ｇ） 名称 色調・特徴

２８ ３５ ６ O－３４区 Ⅶ ＊ MB 細石刃 （２．０） ０．９ ０．２ ０．５ 黒曜石 少球果筋状 準完形 微細剥落痕 破損
２８ ３６ ６ O－３３区 Ⅶ ＊ MB 細石刃 （１．８） ０．６ ０．１ ０．０８ 黒曜石 ＊ 準完形 微細剥落痕 破損
２８ ３７ ６ O－３３区 Ⅶ ＊ MB 細石刃 （２．０） ０．４ ０．２ ０．１ 頁岩 褐灰～橙色 準完形 微細剥落痕 破損
２８ ３８ ６ O－３３区 Ⅵ ＊ MB 細石刃 （２．３） ０．６ ０．２ ０．３ 黒曜石 少球果筋状 準完形 微細剥落痕 破損
２８ ３９ ６ O－３４区 Ⅴ ＊ MB 細石刃 （１．９） ０．８ ０．１ ０．２ 黒曜石 ＊ 準完形 微細剥落痕 破損
２８ ４０ ６ O－３３区 Ⅴ ＊ MB 細石刃 （１．４） ０．６ ０．１ ０．０８ 黒曜石 ＊ 準完形 微細剥落痕 破損
２８ ４１ ６ O－３９区 Ⅶ ＊ MB 細石刃 （０．８） ０．４ ０．１ ０．０３ 黒曜石 ＊ 半形 微細剥落痕 破損
５９ １ １９ H－２４区 Ⅴ２ １ BL 石刃 ９．４ ３．９ １．６ ３３．３ 頁岩 褐灰色 完形 微細剥落痕 破損
５９ ２ １９ M－２０区 Ⅵ ３ BL 石刃 （５．６） ２．０ １．１ ６．９ 黒曜石 少球果筋状 完形 微細剥落痕
５９ ３ １９ I－４４区 FⅦ ＊ BL 石刃 （８．８） ４．３ １．１ ３２．０ 黒曜石 少球果筋状 準完形 微細剥落痕 破損 被熱
５９ ４ １９ L－３４区 Ⅵ ＊ BL 石刃 １１．３ ３．２ １．５ ４６．８ 頁岩 褐灰色 完形 微細剥落痕
５９ ５ １９ L－４２区 Ⅶ ＊ BL 石刃 ７．６ ３．０ １．４ ２２．９ 頁岩 灰黄褐色 完形 微細剥落痕 剥落痕
５９ ６ １９ N－４３区 Ⅵ ＊ BL 石刃 ６．２ ２．９ ０．７ １０．１ 頁岩 褐灰色 準完形 微細剥落痕 剥落痕 破損
５９ ７ １９ E－４７区 Ⅶ ＊ BL 石刃 （６．２） ２．４ １．０ ９．５ 頁岩 褐灰～にぶい黄褐色 準完形 微細剥落痕 破損
５９ ８ １９ P－３９区 FⅤ ＊ BL 石刃 （６．０） ３．７ ０．８ １２．３ 頁岩 灰白色 準完形 微細剥落痕 破損
５９ ９ １９ P－４０区 FⅥ ＊ BL 石刃 （４．７） １．７ ０．６ ３．６ 頁岩 褐灰色 準完形 微細剥落痕 破損
５９ １０ １９ Q－４０区 Ⅶ ＊ BL 石刃 （２．７） １．９ ０．５ ２．２ 頁岩 褐灰～にぶい黄褐色 片 微細剥落痕 破損 被熱
５９ １１ １９ P－３９区 Ⅴ ＊ BL 石刃 （２．８） ２．７ １．１ ６．５ 頁岩 灰色 片 微細剥落痕 破損
６０ １２ １９ N－２６区 Ⅲ ２ SS？ サイドスクレイパー （４．０） ２．５ ０．９ ９．０ 黒曜石 ＊ 準完形 微細剥落痕 破損 一部稜線磨滅
６０ １３ １９ Q－１７区 Ⅴ２ １ SS？ サイドスクレイパー （５．６） ３．７ １．７ ２５．６ 黒曜石 少球果筋状 準完形 微細剥落痕 破損
６０ １４ １９ U－２８区 Ⅴ１ １ SS？ サイドスクレイパー ８．３ ３．１ ０．９ ２０．４ 黒曜石 赤色部分あり 完形 微細剥落痕
６０ １５ １９ T－３５区 Ⅴ ＊ RS ラウンドスクレイパー ３．５ ４．５ １．９ ２４．２ 黒曜石 原礫面あり 完形 微細剥落痕 剥落痕？

掲載 出土地点 層位 遺物番号 器種 計測値（㎝） 重量 石材 残存
形態

特徴的な
使用・加工痕 備 考図 番号 図版 最大長 最大幅 最大厚 （ｇ） 名称 色調・特徴

６１ １６ １９ H－２９区 Ⅲ １ 石鏃 ２．９ １．５ ０．５ １．８ 黒曜石 ＊ 完形 微細剥落痕
６１ １７ １９ K－２１区 Ⅴ２ ９ 石鏃 ２．２ １．３ ０．４ ０．８ 黒曜石 ＊ 完形 微細剥落痕
６１ １８ １９ K－３２区 Ⅴ２ １ 石鏃 （３．６） １．４ ０．４ １．８ 黒曜石 ＊ 完形 微細剥落痕
６１ １９ １９ L－２１区 Ⅴ２ ２ 石鏃 ２．０ １．３ ０．３ ０．５ 黒曜石 ＊ 完形 微細剥落痕
６１ ２０ １９ J－２３区 Ⅴ２ ６ 石鏃 ２．６ １．５ ０．３ ０．７ チャート 褐灰色 完形 微細剥落痕
６１ ２１ １９ L－２８区 Ⅲ ２ 石鏃 ２．０ １．４ ０．３ ０．６ 黒曜石 ＊ 完形 微細剥落痕
６１ ２２ １９ M－１７区 Ⅲ ２ 石鏃 （４．３） １．４ ０．３ １．６ 黒曜石 ＊ 完形 微細剥落痕 破損
６１ ２３ １９ M－２７区 Ⅲ １ 石鏃 ２．６ １．３ ０．３ ０．８ 黒曜石 ＊ 完形 微細剥落痕
６１ ２４ １９ M－２９区 Ⅲ ２ 石鏃 （２．６） １．１ ０．４ ０．８ 黒曜石 ＊ 完形 微細剥落痕 破損？
６１ ２５ １９ N－２５区 Ⅲ ５ 石鏃 ２．７ １．５ ０．５ １．７ 黒曜石 ＊ 完形 微細剥落痕
６１ ２６ １９ N－２７区 Ⅲ ２ 石鏃 ２．５ １．４ ０．３ ０．７ 黒曜石 ＊ 完形 微細剥落痕
６１ ２７ １９ N－２７区 Ⅲ ３ 石鏃 ２．５ １．２ ０．３ ０．７ 黒曜石 透明 完形 微細剥落痕
６１ ２８ １９ O－１８区 Ⅲ １ 石鏃 ２．９ １．４ ０．３ １．１ 黒曜石 ＊ 完形 微細剥落痕
６１ ２９ １９ O－２８区 Ⅲ ４ 石鏃 １．８ １．１ ０．３ ０．４ 黒曜石 ＊ 完形 微細剥落痕
６１ ３０ １９ O－２８区 Ⅲ ５ 石鏃 （１．８） １．０ ０．４ ０．５ 黒曜石 少球果筋状 完形 微細剥落痕 破損
６１ ３１ １９ P－１５区 Ⅲ ２ 石鏃 ３．４ １．４ ０．４ １．４ 頁岩 灰白色 完形 微細剥落痕
６１ ３２ １９ P－１６区 Ⅲ １ 石鏃 ３．７ １．４ ０．３ １．５ 黒曜石 ＊ 完形 微細剥落痕
６１ ３３ １９ P－３１区 Ⅴ１ １ 石鏃 ２．３ １．２ ０．３ ０．５ 黒曜石 ＊ 完形 微細剥落痕 破損？
６１ ３４ １９ R－１７区 Ⅲ １ 石鏃 （２．０） ０．９ ０．３ ０．４ 黒曜石 ＊ 完形 微細剥落痕 破損
６１ ３５ １９ T－２０区 Ⅴ２ ３ 石鏃 ２．８ １．２ ０．４ ０．９ 黒曜石 ＊ 完形 微細剥落痕
６１ ３６ １９ T－３４区 Ⅴ２ １ 石鏃 ３．６ １．３ ０．５ １．８ 黒曜石 ＊ 完形 微細剥落痕
６１ ３７ １９ H－３９区 Ⅵ ＊ 石鏃 （５．２） １．４ ０．７ ５．０ 黒曜石 ＊ 準完形 微細剥落痕 破損
６１ ３８ １９ I－３８区 FⅡ ＊ 石鏃 １．７ ０．７ ０．２ ０．２ 黒曜石 ＊ 完形 微細剥落痕
６１ ３９ １９ M－２７区 Ⅲ ３ 石錐 ２．９ ３．５ ０．７ ５．３ 黒曜石 ＊ 完形 微細剥落痕
６１ ４０ ２０ R－３３区 Ⅲ ２ つまみ付きナイフ ４．０ ４．１ ０．８ ９．５ 頁岩 褐灰色 完形 微細剥落痕
６１ ４１ ２０ J－１８区 Ⅴ２ １ つまみ付きナイフ ９．７ ４．４ ０．７ １９．０ 頁岩 灰白～黄灰色 完形 微細剥落痕
６１ ４２ ２０ S－３１区 Ⅴ２ １ つまみ付きナイフ ８．７ ３．７ １．８ ２８．０ 黒曜石 ＊ 完形 微細剥落痕
６２ ４３ ２０ K－２９区 Ⅲ ２ ラウンドスクレイパー ３．０ ２．９ １．０ ７．５ 黒曜石 赤色部分あり 完形 微細剥落痕
６２ ４４ ２０ O－２９区 Ⅴ１ ７ ラウンドスクレイパー ２．８ ２．９ ０．６ ４．６ 黒曜石 赤色部分あり 完形 微細剥落痕
６２ ４５ ２０ K－２１区 Ⅲ １ スクレイパー ６．１ ４．９ １．２ ３０．８ 黒曜石 ＊ 完形 微細剥落痕
６２ ４６ ２０ L－２８区 Ⅲ ３ スクレイパー ５．２ ２．７ １．０ １１．８ 黒曜石 ＊ 完形 微細剥落痕
６２ ４７ ２０ N－２３区 Ⅲ ３ スクレイパー ２．９ １．６ ０．６ １．３ 黒曜石 少球果 完形 微細剥落痕
６２ ４８ ２０ N－３０区 F １ スクレイパー ６．０ ３．１ １．７ ２４．３ 黒曜石 ＊ 完形 微細剥落痕 被熱
６２ ４９ ２０ O－２６区 Ⅴ２ ８ スクレイパー ６．９ ２．５ １．０ １６．７ 黒曜石 ＊ 完形 微細剥落痕
６２ ５０ ２０ Q－２４区 Ⅲ １ スクレイパー ７．１ ３．６ １．１ １６．９ 黒曜石 ＊ 完形 微細剥落痕
６２ ５１ ２０ M－３５区 Ⅵ ＊ スクレイパー ５．３ ５．７ ０．９ ２３．７ 黒曜石 ＊ 準完形 微細剥落痕
６２ ５２ ２０ T－３７区 FⅦ ＊ スクレイパー ４．５ ３．３ １．３ １７．３ 黒曜石 少球果 完形 微細剥落痕 剥落痕？

掲載 出土地点 層位 遺物番号 器種 計測値（㎝） 重量 石材 残存
形態

特徴的な
使用・加工痕 備 考図 番号 図版 最大長 最大幅 最大厚 （ｇ） 名称 色調・特徴

６３ ５３ ２０ H－３０区 Ⅴ２ ２ 磨製石斧 （１１．９） ７．０ ３．５ ４００ 片岩 暗緑灰色 準完形 研磨痕 破損
６３ ５４ ２０ N－２９区 Ⅲ ８ 磨製石斧 １０．５ ３．０ １．２ ６０ 蛇紋岩 暗灰色 完形 研磨痕 破損（折れ） 接合
６３ ５５ ２０ Q－３４区 Ⅴ２ １ 磨製石斧 ７．１ ４．０ １．５ ８６ 緑色泥岩 緑灰色 準完形 研磨痕 破損
６３ ５６ ２０ N－３６区 Ⅴ ＊ 磨製石斧 （８．２） ２．８ １．３ ５１ 片岩 灰色 完形 研磨痕 剥落痕 破損？
６３ ５７ ２０ I－３２区 Ⅴ ＊ 磨製石斧 （５．７） （４．５） （２．５） ７５ 緑色泥岩 緑灰色 半形 研磨痕 破損

掲載 出土地点 層位 遺物番号
破片数 器種 計測値（㎝） 重量 石材 残存

形態
特徴的な

使用・加工痕 備 考図 番号 図版 小計 合計 最大長 最大幅 最大厚 （ｇ） 名称 色調・特徴

６３ ５８ ２０ SP８７８０－L２０ Ⅴ ＊ ３ ３ たたき石 （７．８） ４．９ ４．９ ２６１ 砂岩 灰白色 硬質 半形 たたき痕 破損 接合
範囲確認調査出土

６３ ５９ ２０ F－２８区 Ⅴ１ １ １ １ たたき石 （８．０） ５．２ ２．１ １７５ 緑色泥岩 オリーブ灰色 準完形 たたき痕 破損 磨製石斧転用品
６３ ６０ ２０ O－２８区 Ⅲ ３ １ １ たたき石 （９．１） ５．２ ２．４ １８５ 砂岩 にぶい褐色 準完形 たたき痕 破損
６４ ６１ ２１ N－２８区 F １２ １ １ 台石 ３６．０ １９．５ １４．１ １１，０００ 安山岩 褐灰色 完形 すり痕 破損 被熱

掲載 出土地点 層位 遺物番号 器種 計測値（㎝） 重量 石材 残存
形態

特徴的な
使用・加工痕 備 考図 番号 図版 最大長 最大幅 最大厚 （ｇ） 名称 色調・特徴

６４ ６２ ２１ S－２８区 Ⅴ２ １ 玉 １．９５ １．３０ ０．７５ ３．２ タルク岩
（滑石） オリーブ灰色 完形 研磨痕 穿孔

６４ ６３ ２１ S－２９区 F ４ 玉 （１．０５） １．３５ ０．６０ １．１ タルク岩
（滑石） オリーブ灰色 準完形 研磨痕 穿孔 破損

６４ ６４ ２１ O－２４区 Ⅲ １ 棒状原石 ８．７０ ２．６５ ０．８０ ９．２ 黒曜石 ＊ 完形 微細剥落痕 原礫面

表６９ 包含層出土旧石器群観察表

表７０ 包含層出土剥片石器群観察表

表７１ 包含層出土磨製石器群観察表

表７２ 包含層出土礫石器群観察表

表７３ 包含層出土石製品観察表

Ⅴ章 包含層出土の遺物
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火成岩
優白岩
（酸性）

中性岩
（中性）

優黒岩
（塩基性岩）

超塩基性岩

火山岩
火山噴出物 多孔質

溶岩（地表に出たマグマが冷え固まったもの）
浮岩（軽石） 岩さい（スコリア） ＊

ガラス質（非結晶質） 石基のみ 黒曜岩（石） ＊ ＊
斑状組織 微晶 石基 流紋岩 安山岩 玄武岩 ＊

半深成岩 斑状組織 細晶 石英斑岩 ヒン岩 輝緑岩 ＊
深成岩 等粒状組織 完結晶 花崗岩 閃緑岩 斑糲岩 カンラン岩・蛇紋岩

二酸化ケイ素（ケイ酸 SiO２） ６６％以上 ５２～６６％ ５２％以下 ４５％以下
有色造岩鉱物（色指数） １０％以下 １０～３０％ ３０％以上 ６０～７０％以上

主体的な有色造岩鉱物 黒雲母
輝石 カンラン石

（蛇紋石）角閃石 カンラン石

主体的な無色造岩鉱物 石英；斜長石 斜長石 ＊

堆積岩
火山砕屑岩 ：火山噴出物から構成される

火山角礫岩 ；３２㎜以上の火山噴出物（火山岩塊）５０％以上含む
凝灰角礫岩 ；３２㎜以上の火山噴出物（火山岩塊）５０％未満含む
火山礫凝灰岩 ；２～３２㎜の火山噴出物（火山礫）から主体的に構成される

凝灰岩（溶結凝灰岩） ；２㎜以下の火山噴出物（火山灰）から主体的に構成される
砕屑岩 ：丸みを帯びた鉱物片、岩片等から構成され、「層理」がみられる

礫岩 ；粒度区分上の礫を５０％以上含む
角礫岩 ；含有する礫が角ばっている（亜角～角礫状）もの

砂岩 ；粒度区分上の砂を５０％以上含む
・砂の粒度により、「粗粒」、「細粒」に、硬さにより「硬質」、「軟質」に分けた

泥岩 ；粒度区分状の泥（シルト・粘土）５０％以上から構成される
・粒度区分から「シルト岩」と「粘土岩」に分けられる

頁岩 ；泥岩のうち、固結が強いもの
珪質頁岩 ；頁岩のうち、透明な石英質（ケイ酸SiO２）部分を含むもの

粘板岩・千枚岩 ；堆積岩と変成岩の中間的なもの
有機岩

チャート ；潜晶質石英（SiO２） ・有機質（生物遺体）
・無機質

変成岩
：変成鉱物から構成される。結晶質

接触（熱）変成岩 ：熱による変成作用を受けたもの
ホルンフェルス ；堆積岩が熱変成作用を受け、微粒状組織となったもの

広域変成岩 ：熱・圧力による変成作用を受けたもの
片岩 ；再結晶化により「片理」がみられるもの
片麻岩 ；再結晶化が進行し、「班状変晶」や「片麻状組織」がみられるもの

＊石英質（ケイ酸SiO２）の岩石・鉱物の便宜的な分類体系
堆積岩

チャート
フリント ；チャートのうち、明瞭な貝殻状断口を呈するもの 火打ち石
珪質頁岩

変成岩
珪岩（珪石） ；珪質の岩石が、熱・圧力による変成作用を受け、極微粒の石英集合体と

なったもの鉱物
水晶 ；無色透明の石英 結晶質
碧玉 ；隠微晶質の石英で酸化鉄を多量に含む 不透明 暗緑～緑暗色
玉随 ；隠微晶質の石英で比較的均質なもの 淡褐～灰色
めのう ；隠微晶質 繊維状・縞状 不透明 玉随の一種

＊一次整理においては、便宜的に次のように分類する
珪酸を含むものは、概ね「チャート」に統一し、透明か、不透明かで、頁岩と区別した

表７４ 岩石分類体系表
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Ⅶ章 まとめ

１ 調査成果の概要

オルイカ２遺跡は、南長沼用水の南東側部分の「Ａ・Ｂ・Ｃ地区」と北西側部分の「平成１９・２０の

両年度調査区」までを範囲とするが、遺構や遺物からは別の遺跡として捉えた方が妥当である。

前者は平成１４・１６年度に調査を行い『千歳市オルイカ２遺跡』（北埋調報１８９集）と『千歳市オルイ

カ２遺跡（２）』（北埋調報２２１）を刊行しているので、詳細はこれらを参照していただきたい。本章で

は、平成１９・２０年に行った北西側部分の調査の成果についてまとめる。

（１）遺構

遺構は土坑、Ｔピット、土器（破片）集中、フレイク・チップ集中、旧石器ブロックを調査し、こ

れら以外に擬似焼土と道跡の調査も行った。

土坑はⅤ層で４基確認され、いずれも平面がほぼ楕円形を呈し壁と坑底が曲線的なものである。遺

物の出土は無いが縄文時代晩期後葉と考えている。

ＴＰ－１は浅く掘りかけのものと考えられ、縄文時代中期～後期と推測される。

土器（破片）集中ＵＰＳ－１・ＬＰＳ－１は、平成２０年度の調査で遺構に準ずるものとして個別の

番号を付し調査したもので、風倒木痕内に土器がまとまって出土したものである。平成１９年度の調査

では土器の出土状況を記録していない。

フレイク・チップ集中はⅤ１層で径１．５ｍの範囲に位置していた。出土土器や層位から縄文時代晩期

後葉と考える。

旧石器ブロックはＳＢ－１・２・３を調査した。いずれも散在的に出土し層位的にもⅤ～Ⅶ層・風

倒木痕内の堆積層から広く出土しているため、平面的・層位的に「集中域」を示さない。細石刃核等

の遺物の出土もなく時期や性格を明確にできないが、後期旧石器時代の細石刃石器群であるといえる。

擬似焼土は４６ヶ所確認した。Ⅲ層で１ヶ所（ＵＦ－１）、Ⅳ層（Ｔａ－ｃ）下位で４５ヶ所（ＬＦ－１

～４５）である。平成１９年度は焼土との認識で調査したが、当センターで調査した千歳市梅川４遺跡の

報告書（北埋調報２５３）が平成２０年度末に刊行され、同書の「口絵３」や「Ⅵ章２節 梅川４遺跡の

「擬似焼土」の成因について」（１９７～２００頁）の内容と本遺跡の焼土の調査結果を検討した。

梅川４遺跡における擬似焼土の特徴は次のとおりである（前掲書）。

・「風倒木痕のくぼみ等」にある

・「赤褐色の土塊」

・「分布範囲に炭化材等を伴わない」

擬似焼土とは「土壌の風化作用や風倒木埋積過程で生じた酸化作用などによって生じた可能性」（前

掲書）のある赤色土の塊で人為的な遺構でないといえる。

本遺跡ではＵＦ－１はⅣ層の凹みにあり、ＬＦのうちＬＦ－１はⅤ２層中の凹みで、ＬＦ－７・８

はⅥ層面の木根攪乱、これら以外はすべてⅤ層調査面の風倒木痕内に位置する（表１２）。色調も極暗赤

褐色・暗赤褐色・赤褐色のいずれかで、炭化物や炭化材が伴うものはない。これらのことから平成１９

年度に調査した焼土は、すべて「擬似焼土」であると判断した。平成２０年度の調査でもこの赤褐色土

の塊は認められたため、トレンチで断面を確認し「焼土」と「擬似焼土」を明確に区別して調査した。

結果、人為的な焼土は認められず、これら擬似焼土は十数ヶ所で記録は作成しなかった。

Ⅶ章 まとめ
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Ⅲ層上面の道跡は、平成１９年度の調査でＴａ－ａの筋状の堆積状況がみられた。建設機械の走行跡

と推測するが、アイヌ文化期の道跡である可能性も考慮し、調査・報告を行った。

現代の道跡は、平成２０年度の調査で調査区を東西方向に横切る凹みを確認した。調査区壁の断面を

記録しこの地点をつなぎ図上で復原した。１７３９年以降で南長沼用水が造られるまで利用されたもので

あろう。

（２）土器

土器は遺構から１５３点、包含層から１７，６６９点出土した。土器は遺構出土分も含め１００％近くがⅢ層出

土のⅤ群ｃ類の大洞Ａ・Ａ’式に並行する「タンネトウＬ式」である。これらの特徴は次のとおりであ

る

・深鉢以外に鉢・浅鉢・舟形・壷形土器の特殊な器形がある。

・文様として口唇部から内外面にかけて撚紐圧痕文・撚紐刻み・縄線文・棒状工具あるいは指頭に

よる刻み・沈線文等がみられる。

・深鉢土器等に複数の横走沈線文に加え蛇行沈線文が施されるものがある。

・浅鉢土器は口唇部から内面にかけて突起部分を中心に先に述べた文様を組み合わせた装飾的な施

文がみられる。

・舟形土器や壷形土器等にみられる複数の平行沈線文は「工字文」風に施されている。

また、Ⅳ層（Ｔａ－ｃ）下位のⅤ層からも出土している。Ⅲ層・Ⅴ層と層位的には区切られるが、

土器型式に差は認められない。

その他の時期はⅤ層から断片的に出土した。縄文時代早期（Ⅰ群ｂ類）の東釧路Ⅳ式、中期（Ⅲ群

ｂ類）の萩ヶ岡式の胴部中位～底部が１個体、破片では萩ヶ岡１式・萩ヶ岡２式・北筒式がある。後

期（Ⅳ群ａ類）はタプコプ式の口縁部がある。また、擦文土器（Ⅶ群）の鉢形土器がⅢ層から１個体

出土した。

（３）石器類

石器類は遺構から２，５９２点、包含層から７７２点出土した。遺構出土のものはフレイク・チップ集中（Ｌ

ＦＣ－１）・旧石器ブロック（ＳＢ－１・２・３）で、旧石器及び剥片石器群である。

包含層出土の石器類は、Ⅴ章で述べたように剥片石器群が約２／３を占め、Ⅲ層出土が過半数を占める。

Ⅲ層出土の石器類は縄文時代晩期後葉のものと考える。ついで出土が多いのはⅤ２層で、Ⅳ層（Ｔａ

－ｃ）直下のⅤ１層からの出土よりも多い。Ⅴ２層出土の石器群の多くは縄文時代晩期後葉と推測さ

れる。

（４）遺跡の性格について

本遺跡はⅢ層から縄文時代晩期後葉の遺物が多く出土したが、対照的にⅢ層で遺構は確認できなかっ

た。また、Ⅴ層の遺構は住居跡や炉跡等の定住を示すものはなく、集落跡ではないといえる。

調査区は全面的に風倒木痕が多数みられ、石鏃や磨製石斧が多く出土していることから、本遺跡は

かつて森林であり、狩猟や木材の伐採のため利用された場所であったと推測する。その時期は主に縄

文時代晩期後葉であろう。また、細石刃削片が出土していることから、旧石器時代に石器製作が行わ

れた可能性が考えられる。 （末光正卓）

１ 調査成果の概要
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図版１

平成２０年度調査状況（南東から）平成１９年度調査状況（南西から）

平成２０年度調査区完掘状況（北東から）平成１９年度調査区完掘状況（西から）

基本層序（Ｕ－２１区 西北から）



図版２

ＬＰ－１完掘状況（南西から）ＬＰ－１土層断面（南西から）

ＬＰ－２完掘状況（南西から）ＬＰ－２土層断面（南西から）

ＬＰ－３完掘状況（西から）ＬＰ－３土層断面（西から）



図版３

ＬＰ－４完掘状況（西から）ＬＰ－４土層断面（西南から）

ＴＰ－１完掘状況（東南から）ＴＰ－１土層断面（南東から）

ＬＦＣ－１（南西から）ＵＰＳ－１（東から）



図版４

ＳＢ－２（北東から）ＳＢ－１（東から）

台石出土状況（北から）ＳＢ－３（北東から）

現代の道跡（南東から）Ⅲ層上面の道跡（西北から）



図版５

ＵＰＳ－１出土の復原土器

ＬＰＳ－１出土の復原土器

ＬＦＣ－１出土の石器類



図版６

ＳＢ・包含層出土の旧石器群（削片・細石刃は１／１）



図版７

Ｎ－２８区出土の復原土器

Ｐ－２１区出土の復原土器

Ｒ－１９区出土の復原土器

Ｐ－２７区出土の復原土器Ｍ－２６区出土の復原土器



図版８

Ｐ－２１区出土の復原土器

Ｏ－２８区出土の復原土器

Ｎ－２８区出土の復原土器

Ｓ－１８区出土の復原土器 Ｐ－２７区出土の復原土器



図版９

Ｐ－２９区出土の復原土器

Ｑ－２８区出土の復原土器

Ｏ－２８区出土の復原土器

Ｎ－２４区出土の復原土器

Ｌ－２７区出土の復原土器Ｊ－２５区出土の復原土器



図版１０

Ｐ－２９区出土の復原土器Ｎ－２８区出土の復原土器

Ｏ－２５区出土の復原土器Ｌ－２８区出土の復原土器

Ｐ－１９区出土の復原土器

Ｏ－２７区出土の復原土器



図版１１

Ｏ－２９区出土の復原土器 Ｍ－２９区出土の復原土器 Ｒ－２３区出土の復原土器

Ｍ－２９区出土の復原土器

Ｎ－２３区出土の復原土器

Ｏ－２８区出土の復原土器



図版１２

Ｊ－２７区出土の復原土器

Ｐ－２１区出土の復原土器

Ｌ－２９区出土の復原土器



図版１３

Ｎ－２８区出土の復原土器 Ｓ－２６区出土の復原土器

Ｎ－２４区出土の復原土器

Ｊ－２０区出土の復原土器

Ｈ－３０区出土の復原土器



図版１４

Ｇ－３８区出土の復原土器

Ｎ－２５区出土の復原土器

Ｔ－３０区出土の復原土器Ｍ－２８区出土の復原土器

Ｊ－２０区出土の復原土器



図版１５

包含層出土の破片土器（１）

包含層出土の破片土器（２）



図版１６

包含層出土の破片土器（３）

包含層出土の破片土器（４）



図版１７

包含層出土の破片土器（５）

包含層出土の破片土器（６）



図版１８

包含層出土の破片土器（７）

包含層出土の土製品等



図版１９

包含層出土の旧石器群

包含層出土の剥片石器群（１）



図版２０

包含層出土の剥片石器群（２）

包含層出土の磨製・礫石器群（１）



図版２１

包含層出土の礫石器群（２）・石製品
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